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1571年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ1世｣
1571年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Alvaro de Ataide｣(~1574.12)
1571年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ｿﾛｰﾙ島のﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ入植地
1571年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｼﾞｮﾎｰﾙ･ﾘｱｳ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾘ･ｼﾞｬﾗ･ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾘﾙ･ｼｬｰ2世｣(~1597年没)
1571年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｾｰﾀｰﾃｨﾗｰﾄ｣
1571年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｾｰﾝ･ｽﾘﾝﾀﾙｻｲ｣(1期目~1575年退位)
1571年-04:00|ﾛｼｱ/ｳｸﾗｲﾅ|  |||ｸﾘﾐｱのﾀﾀｰﾙ人がﾓｽｸﾜを焼き討ち
1571年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Nassir 'Isman｣(~1572年)
1571年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶｼﾑ･ﾊﾟｼｬ･ﾍﾞﾝ･ﾋｼﾞﾙ｣(~1572年)
1571年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ｸﾞﾘﾏｰﾆ｣(~1573年)
1571年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1573年)
1571年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾞｽﾀﾌ･ﾊﾞﾈｰﾙ･ﾃｨﾙ･ｼﾞｭﾙｽﾎﾙﾑ･ｵｯﾌ･ｴｹﾅｽ｣(~
  1576年)
1571年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾀﾞｰﾋﾞｯｼｭ･ﾊﾟｼｬ｣(~1574年)
1571年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾛｲ｣⇒暫定ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞ
  ﾒｼﾞｬｰ｢ｳﾞｧｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾏﾝ｣(~1572年)
1571年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｭｳﾞｧﾙﾂﾌﾞﾙｸ=ｿﾞﾝﾀﾞｰｽﾊｳｾﾞﾝ侯｢ﾖﾊﾝ･ｷﾞｭﾝﾀｰ1世｣(~15861028死去)
1571年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ4世｣(~15960327死去)
1571年-01:00|ｱﾙﾊﾞﾆｱ|  |||ｱﾙﾊﾞﾆｱのｲﾌﾞﾗﾋﾑ･ﾍﾞﾖﾘの反乱
1571年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ軍,ﾌﾟﾚﾝの戦いで大敗
1571年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Diogo Salema｣(~1575年)
1571年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Juan Alonso de Benavides｣(~15
  75年)
1571年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ｳｪｽﾄﾓｰﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾁｬｰﾙｽﾞ･ﾈｳﾞｨﾙ｣
1571年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<剥奪>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｼｰ｣
1571年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝と攻守同盟を締結
1571年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｵｰﾙﾄﾞ･ﾃｨﾉｺ｣(~1577年
  )
1571年1月2日-09:00|日本|  ||元亀1年12月7日|篠原長房､松永久秀に人質を送る/三好三人衆方との和睦が成立
1571年1月2日-09:00|日本|京都府京都市|元亀1年12月7日|一条町周辺より出火し大火事｢禁中｣小御所･台所･車
  寄をはじめ､勧修寺･大祥寺殿･伏見殿･三条西･四辻･万里小路･知恩院など方々所々が焼失
1571年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖｱﾋﾑ2世ﾍｸﾄﾙ｣
1571年1月3日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾌﾞﾗﾝﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ選帝侯｢ﾖﾊﾝ･ｹﾞｵﾙｸ｣ﾖｱﾋﾑ2世の息子(~15980108死去)
1571年1月8日-09:00|日本|  ||元亀1年12月13日|足利義昭の仲介により､織田信長と朝倉義景･浅井軍と和睦が
  成立
1571年1月8日-09:00|日本|新潟県|元亀1年12月13日|<改名>越後国主｢上杉輝虎｣出家⇒｢上杉謙信｣
1571年1月9日-09:00|日本|滋賀県|元亀1年12月14日|近江で対陣中の朝倉義景と織田信長が二条晴良の仲介で和
  平し､双方とも人質を出して撤収
1571年1月10日-09:00|日本|静岡県御殿場市|元亀1年12月15日|武田信玄が深沢城を攻めるが落とせず
1571年1月15日-09:00|日本|山梨県甲斐市|元亀1年12月20日|武田信玄､娘のために巨摩郡龍地に黄梅院を建てる
1571年1月22日-09:00|日本|  ||元亀1年12月27日|武田信玄と北条氏政が誓紙を交換して講和､同盟を結び上杉
  謙信と断交
1571年1月23日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元亀1年12月28日|<上村合戦(美濃国)>武田軍の秋山虎繁が信濃伊那
  から三河方面へ進軍､東美濃の恵那郡上村で明知城主の遠山景行､三河衆の山家三方衆(作手奥平氏･田峯菅沼
  氏･長篠菅沼氏)と交戦となり武田軍が勝利.明知遠山氏が敗北すると､武田とも通じていた奥平定能ら山家三
  方衆は戦わずに撤退.この戦いで遠山景行は自害となり､明知遠山氏は遠山一行･遠山友治が後を継ぐ
1571年1月26日-09:00|日本|岡山県津山市|元亀2年|美作･宇喜多の武将･花房職之､毛利属城･篠山城を攻略
1571年1月26日-09:00|日本|鹿児島県奄美市|元亀2年|尚元王が入貢を拒否した奄美大島を攻めて別の首長をた
  て支配を強化(琉球､奄美)
1571年1月26日-09:00|日本|高知県高岡郡津野町|元亀2年|土佐国の長宗我部元親は一条氏の家臣であった津野
  氏を滅ぼし､高岡郡を平定.三男親忠を津野家養子にする
1571年1月26日-09:00|日本|高知県長岡郡本山町|元亀2年|<降伏>土佐本山領主｢本山親茂｣長宗我部氏へ臣従
1571年1月26日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元亀2年|龍造寺隆信が三瀬城の神代長良へ鍋島直茂を使者として派
  遣､和睦/神代長良は龍造寺配下となる
1571年1月26日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|元亀2年|武田信玄は馬場信春に江尻城を普請させ城代に山県
  昌景が入る
1571年1月26日-09:00|日本|長崎県壱岐市|元亀2年|宗義調が壱岐を攻めるが日高軍と松浦軍の連合軍の前に敗
  れる[浦海の合戦]
1571年1月26日-09:00|日本|長崎県壱岐市|元亀2年|筒城山根に西福寺を開く
1571年1月26日-09:00|日本|福島県いわき市|元亀2年|<交替>陸奥岩城大舘｢岩城親隆｣隠居⇒子の｢岩城常隆｣(⇒
  天正18(1590)年所領安堵)
1571年1月26日-09:00|日本|福島県田村郡三春町|元亀2年|<交替>陸奥三春領主｢田村隆顕｣隠居⇒嫡男の｢田村清
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  顕｣(~天正14年10月9日(15861119)死去)
1571年1月26日-09:00|日本|三重県伊賀市|元亀2年|<任命>伊賀国守護｢仁木義視｣(天正6(1578)年伊賀を追放さ
  れ甲賀に逃れた)
1571年1月26日-09:00|日本|鹿児島県鹿児島市|元亀2年1月|伊東･肝付･禰寝･伊地知の四家の水軍が桜島を攻撃.
  内城近くの竜ヶ水で島津軍が撃退
1571年1月26日-09:00|日本|三重県伊勢市|元亀2年1月|<交替>伊勢神戸領主｢神戸具盛｣解任､近江日野城に蟄居
  ⇒｢神戸信孝｣(~天正10(1582)年6月27日美濃岐阜城に移転)
1571年1月28日-09:00|日本|静岡県御殿場市|元亀2年1月3日|(元亀1年12月15日~)武田信玄,駿河深沢城の北条綱
  成を攻めるも失敗したため､帰陣
1571年2月2日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ､ｵﾗﾝｼﾞｭで2週間にわたりﾕｸﾞﾉｰ虐殺
1571年2月6日-09:00|日本|静岡県沼津市|元亀2年1月12日|<興国寺城の戦い>武田信玄3万7千､三島集結､駿河興
  国寺を奇襲するが失敗
1571年2月10日-09:00|日本|静岡県御殿場市|元亀2年1月16日|武田信玄､駿河･深沢城攻略/北條綱成､深沢城を開
  城し相模玉縄城へ退却
1571年2月13日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｲﾀﾘｱの彫刻家･金工家ﾁｪﾘｰﾆ/死去
1571年2月24日-09:00|日本|岡山県浅口市|元亀2年2月|宇喜多直家6千､浅口郡鴨方の毛利方杉山城(備中守護10
  代､細川通菫)を攻撃/細川は幸山城を頼り落ちる
1571年2月24日-09:00|日本|岡山県倉敷市|元亀2年2月|宇喜多直家が酒津城攻撃､降伏
1571年2月24日-09:00|日本|岡山県高梁市|元亀2年2月|毛利元清(元就の四男)と三村元親が庄高資に討ち奪われ
  た備中松山城を攻撃､奪還
1571年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Goncalo Pereira Marramaque｣
1571年3月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Duarte de Meneses｣(~同年)
1571年3月1日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|元亀2年2月6日|杉原盛重,浄満原の合戦で尼子残党と戦いこれ
  を破る
1571年3月6日-09:00|日本|茨城県鹿嶋市|元亀2年2月11日|<死去>塚原卜伝(83歳)剣豪､兵法家(新当流の創始者)
1571年3月11日-09:00|日本|静岡県|元亀2年2月16日|<第6次駿河侵攻>武田信玄､駿河に侵攻
1571年3月14日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ候ﾔｰﾉｼｭ･ｼﾞｸﾞﾓﾝﾄ
1571年3月19日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元亀2年2月24日|<拝領>近江佐和山5万石｢丹羽長秀｣織田信長配下(⇒
  天正11(1583)年若狭小浜へ)
1571年3月19日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元亀2年2月24日|浅井家の佐和山城の磯野員昌､織田信長に投降
1571年3月19日-09:00|日本|滋賀県米原市|元亀2年2月24日|浅井家の朝妻城(新庄直頼)､降伏
1571年3月19日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|元亀2年2月24日|<第1次三遠侵攻>武田信玄､遠江に侵攻/大井
  川を渡り小内能満寺に城塞構築
1571年3月23日-09:00|日本|富山県富山市|元亀2年2月28日|上杉謙信､椎名康胤と一向一揆勢のこもる富山城を
  攻略
1571年3月25日-08:00|中国/ﾓﾝｺﾞﾙ|  ||明･隆慶5年3月|明がｱﾙﾀﾝを順義王に封じ帰化城(ﾎﾌﾎﾄ)に居住させ､大同
  など馬市を開く
1571年3月26日-09:00|日本|佐賀県神埼市|元亀2年3月|肥前･龍造寺隆信､勢福寺城(江上氏)を攻略｡神代氏と講
  和
1571年3月26日-09:00|日本|富山県魚津市|元亀2年3月|上杉謙信が越中国椎名康胤の松倉城を攻撃､占領
1571年3月26日-09:00|日本|富山県高岡市|元亀2年3月|上杉謙信が越中国椎名康胤の守山城を攻撃､占領
1571年3月26日-09:00|日本|富山県富山市|元亀2年3月|上杉謙信が越中国椎名康胤の新庄城を攻撃､占領
1571年3月26日-09:00|日本|宮城県|元亀2年3月|大崎義隆､最上義光の援軍を得て､陸奥葛西領の栗原郡有壁･磐
  井郡流に攻め入るが､撃退される
1571年3月28日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ｶﾌｪ･ﾊﾟｼｬ｣(~1572年)
1571年3月30日-09:00|日本|静岡県掛川市|元亀2年3月5日|<高天神城合戦>甲斐の武田信玄が2万5000の軍勢を率
  いて遠江高天神城(小笠原長忠)に来攻,家臣の内藤昌豊に攻めさせ城門を襲ったが落とせず引上げる
1571年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾚｵﾅﾙﾃﾞｯﾘ｣｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾃﾞｨ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣
1571年4月1日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿代行｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾌｨｯﾂｳｨﾘｱﾑ｣(1回目⇒15720113､副卿~1
  5750918)
1571年4月12日-09:00|日本|富山県富山市|元亀2年3月18日|上杉謙信が栂尾城を攻略して斎藤常丹を助ける/塩
  屋秋貞が何の利もなく撤退すると､追撃する一方で謙信は自ら富山城へ向かいその日のうちに陥落させた
1571年4月13日-09:00|日本|島根県出雲市|元亀2年3月19日|毛利軍,出雲国高瀬城を攻略し,口羽春良に在番を命
  じる
1571年4月20日-09:00|日本|愛知県|元亀2年3月26日|武田信玄が信濃高遠から伊奈口を経て三河に侵入
1571年4月24日-09:00|日本|岡山県総社市|元亀2年4月|宇喜多方尼子式部､経山城(総社市黒尾､城主中島大炊介
  元行)攻撃､敗退
1571年4月24日-09:00|日本|岡山県総社市|元亀2年4月|尼子勝久は幸山城攻略
1571年4月24日-09:00|日本|岡山県倉敷市|元亀2年4月上旬|毛利軍､本太城を包囲戦の末に攻略
1571年4月25日-09:00|日本|広島県東広島市|元亀2年4月2日|児玉元家･同宗有,大檀那として,豊田郡下竹仁の八
  幡宮社殿を再興
1571年5月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾏﾘﾉ･ｶｳﾞｧｯﾘ｣(~1573年)
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1571年5月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<死去>ｲﾝｶ帝国(ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞ亡命政権)皇帝｢ﾃｨﾄｩ･ｸｼ｣天然痘で
1571年5月 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||<即位>ｲﾝｶ帝国(ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞ亡命政権)皇帝｢ﾄｩﾊﾟｸ･ｱﾏﾙ｣ﾏﾝｺ･ｲﾝｶ･ﾕﾊﾟﾝｷの息子(~1572
  年4月滅亡~15720924ｽﾍﾟｲﾝ人に殺される)
1571年5月2日-09:00|日本|佐賀県佐賀市|元亀2年4月9日|龍造寺隆信､蓮池の小田鎮光を誘殺
1571年5月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾏｲｰﾅ､ﾓﾚｱ島の残りの土地､ｳﾞｪﾈﾂｨｱ人に与えられる
1571年5月12日-09:00|日本|愛知県豊田市|元亀2年4月19日|武田軍は三河足助城の鈴木重直を降し､それを下条
  信氏に守らせる
1571年5月15日-09:00|日本|愛知県北設楽郡設楽町|元亀2年4月22日|武田軍は菅沼定忠が守る田峯城も降すと､
  その定忠を案内人として南進
1571年5月15日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀2年4月22日|武田信玄･勝頼､作手城を攻略
1571年5月15日-09:00|日本|富山県富山市|元亀2年4月22日|上杉軍に参陣していた塩屋秋貞が急遽退き猿倉城を
  普請
1571年5月19日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾏﾆﾗを占領し､ﾌｨﾘﾋﾟﾝの首都とする
1571年5月19日 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<死去>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Guttorm Andersen｣
1571年5月19日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀2年4月26日|<大野田城の戦い>(28日~)武田軍は菅沼定盈が守る
  野田城(正確には仮城の大野田城)に攻め寄せ陥落させた
1571年5月20日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ/ｲﾀﾘｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾛｰﾏ教皇が､ｽﾍﾟｲﾝ･ｳﾞｪﾈﾂｨｱと同盟してﾄﾙｺに対抗
1571年5月20日-09:00|日本/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|長崎県長崎市|元亀2年4月27日|大村純忠､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人に肥前長崎を開く
1571年5月20日-09:00|日本|広島県安芸高田市|元亀2年4月27日|国司元武,願主として,高田郡土師村の八幡宮宝
  殿を造立
1571年5月21日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀2年4月28日|武田軍は三河野田城を落とす
1571年5月22日-09:00|日本|愛知県豊橋市|元亀2年4月29日|<二連木城の戦い>武田信玄は東三河の吉田城を攻撃
  するが容易に落とせる城ではなかったため吉田城の支城に標的を変更し､吉田城の東2ｷﾛ程に位置していた二
  連木城を攻めた/家康は5,000人の軍勢を率いて二連木城を後詰したが､敗れて吉田城に撤退し二連木城は落城
  /信玄は吉田城攻めを中止し､武田の軍勢は甲斐へ撤退
1571年5月24日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ｸﾘﾐｱのﾀﾀｰﾙ人のﾓｽｸﾜ郊外の木造家屋に放火.ｸﾚﾑﾘﾝのみ焼け残る大火/犠牲者50
  万､捕虜10万
1571年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第2代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣
1571年5月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第3代ﾓﾝﾄﾛｰｽﾞ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｸﾞﾗﾊﾑ｣(~16081109死去)
1571年5月24日-09:00|日本|岡山県倉敷市|元亀2年5月|讃岐の香西駿河入道宗心(管領細川家部将)､備中児島郡
  本太城を攻略/城将吉田右衛門､討死
1571年5月24日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|元亀2年5月|<名跡継承>筑前立花山領主｢立花(戸次)鑑連｣大友宗
  麟配下(~天正3年5月28日(15750706)隠居)
1571年5月24日-08:00|中国|  ||明･隆慶5年5月|兪大猷､広西古田の壮族蜂起を平らげる
1571年5月25日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ大公｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾊﾞﾄﾘｰ･ｿﾑﾘｮｲ｣(15760216~ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王ｽﾃﾌｧﾝ~
  15861212没)
1571年5月28日-09:00|日本|青森県弘前市|元亀2年5月5日|<石川城の戦い>南部氏族の大浦為信(後の津軽為信)
  が謀反を起こし､和徳城(城主小山内讃岐)を攻撃､占領.また石川城を攻撃して城主石川高信(南部信直の父)が
  討ち取られる.その後も大浦為信は津軽地方の諸城を攻撃
1571年5月29日-09:00|日本|滋賀県米原市|元亀2年5月6日|<鎌刃城の戦い>横山城の木下秀吉が､約500の寡兵で
  浅井井規率いる一揆勢約5000を破るなど､近江では織田軍が優位に立った
1571年5月29日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年5月6日|松永久秀が窪城へ押し寄せる
1571年6月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年5月11日|松永久秀が窪城から陣を払う
1571年6月3日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年5月11日|松永久秀が佐久間信盛とつながる畠山秋高の家臣安
  見右近を､奈良の西新屋で切腹させる
1571年6月4日-09:00|日本|大阪府交野市|元亀2年5月12日|<交野城合戦>松永久秀､交野城･飯盛山城主安見直政
  を攻め安見直政は自害
1571年6月4日-09:00|日本|三重県伊勢市|元亀2年5月12日|<死去>剣客｢氏家直元(卜全)｣伊勢長島攻めで戦死/83
  歳(誕生:延徳1(1489)年)
1571年6月4日-09:00|日本|三重県桑名市|元亀2年5月12日|<第一次伊勢長島攻め>石山本願寺に呼応し､長島で一
  向一揆が起き､織田軍が長島を攻撃するが撤退/一揆衆の追撃に合い､西美濃三人衆の一人氏家卜全(直元)が討
  死(59歳推定)
1571年6月9日-09:00|日本|奈良県|元亀2年5月17日|松永久秀が織田信長に背き､武田信玄に同盟を持ちかけ,信
  玄はこれを受ける/三好三人衆とも手を結ぶ
1571年6月17日-09:00|日本|茨城県下妻市|元亀2年5月25日|武藏国小机城主北條左ヱ門左氏尭が下妻を攻めたる
  際に円福寺が兵火に懸って炎上
1571年6月17日-09:00|日本|茨城県下妻市|元亀2年5月25日|北条氏政､佐竹義重を攻め､小田原勢は真壁郡下妻城
  主多賀谷政経を攻めるが多賀谷政経は城より打って出て小田原軍を破る
1571年6月22日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|元亀2年5月30日|三好三人衆･松永久秀が河内高屋城に畠山昭高を
  攻める
1571年6月23日-09:00|日本|岐阜県美濃市|元亀2年6月|尾張国の大工ら､美濃国洲原社地蔵堂を建立
1571年6月23日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|元亀2年6月|吉川元春は尼子再興軍が籠る伯耆の末吉城を攻撃
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  ､占領
1571年6月23日-09:00|日本|鳥取県東伯郡琴浦町|元亀2年6月|吉川元春は尼子再興軍が籠る伯耆の八橋城を攻撃
  ､占領
1571年6月24日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|ﾏﾆﾗ||<市制>ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島を征服したｽﾍﾟｲﾝ人司令官ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾚｶﾞｽﾋﾟﾏﾆﾗに市政を敷
  き､市役所を設置
1571年6月26日-09:00|日本|島根県隠岐郡|元亀2年6月4日|毛利軍,隠岐国を平定
1571年7月 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺ市に異端審問所設置.植民地社会の精神生活を規制
1571年7月2日-09:00|日本|大阪府吹田市|元亀2年6月10日|<吹田城合戦>和田惟政､松永久秀･三好義継らの摂津
  吹田城を攻略
1571年7月3日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|元亀2年6月11日|<高屋城合戦>(5月30日~)高屋城主の畠山昭高､三好
  義継と松永久秀と三好三人衆を撃退/松永軍は､河内藤井寺に入る
1571年7月3日-09:00|日本|奈良県大和高田市|元亀2年6月11日|足利義昭､九条家娘を養女として､筒井順慶に嫁
  がせる
1571年7月4日-09:00|日本|岡山県|元亀2年6月12日|阿波篠原長房､備前児島侵入.毛利勢に撃退される
1571年7月4日-09:00|日本|奈良県磯城郡|元亀2年6月12日|箸尾為綱が松永久秀に背き､松永派十市氏と南柿森で
  戦う
1571年7月5日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀2年6月13日|本願寺顕如の長子教如と朝倉義景の娘との婚
  儀成立
1571年7月6日-09:00|日本|長崎県|元亀2年6月14日|<死去>肥前高来郡一円領主｢有馬義純｣22歳⇒養子の｢有馬晴
  信｣が継ぐ(⇒天正15(1587)年肥前日野江40000石本領安堵)
1571年7月6日-09:00|日本|広島県|元亀2年6月14日|<死去>｢毛利元就｣吉田郡山城で病死/75歳(誕生:明応6(1497
  )0314)
1571年7月13日-09:00|日本|鳥取県西伯郡大山町|元亀2年6月21日|<末石城の戦い>吉川元春が伯耆へ侵攻し末石
  城に居を構えていた尼子氏遺臣の山中幸盛と戦い吉川軍が勝利
1571年7月14日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督代行｢ｻﾝﾁｮ･ﾊﾟﾙﾄﾞ･ﾄﾞﾝﾚﾌﾞﾝ｣(~15741029)
1571年7月15日-09:00|日本|愛知県安城市|元亀2年6月23日|清信女妙晃､三河国妙教寺の釈迦如来･多宝如来を寄
  進
1571年7月15日-09:00|日本|鹿児島県|元亀2年6月23日|<死去>元薩摩･大隅･日向3国守護｢島津貴久｣58歳
1571年7月15日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年6月23日|筒井順慶軍､大和国北之庄の近辺まで襲撃するも特
  に情勢変化が無かったため撤退
1571年7月19日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ暫定総督･総司令官･大審問院長｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞｨｴｽ･ﾄﾞ･ｵｰ･ｲ
  ･ｱﾙﾒﾝﾀﾞﾘｽ･ｶｽﾄﾚﾎﾝ｣(~15750811)
1571年7月22日-09:00|日本|愛知県一宮市|元亀2年7月|尾張国妙興寺白山社社人五郎大夫､同社を再建
1571年7月22日-09:00|日本|愛媛県今治市|元亀2年7月|塩飽衆,阿波の岡田権左衛門に属し.伊予能島に兵粮を送
  るが,沼田警固衆並びに来島･因島衆に襲われ船3艘･船方数10人討たれる
1571年7月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年7月|筒井順慶が松永久秀の居城多聞山城を攻略するため､辰
  市城を築城
1571年7月22日-09:00|日本|宮城県登米市|元亀2年7月|葛西晴信､大崎義隆と陸奥佐沼･石越方面で戦い､佐沼を
  奪還す
1571年7月25日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元亀2年7月4日|吐山･簀川氏が守っていた郡山の付城で吐山氏が
  筒井方に寝返り簀川衆を討つ
1571年7月26日-09:00|日本|奈良県天理市|元亀2年7月5日|筒井勢が櫟本の付城を落とし､久秀勢は筒井城へ入る
1571年8月5日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||最後のｳﾞｪﾈﾂｨｱの要塞､ﾌｧﾏｸﾞｽﾀがｵｽﾏﾝ帝国に降伏
1571年8月8日-09:00|日本|奈良県御所市|元亀2年7月18日|<川合城の戦い>筒井順慶与力土豪箸尾氏､松永久秀勢
  の川合の付城を攻めるが失敗
1571年8月13日-09:00|日本|大阪府池田市|元亀2年7月23日|幕府衆三淵藤英､摂津国へ出陣｡和田惟政の援軍とし
  て細川藤孝も高槻方面へ入り､藤孝･池田勝正と合同で､三人衆方池田城を攻撃､池田の市場等を放火(結局落と
  せず､8月2日後退)
1571年8月15日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元亀2年7月25日|筒井順慶､白土に要害を構築
1571年8月20日-09:00|日本|鹿児島県|元亀2年7月30日|<死去>大隅高山領主｢肝付良兼｣⇒弟の｢肝付兼護｣が継ぐ
  (⇒天正8(1580)年薩摩阿多10000石)
1571年8月20日-09:00|日本|鹿児島県|元亀2年7月30日|大隅の肝付良兼:伊地知などを攻めて島津軍を撃退
1571年8月21日-02:00|ｷﾌﾟﾛｽ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌｧﾏｸﾞｰｽﾄが占領され､ｷﾌﾟﾛｽ島がﾄﾙｺ人に奪われる
1571年8月21日-09:00|日本|群馬県渋川市|元亀2年8月|真田昌幸､長尾憲景の白井城(子持村)を攻略
1571年8月21日-09:00|日本|兵庫県美方郡新温泉町|元亀2年8月|<芦屋城合戦>武田高信､山名家部将の塩冶高清
  を攻めるも敗退
1571年8月21日-09:00|日本|新潟県|元亀2年8月1日|上杉謙信､徳川家康の提携申し入れを承諾し､誓書を交換
1571年8月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年8月2日|筒井順慶が辰市に城を築く
1571年8月24日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年8月4日|辰市城へ松永久秀･三好義継勢が攻め掛かるが大敗､
  多数の討死衆を出し多聞山城へ逃れる/辰市の戦い
1571年8月26日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|元亀2年8月6日|筒井順慶､松永軍との戦闘で勝利し筒井平城･高
  田城･野垣内城･番条城･森屋蔵堂城などを回復
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1571年8月27日-09:00|日本|奈良県大和高田市|元亀2年8月7日|筒井順慶､高田出城を布施某(大和国人)より奪取
  /40余人を討ち取る
1571年9月3日-09:00|日本|奈良県天理市|元亀2年8月14日|越智･箸尾氏が十市氏の久秀派を攻め､十市郷を略取
1571年9月6日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾉﾛｰﾆｬ｣(~15731209)
1571年9月7日-09:00|日本|滋賀県|元亀2年8月18日|<第3次近江侵攻>織田信長､近江に侵攻.佐久間､柴田､丹羽､
  蜂屋､木下､明智､中川､西美濃衆らが従軍
1571年9月7日-09:00|日本|鳥取県米子市|元亀2年8月18日|吉川元春､伯耆国寺内城を攻略
1571年9月10日-09:00|日本|島根県松江市|元亀2年8月21日|吉川元春､尼子勝久出雲の最後の拠点である真山城(
  新山城)も落城し､尼子再興軍は出雲より駆逐､京都へ敗走
1571年9月11日-09:00|日本|大阪府東大阪市|元亀2年8月22日|松永久秀が竹内秀勝を河内若江に自害させる
1571年9月14日-09:00|日本|島根県松江市|元亀2年8月25日|吉川元春は尼子再興軍の拠点である新山城を攻略し
  ､出雲の尼子方拠点を掃討
1571年9月15日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀2年8月26日|織田信長が浅井長政の小谷城を攻め､木本余吾に放
  火
1571年9月17日-09:00|日本|大阪府茨木市|元亀2年8月28日|<死去>摂津三守護(芥川山城主)｢和田惟政｣､に荒木
  村重家臣池田城主池田知正(重成)と戦い戦死､中川清秀に首級を挙げられる(白井河原合戦)､和田惟政援軍美
  濃金山城主長井道利が摂津白川河原で戦死
1571年9月19日-09:00|日本|大阪府茨木市|元亀2年9月1日|<茨木城合戦>荒木･中川連合軍は茨木城を攻め落とし
  た
1571年9月19日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元亀2年9月1日|<志村城合戦>信長が､志村城に志村資則を攻めてこ
  れを下す/小川城主小川孫一郎降伏
1571年9月21日-09:00|日本|滋賀県守山市|元亀2年9月3日|<金森城合戦>織田信長:近江常楽寺に移動/一向一揆
  の立て籠もる金ヶ森(川那辺秀政)を降伏させた
1571年9月22日-09:00|日本|岡山県真庭郡|元亀2年9月4日|備中･毛利輝元･三村元親､佐井田城を攻撃するが､宇
  喜多直家､救援し毛利軍を破る
1571年9月22日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀2年9月4日|松永久秀､信貴山城進発.｡三好義継勢と合わせ1万､筒
  井勢6千と大安寺堤で決戦/松永勢､敗北､有能な部下を多く失う
1571年9月23日-09:00|日本|大阪府|元亀2年9月5日|摂津国に於いて池田軍が戦闘で敗北を喫し､多数の戦死者を
  出す
1571年9月24日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|元亀2年9月6日|松永勢十市衆の森屋城､筒井順慶方箸尾高春
  により陥落
1571年9月25日-09:00|日本|奈良県天理市|元亀2年9月7日|筒井順慶軍(筒衆)､大和国山田を攻撃/竹内秀勝(竹下
  )は退散
1571年9月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ｱﾙｶﾊﾙ｣
1571年9月28日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣(~15790608死去)
1571年9月30日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀2年9月12日|織田信長が比叡山延暦寺が朝倉義景を支援している
  ことを怒り､延暦寺を焼打ち/15日迄の4日間,根本中堂･大講堂･阿弥陀堂･戒壇院･護持院など焼き尽す/死者は
  女子供をも含み3000から4000
1571年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾕﾘｳｽのﾖﾊﾈ･ﾊﾟｳﾛ｣
1571年10月1日-09:00|日本|滋賀県|元亀2年9月13日|<拝領>近江･志賀郡5万石｢明智光秀｣坂本に城を置く/延暦
  寺･日吉神社の寺領･社領は江南の部将たち(佐久間信盛･柴田勝家･中川重政)に与えられ､彼らは近江支配体制
  を整える
1571年10月3日-09:00|日本|埼玉県深谷市|元亀2年9月15日|武田信玄､北条氏政と榛沢に戦う
1571年10月6日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀2年9月18日|織田信長､竹内季治(入道真滴)を近江永原に暗殺/理
  由は｢信長は極みに達したため,後は熟した無花果のように地上に落ちるだけだ｣と失言
1571年10月7日-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾄﾙｺ|  |||ﾚﾊﾟﾝﾄ沖の海戦でﾄﾞﾝ･ﾌｧﾝ･ﾃﾞ･ｱｳｽﾄﾘｱ率いるﾖｰﾛｯﾊﾟ連合艦隊がﾄﾙｺ
  海軍を破る
1571年10月7日-09:00|日本|滋賀県犬上郡|元亀2年9月19日|丹羽長秀･河尻秀隆､近江犬上郡土豪一向一揆頭領高
  宮右京亮と一党謀殺/野田･福島陣の際､一揆を扇動し､天満の森陣地から石山入りしたため
1571年10月10日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｷﾞｱﾉｯﾄ･ﾛﾒｯﾘﾆ｣(~15731010)
1571年10月11日-09:00|日本|群馬県渋川市|元亀2年9月23日|武藤(真田)昌幸､上野白井城を攻める
1571年10月21日-09:00|日本|神奈川県|元亀2年10月3日|<死去>相模･伊豆国大名｢(後北条氏第3代目当主)北条氏
  康｣/57歳(誕生:永正12(1515))⇒｢北条氏政｣が嗣ぐ/氏政､父の遺言により輝虎との同盟を断ち､信玄と結ぶ
1571年10月27日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾌﾟﾄﾝ侯･ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾊﾟｰ｣
1571年10月28日-04:00|ﾛｼｱ|  |||ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲｳﾞｧﾝ4世雷帝｣､3度目の結婚(11月13日花嫁､没)
1571年10月28日-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ代行｢ｱﾗﾌﾞ･ｱﾌﾏﾄﾞ｣(~1573年)
1571年10月28日-09:00|日本|京都府宇治市|元亀2年10月10日|松永久秀､山城国久世郡槙島城を攻撃
1571年10月28日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|元亀2年10月10日|武田信玄､青崩峠を越えて遠江侵攻/龍門山
  石雲院､武田軍の兵火により焼失
1571年11月1日-09:00|日本|静岡県磐田市|元亀2年10月14日|(13~)武田信玄､遠江見付で徳川軍と戦い勝利
1571年11月17日-09:00|日本|千葉県千葉市中央区|元亀2年11月|里見義弘･正木時茂､下総小弓城を攻略/千葉胤
  富の軍と合戦
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1571年11月24日-09:00|日本|東京都青梅市|元亀2年11月8日|武田信玄､御岳城を北条氏に返還
1571年11月30日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|元亀2年11月14日|三好三人衆及び松永久秀､等､畠山昭高を河内｢
  高屋城｣に攻め､久秀､摂津に兵を出す
1571年11月30日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元亀2年11月14日|秋山信友､美濃岩村城を落とす
1571年12月3日-09:00|日本|兵庫県丹波市|元亀2年11月17日|<山垣城合戦>織田方の山名祐豊､丹波に侵攻するも
  赤井直正が阻止⇒<竹田城合戦>赤井直正が山名氏が治める此隅山城･竹田城を占拠
1571年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣ｶﾙﾛｽの弟(~15781018死
  去)
1571年12月4日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾒﾘﾗ総督｢Antonio de Tejada｣(~1595年)
1571年12月6日-09:00|日本|鹿児島県|元亀2年11月20日|肝付･禰寝･伊地知連合軍､海上より100余捜の軍船で鹿
  児島を攻めるが失敗
1571年12月13日-09:00|日本|愛知県豊川市|元亀2年11月27日|彦右衛門ら､三河国砥鹿大菩薩の宝殿を建立
1571年12月17日-09:00|日本|愛知県豊橋市|元亀2年12月|三河国下条郷天神社の社殿が建立される
1571年12月17日-09:00|日本|福岡県北九州市門司区|元亀2年12月|毛利軍により門司城は落城し､大友宗麟は本
  州の赤間関へ進軍を開始
1571年12月19日-09:00|日本|埼玉県|元亀2年12月3日|武田信玄､武蔵に入り北条氏邦と戦う
1571年12月19日-09:00|日本|福井県|元亀2年12月3日|朝倉軍､越前に兵を引き上げる
1572年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ首領｢Sancho de Vasconcelos｣(~1591年)
1572年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ﾗｼﾞｬ･ﾊﾟﾃｨｸ･ｼｱﾑ｣(~1573年)
1572年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ﾒｷｼｺ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝとｱｶﾌﾟﾙｺ間の太平洋ｶﾞﾚｵﾝ貿易が開始
1572年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾃｨﾝﾏ･ﾗｰｼﾞｬ2世｣
1572年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Bayazid Khan Karrani｣(~同年)⇒｢Daud Khan Karrani｣(
  ~15760712退位)
1572年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ4世｣(~15761109死去)
1572年-03:00|ﾍﾞﾗﾙｰｼ|  |||<即位>ｽﾙﾂｸ公｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾗｽ･ｵﾚﾙｶｲﾃｨｽ｣(~1592年)､｢ﾖﾅｽ･ｼﾓﾅｽ･ｵﾚﾙｶｲﾃｨｽ｣(~1591年)､｢ﾕﾘ
  ｳｽ･ｵﾚﾙｶｲﾃｨｽ｣(~1586年)兄弟で分割相続
1572年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Sultan Mahamed Nassir｣(~1573年)
1572年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾊﾝｽ･ﾋﾞｮﾙﾝｿﾝ･ﾚｼﾞｮﾝ｣
1572年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ･ﾍﾞﾝ･ﾋｼﾞﾙ｣(~1573年)
1572年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ代行｢ｼﾓﾝ･ﾃﾞ･ｼﾙｳﾞｪｲﾗ｣(~1577年)
1572年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱﾝﾌﾟﾘｱｽ伯｢Joana2世｣(~1608年)
1572年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~1574年)
1572年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣(~15730302死去)
1572年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｺｰﾌﾞﾙｸ公｢ｻﾞｸｾﾝ選帝侯ｱｳｸﾞｽﾄ｣ﾖﾊﾝ･ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ2世の子息ﾖﾊﾝ･ｶｼﾞﾐｰﾙとﾖﾊﾝ･ｴ
  ﾙﾝｽﾄが未成年のため後見(~15860211死去)
1572年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<再任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｼｰ｣回復(~8.22処刑される)
1572年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨｸﾞﾀｳﾝ伯｢John Fleming｣(~1619年死去)
1572年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島首席大臣｢Joen Heinesen｣(~1583年)
1572年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督(ﾘｵ･ﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ)｢Cristovao de Barros｣(~1574年)
1572年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督府が北のﾊﾞｲｰｱと南のﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛの2つの総督府に分割された(~
  1578年)
1572年 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｳﾞｪﾗ｣(~1576年)
1572年 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ|  |||ﾎﾞｺﾞﾀ大学創立
1572年 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾘﾏにｻﾝﾏﾙｺｽ大学創立
1572年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｺﾞﾒｽ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾚｹﾞﾗ/ﾌﾞﾗｽ･ｺﾙﾄﾞﾊﾞ｣(~1573年
  )
1572年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｳﾞｨｼﾞｬﾔﾅｶﾞﾙ王国(ｱｰﾗｳﾞｨｰﾄﾞｩ朝)国王ｼｭﾘｰﾗﾝｶﾞ1世(~1586年)
1572年1月4日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<死去>ｽﾞﾙﾂ伯･ｸﾚｯﾄｶﾞｳ方伯｢ｱﾙｳﾞｨｸﾞ｣
1572年1月4日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｽﾞﾙﾂ伯･ｸﾚｯﾄｶﾞｳ方伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ3世｣(~1583年)､｢ｶｰﾙ･ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ｣(~161304
  15)､摂政｢ﾊﾞｰﾊﾞﾗ･G･ﾚﾌｨﾝ･ﾌｫﾝ･ﾍﾙﾌｪﾝｼｭﾀｲﾝ｣(~15721114)
1572年1月4日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|元亀2年12月19日|二俣城主中根正照､降参して城を明け渡す撃
  を仕掛ける
1572年1月4日-09:00|日本|奈良県|元亀2年12月19日|筒井順慶(筒井)､大和国十市郷へ総攻撃を仕掛ける
1572年1月10日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国ｱｸﾊﾞﾙがｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ地方を征服
1572年1月10日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾁｺ･ﾌﾞﾗｰｴがｶｼｵﾍﾟｱ座に超新星を発見
1572年1月12日-09:00|日本|  ||元亀2年12月27日|北条氏政､武田信玄と同盟を締結(甲相同盟)北條氏政は上杉
  謙信と断交
1572年1月12日-09:00|日本|広島県廿日市市|元亀2年12月27日|毛利元就により厳島神社本社本殿が造替され､遷
  宮の儀が行われる/広島県
1572年1月15日-09:00|日本|沖縄県|元亀3年|<死去>琉球国王｢尚元｣
1572年1月15日-09:00|日本|沖縄県|元亀3年|<即位>琉球国王｢尚永｣(~1588年死去)
1572年1月15日-09:00|日本|長崎県壱岐市|元亀3年1月|亮賢が実相院を神岳里[新城西触]に開く
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1572年1月15日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･洪福1年|大越後黎朝3代･英宗が洪福と改元(-1573)
1572年1月20日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ独立戦争でｽﾍﾟｲﾝ軍が反撃を開始し､ﾚｲﾃﾞﾝで攻防戦
1572年1月23日-09:00|日本|栃木県那須郡|元亀3年1月9日|佐竹義重､下野國那須の各地を討取
1572年1月26日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<死去>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾃ｣
1572年1月27日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ｸﾚｯｼｰﾉ｣(~30日)
1572年1月28日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|元亀3年1月14日|宇都宮氏の重臣･皆川俊宗､親上杉派の筆頭である
  岡本宗慶を謀殺
1572年1月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾙｲｽ･ｺﾛﾝ･ｲ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣
1572年1月29日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ女公｢ﾌｪﾘﾊﾟ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ﾓｽｹﾗ｣先代の娘(~15771125死去)
1572年1月29日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|元亀3年1月15日|宇都宮広綱の病に乗じ､皆川心鉄斎(俊宗)､宇都宮
  城入り家政の実権を握る
1572年1月30日-01:00|ﾏﾙﾀ|  |||<就任>ﾏﾙﾀ騎士団総長｢ｼﾞｬﾝ･ﾄﾞ･ﾗ･ｶｼｴｰﾙ｣(15810712~15810911廃位/~15811221､ﾏ
  ﾙﾀを出発し､ﾛｰﾏで亡くなった)
1572年2月7日-06:30|ﾐｬﾝﾏｰ|  |||<即位>ﾑﾗｳｸ=ｳｰ国王｢ﾊﾟﾗｳﾝ｣(~15930704)
1572年2月11日-09:00|日本|福岡県福岡市西区|元亀3年1月28日|筑前柑子岳城主の臼杵鎮氏が､今津毘沙門天を
  参拝する高祖山城主原田隆種(了栄)を待ち伏せして襲撃するが失敗､その後原田隆種と交戦し臼杵鎮氏は自害
  /大友宗麟は柑子岳城主に木付鑑実を置く
1572年2月14日-09:00|日本|栃木県小山市|元亀3年閏1月|北条氏政の命を受けて小山秀綱(弾正少弼)を討つべく
  ､小山祇園城に北条氏邦(新六郎)･太田氏房(十郎)の軍勢を派遣したが落とせず
1572年2月14日-08:00|中国|  ||明･隆慶6年2月|明が広東恵州･潮州の倭寇に通じる盗賊藍一清･頼元爵の反乱に
  対して軍隊を派遣征伐
1572年2月15日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼﾞｮﾝ3世勇者｣(~15740611没)
1572年2月16日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|元亀3年閏1月3日|伊予国大森城主｢土居清良｣､土佐の一条氏と和を
  結ぶし城郭を破却
1572年2月16日-09:00|日本|群馬県前橋市|元亀3年閏1月3日|上杉謙信が､武田方の属城上野国石倉城を攻略し城
  郭を破却
1572年3月2日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾒﾑ･ﾃﾞ･ｻ｣
1572年3月2日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督代行｢ﾌｪﾙﾅﾝ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｧ｣(~1573年5月)
1572年3月4日-09:00|日本|奈良県|元亀3年閏1月20日|大和国奈良に大地震/死者多数
1572年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯･ｳｨﾙﾄｼｬｰ伯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1572年3月10日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣ﾉｰﾌｫｰｸ公(~15761104死去)
1572年3月14日-09:00|日本|新潟県|元亀3年2月|上杉謙信が常陸国の佐竹義重と和睦
1572年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1572年4月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ｵﾗﾝﾀﾞ独立戦争/反ｽﾍﾟｲﾝの軍事集団ｾﾞｰ･ｺﾞｲｾﾝがﾌﾞﾘｰﾚを攻略
1572年4月13日-09:00|日本|青森県平川市|元亀3年3月|<高畑城の戦い>南部晴政､陸奥瀬多田石隠岐に大浦為信
  の征伐を命ずるが､乳井で敗れる
1572年4月13日-09:00|日本|群馬県渋川市|元亀3年3月|真田幸隆､計略で上野白井城を攻略
1572年4月15日-09:00|日本|青森県三戸郡三戸町|元亀3年3月3日|南部晴政､信直を陸奥川守田毘沙門堂に急襲す
  るも､逆に晴政が信直に敗北
1572年4月17日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年3月5日|信長､5万の大兵を動員､小谷城(浅井長政)を攻撃
1572年4月19日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ国王ｼｬﾙﾙ9世､ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ王家とﾌﾗﾝｽ中央部のﾌﾞﾛﾜで｢ﾌﾞﾛﾜ条約｣を締
  結し､強大化するｽﾍﾟｲﾝに対抗する｢同盟｣を結ぶ
1572年4月19日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年3月7日|織田信長:小谷城と山本山の間に陣を布き,余呉･木之
  本まで出兵して放火
1572年4月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀3年3月11日|織田信長が近江和邇に布陣し六角氏残党を掃討､木
  戸･田中城に追い込む/砦を作り,明智光秀･中川重政･丹羽長秀を置いた
1572年4月24日-09:00|日本|京都府京都市|元亀3年3月12日|信長が上洛､三好･本願寺との和睦が成立
1572年4月28日-09:00|日本|奈良県|元亀3年3月16日|順慶が箸尾為綱･岡某とともに各地で久秀方と戦う
1572年5月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲﾝｶ帝国最後の拠点のﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞがｽﾍﾟｲﾝ軍に占領される
1572年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣(~15760922死去)
1572年5月1日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<死去>第225代ﾛｰﾏ教皇｢ﾋﾟｳｽ5世｣/68歳(誕生15040117)ｴﾘｻﾞﾍﾞｽ女王を排斥した
1572年5月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾘﾝｶｰﾝ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｸﾘﾝﾄﾝ｣(~15850116死去)
1572年5月6日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|元亀3年3月24日|石山本願寺､織田信長と和睦
1572年5月9日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||現在はｵｰｾﾞﾙ島とﾑｰﾝ島のみをｶﾊﾞｰする旧王子司教区は､ﾃﾞﾝﾏｰｸ領とし
  てﾃﾞﾝﾏｰｸの直接管理に移された
1572年5月12日-09:00|日本|愛媛県西予市|元亀3年4月|伊予･西園寺公広､一条兼定を攻撃/大友宗麟､佐伯惟教を
  遣わし､西園寺属城･黒瀬城･飯森城を攻撃し公広を降す
1572年5月12日-09:00|日本|沖縄県|元亀3年4月1日|<死去>琉球王尚元が病歿(45歳)
1572年5月13日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||<就任>第226代ﾛｰﾏ教皇｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ13世｣(~15850410死去)
1572年5月13日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|元亀3年4月2日|龍造寺隆信が養父郡朝日山･勝尾両城を攻略､筑紫広
  門は降伏
1572年5月25日-09:00|日本|  ||元亀3年4月14日|三好義継､細川信良(昭元)と和議
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1572年5月26日-09:00|日本|滋賀県高島市|元亀3年4月15日|比叡山衆徒･近江高嶋郡伊黒城主新庄俊長(放泉坊)
  が降伏するが浅井長政に攻め滅ぼされる
1572年5月27日-09:00|日本|大阪府交野市|元亀3年4月16日|<私市城合戦>佐久間信盛･柴田勝家･明智光秀･細川
  藤孝･三淵藤英･上野秀政･池田勝正･伊丹親興･和田惟長ら2万余の軍勢､河州表へ出陣/松永久秀の軍勢を河内
  国河内郡騎西城で攻撃
1572年5月27日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|元亀3年4月16日|三好義継が松永久秀･松永久通と示し合わせ､高屋
  城の畠山昭高の家臣を河内交野城に攻めたが撤兵
1572年5月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ﾌﾗﾝｽ|  |||｢低地諸州｣の反乱軍､ﾊﾟﾘの北東約200㎞にあるﾓﾝｽ(現ﾍﾞﾙｷﾞｰ)をｽﾍﾟｲﾝ
  王軍から奪還する
1572年6月2日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰﾌｫｰｸ公･ｻﾘｰ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣死刑剥奪
1572年6月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<死去>ﾅﾌﾞﾗ王国国王兼ｱﾝﾄﾞﾗ公国元首｢ﾌｱﾅ3世｣44歳
1572年6月9日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ﾌｫｱ伯爵ｴﾝﾘｹ3世｣(~15890802ﾌﾗﾝｽ王位に統合)
1572年6月9日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国元首｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾖｱﾝ･ﾃﾞｨﾏｽ･ﾛﾘｽ｣(~15760704)
1572年6月9日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾅﾊﾞﾗ王｢ｴﾝﾘｹ3世｣ｱﾝﾄﾆｵとﾌｱﾅ3世の男子(~16100314死去57歳)
1572年6月9日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀3年4月29日|<大安寺合戦>大安寺の門付近で多聞山衆(松永久通麾
  下)と筒井衆が戦う
1572年6月14日-09:00|日本|宮崎県えびの市|元亀3年5月4日|<木崎原合戦>早朝､伊東軍勢､伊東加賀守､伊東新次
  郎､伊東又次郎､伊東修理亮の4人を大将に任じ飯野･加久藤地方の島津陣営を攻撃/初戦に勝利したが大敗
1572年6月18日-09:00|日本|京都府|元亀3年5月8日|<補任>上山城半国守護｢光浄院暹慶(後に還俗し山岡景友)｣
  足利義昭により(~翌年2月26日織田方に降伏)
1572年6月19日-09:00|日本|静岡県|元亀3年5月9日|徳川家康､大井川を渡り駿河侵攻.久能の根小屋等を放火
1572年6月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀3年5月9日|織田軍(尾張衆)､大和国｢大黒カ尾｣から多聞山城の北
  側まで包囲/午刻に松永久秀の多聞山城に攻撃を仕掛ける
1572年6月24日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾊﾟｳﾙ･ｳﾞｨﾄﾌｪﾙﾄ･ﾃｨﾙ･ｽﾆﾄﾞｽﾄﾗｯﾌﾟ｣(~1577年)
1572年6月24日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｱﾝﾀﾙ･ｳﾞｪﾗﾝﾂ｣(~15730615没)
1572年6月24日 05:00|ﾍﾟﾙｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾄｩﾊﾟｸ･ｱﾏﾙ,ﾋﾞﾙｶﾊﾞﾝﾊﾞ峡谷のｺﾔｵ･ﾁｬｶで副王軍と対決敗れる/ﾄｩﾊﾟｸは逃
  亡中をｵﾝｺｲ付近で捕らえられる
1572年7月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲﾝｸﾞﾗﾝﾄﾞ連邦大蔵卿兼主席ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ｢ﾊﾞｰｸﾞﾚｰのｾｼﾙ男爵ｳｨﾘｱﾑ･ｾｼﾙ｣(~1598
  0804)
1572年7月3日-09:00|日本|富山県射水市|元亀3年5月23日|加賀一向一揆､越中に侵攻/上杉謙信配下吉江忠景の
  前線基地･日宮城(火宮城とも)は一揆勢から激しい攻撃を受け､城兵の鉄砲の弾薬が不足するなど危機的状況
  に陥った
1572年7月4日-09:00|日本|愛知県津島市|元亀3年5月24日|尾張国津島社､大宮殿造営につき､仮殿への遷宮が行
  われる
1572年7月5日-08:00|中国|  ||明･隆慶6年5月26日|<死去>明第13代皇帝｢穆宗隆慶帝(朱載ｺｳ)｣
1572年7月7日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮﾅｽ･ｼﾞｪﾛﾆﾏｽ･ﾎﾄﾞｹｳﾞｨﾁｭｽ大
  元帥｣(1回目~15740221)
1572年7月7日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<死去>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王･ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ2世ｱｳｸﾞｽﾄ
  ｣/51歳(誕生15200801)ﾔｷﾞｪｳｫ朝が終る
1572年7月7日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ対立総督｢ﾅｯｿｰ伯･ｵﾗﾝｼﾞｭ公ｳｨﾚﾑ｣(~15761108)
1572年7月14日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ暫定総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ｽｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣(~15741
  129)
1572年7月19日-08:00|中国|  ||明･隆慶6年6月10日|<即位>明第14代皇帝｢神宗万暦帝(朱翊鈞)｣隆慶帝の子(~万
  暦48年7月20日(1620年8月18日)死去)
1572年7月21日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元亀3年6月12日|尼子残党の山中幸盛､因幡国甑山城に侵攻し武田高
  信に勝利
1572年7月23日-09:00|日本|山口県山口市|元亀3年6月14日|毛利輝元,祖父元就の小祥にあたり,吉田郡山城の近
  隣に洞春寺を建立
1572年7月24日-09:00|日本|富山県射水市|元亀3年6月15日|<五福山の戦い>上杉方諸将の鰺坂長実･河田長親･山
  本寺定長は談合して日宮城の救援に向かい西進､神通川を越え五服山にて一揆勢の大軍と衝突.上杉軍は奮戦
  するも衆寡敵せず後退､新庄城へ退却する途中の神通川渡し場において一揆勢の猛追を受け､大敗を喫した/孤
  立した日宮城は､その日の内に降伏開城し､守将の神保覚広や小島職鎮は能登の石動山天平寺へ逃れた
1572年7月24日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年6月15日|越中･一向宗門徒､富山城を攻略
1572年7月29日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ﾊﾟﾅﾏへの第一回攻撃.ﾉﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞｨｵｽを奇襲.一時町を占拠
1572年7月30日-09:00|日本|茨城県|元亀3年6月21日|那須資胤の娘を佐竹義重の嫡子義宣の妻とする事を條件に
  両家の講和が成立
1572年8月1日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾙｲ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣(~1573年死去)
1572年8月9日-09:00|日本|  ||元亀3年7月|狩野直信､瀟湘八景図屏風を描く
1572年8月9日-09:00|日本|佐賀県|元亀3年7月|肥前の大村純忠は深堀純賢と図った西郷純堯からの攻撃を受け
  た/このとき､深堀純賢は長崎氏を攻撃
1572年8月9日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀3年7月|明智光秀が近江坂本城を築く
1572年8月9日-09:00|日本|滋賀県守山市|元亀3年7月|<第2次湖南一向一揆>金森一向宗門徒と織田軍佐久間信盛
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  と柴田勝家らが戦い門徒勢の金森御坊･三宅城落城
1572年8月9日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|元亀3年7月|佐竹義重､白河に侵攻し陸奥寺山城に在陣､葦名
  盛氏/結城義親/田村清顕と戦う
1572年8月9日-09:00|日本|宮城県登米市|元亀3年7月|大崎･葛西合戦の夏の陣､大崎義隆率いる大崎の最上連合
  軍3万の大軍が佐沼まで攻め上り､大崎旧家臣でありながら､葛西傘下になった薄衣一族が再び大崎義隆に服属
  させ旧領奪還を実現させた
1572年8月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰのﾘｰﾀﾞｰのﾅｳﾞｧﾙ王ｱﾝﾘ(のちのｱﾝﾘ4世)とﾌﾗﾝｽ国王ｼｬﾙﾙ9世の妹ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄが､
  ｶﾄﾘｯｸの｢ﾉｰﾄﾙ=ﾀﾞﾑ大聖堂｣(ﾊﾟﾘ4区)で結婚/ｱﾝﾘはﾅｳﾞｧﾙ国王ｴﾝﾘｹ3世となる
1572年8月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾐｹﾞﾙ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾚｶﾞｽﾋﾟ｣
1572年8月20日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｷﾞﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾗﾍﾞｻﾚｽ｣(~15750825)
1572年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾄﾏｽ･ﾊﾟｰｼｰ｣処刑される
1572年8月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾉｰｻﾝﾊﾞﾗﾝﾄﾞ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾊﾟｰｼｰ｣先代の弟(~15850621死去)
1572年8月24日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐの虐殺>未明､ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘ(故ﾌﾗﾝｿﾜ･ﾄﾞ･ｷﾞｰｽﾞの子)の部下､ﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄ
  派の指導者ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾄﾞ･ｺﾘﾆｰ提督の屋敷を襲撃し､提督を殺害する/ﾌﾗﾝｽ国王ｼｬﾙﾙ9世の指示を受けたｶﾄﾘｯｸ教徒
  がﾊﾟﾘの｢ﾙｰｳﾞﾙ宮｣(1区)に宿泊していたﾕｸﾞﾉｰ貴族数十人を処刑/王族のﾅｳﾞｧﾙ王ｱﾝﾘと｢ｺﾝﾃﾞ公｣ｱﾝﾘは殺害を免
  れ軟禁される/｢第4次ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣の始まり(～1573年)
1572年8月24日-09:00|日本|徳島県吉野川市|元亀3年7月16日|<上桜城合戦>篠原長房､三好長治に攻められて討
  死
1572年8月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｻﾝ･ﾊﾞﾙﾃﾙﾐの虐殺>ﾅｳﾞｧﾙ王ｱﾝﾘとﾏﾙｸﾞﾘｯﾄの婚礼祝福のためﾊﾟﾘに集まったﾌﾟﾛﾃ
  ｽﾀﾝﾄ約3,000人が殺害される(ﾊﾟﾘ市内での虐殺は3日間続いた)/ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾊﾟﾘの東北東約45㎞のﾓｰに飛び
  火
1572年8月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ中部のｵﾙﾚｱﾝ､ﾌﾞｰﾙｼﾞｭに飛び火
1572年8月27日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月19日|織田信長･織田信忠､近江国小谷城攻め/佐久間信盛･
  柴田勝家･木下秀吉･丹羽長秀･蜂屋頼隆に城下を蹂躙させる
1572年8月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ西部のｱﾝｼﾞｪ､ﾌﾗﾝｽ中西部のｿｰﾐｭｰﾙに飛び火
1572年8月29日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月21日|<小谷城の戦い>信長は虎御前山に陣取り､佐久間信
  盛らに小谷の城下町を放火させ､木下藤吉郎は山本山城下で交戦､勝利
1572年8月30日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月22日|木下秀吉､近江国山本山城の阿閉貞征攻撃/城より足
  軽100騎余が出撃､木下秀吉がこれを撃破し敵首50余を討取
1572年8月30日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|元亀3年7月22日|佐竹義重は陸奥国の寺山に於て白河義親や
  葦名盛氏らを破る
1572年8月31日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ中部のｵﾙﾚｱﾝに飛び火
1572年8月31日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月23日|織田信長､近江国･越前国境の与語･木本地蔵坊中な
  ど｢堂塔伽藍名所旧跡一宇｣を残らず焼き払う
1572年9月1日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月24日|木下秀吉･丹羽長秀､織田信長の命令を受けて共に近
  江国草野谷に放火､大吉寺に於いて敵勢｢一揆僧俗｣を殲滅;林与次左衛門･明智光秀･猪飼野甚介･山岡玉林･馬
  場孫次郎･居初又二郎､織田信長の命令を受けて｢囲舟｣を建造し､近江国海津浦･塩津浦･与語入海･江北の敵地
  を焼き払い､竹生島に停泊し｢火屋｣･｢大筒｣･｢鉄炮｣を以て一揆勢を殲滅
1572年9月2日-09:00|日本|京都府京都市|元亀3年7月25日|<死去>伏見宮貞敦親王(85歳)皇族
1572年9月2日-09:00|日本|京都府京都市|元亀3年7月25日|狩野直信は八景の屏風｢瀟湘八景図｣を描き正親町天
  皇に進める
1572年9月4日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ北部のﾄﾛﾜに飛び火
1572年9月6日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年7月29日|朝倉軍が小谷に到着し大獄に設陣/大獄を攻める
1572年9月6日-09:00|日本|富山県|元亀3年7月29日|一揆勢は上杉方の山浦国清(信濃葛尾城主･村上義清の嫡男)
  の陣を攻撃､上杉方は河田長親が救援に駆けつけ数十人を討ち捕らえるも､上杉軍は多くの負傷者を出してい
  る
1572年9月8日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|元亀3年8月|武田信玄､飛騨諏訪城を攻撃し､城主江馬輝盛は逃亡
1572年9月8日-09:00|日本|埼玉県羽生市|元亀3年8月|北条氏政は羽生城を攻める
1572年9月8日-09:00|日本|兵庫県美方郡新温泉町|元亀3年8月|因幡鳥取城主武田高信が但馬阿勢井城を攻める
  も､嫡子武田又太郎､一族および部将格の兵を多く失う
1572年9月8日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|元亀3年8月|佐竹義重､葦名盛氏/結城義親/田村清顕と和睦
1572年9月8日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|元亀3年8月1日|山中鹿之助が但馬亡命中の山名豊国を助け､鳥取城主
  に返り咲かせる
1572年9月15日-09:00|日本|福井県|元亀3年8月8日|朝倉勢の中から前波吉継父子が信長に降った
1572年9月16日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年8月9日|織田信長が北近江小谷城の南西､虎御前山に築城､城
  番として羽柴藤吉郎を置く
1572年9月16日-09:00|日本|福井県越前市|元亀3年8月9日|朝倉勢の中から越前府中城主富田長秀(長繁)･戸田與
  次･毛屋猪介が信長に降った
1572年9月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ西部のﾙｰｱﾝに飛び火
1572年9月24日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ｲﾝｶ帝国最後の皇帝ﾄｩﾊﾟｸ･ｱﾏﾙ1世がｸｽｺで斬首刑/ｲﾝｶ帝国の最終的崩壊
1572年9月25日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<即位>ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ｸﾛｱﾁｱ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ1世｣共同統治(⇒15761012､兼ｵｰｽﾄﾘｱ大
  公ﾙﾄﾞﾙﾌ~16081119)
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1572年9月25日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|元亀3年8月18日|<摂津中嶋城合戦>石山本願寺の下間頼資や下
  間頼廉らが､三好義継とともに､20000の兵で織田方の細川信良の守る摂津中島城を攻めて､城下に放火.織田方
  は多くの死傷者を出すが撃退
1572年9月25日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年8月18日|上杉謙信が､一向一揆平定のため越中へ進軍して新
  庄城へ入り､ついで富山城を攻めるが勝敗つかず
1572年9月26日-09:00|日本|奈良県天理市|元亀3年8月19日|柳本城において森本左京が自害､伊源二郎らが捕ら
  えられる
1572年9月26日-09:00|日本|広島県福山市|元亀3年8月19日|木梨元恒･古志豊綱,小早川隆景らの助言で和議を結
  ぶ
1572年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝｼﾞｪﾛ･ﾍﾞｯﾘｰﾆ｣
1572年10月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ南西部のﾎﾞﾙﾄﾞｰ･ﾄｩｰﾙｰｽﾞに飛び火
1572年10月3日-09:00|日本|愛媛県松山市|元亀3年8月26日|<死去>伊予国湯築城主｢河野通直｣病歿(73歳)⇒子の
  ｢河野通直｣が継ぐ(~天正13(1585)年失領)
1572年10月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾕｸﾞﾉｰの殺戮が､ﾌﾗﾝｽ南部のｶﾞﾔｯｸ､ｱﾙﾋﾞ､ﾗﾊﾞｽﾀﾝに飛び火
1572年10月5日-09:00|日本|愛知県知多郡南知多町|元亀3年8月28日|尾張国小佐の神明社の社殿が再興される
1572年10月5日-09:00|日本|京都府木津川市|元亀3年8月28日|大和｢信貴山城｣城主松永久秀､久通父子､山城木津
  を攻める利あらず
1572年10月7日-09:00|日本|  ||元亀3年9月|浅井長政･朝倉義景が､武田信玄と同盟を結ぶ
1572年10月7日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年9月初旬|<尻垂坂の戦い>越中国尻垂坂において､上杉謙信軍
  が加賀一向一揆･越中一向一揆連合を破った/上杉軍は､富山城へ敗走する一揆勢を追い立て､その勢いのまま
  富山城を包囲
1572年10月22日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年9月16日|織田信長が北近江虎御前山を木下秀吉に守らせ､八
  相山･宮部に砦を築き横山城と連絡を取る
1572年10月24日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ﾏﾝ島主･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ｴﾄﾞﾜｰﾄﾞ･ｽﾀﾝﾚｲ｣
1572年10月24日 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島主･ﾀﾞｰﾋﾞｰ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｽﾀﾝﾚｲ｣(~15930925死去)
1572年10月24日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年9月18日|<滝山城合戦>上杉謙信は一揆方の滝山城(別称･富
  崎城)にも攻撃を開始/上杉軍は廻輪を破り実城だけにしたため､籠城していた水越氏は河田長親の役所へ投降
  /謙信はこれを助命した上で城内を焼き払う
1572年10月25日-09:00|日本|滋賀県彦根市|元亀3年9月19日|高宮右京亮は丹羽長秀･河尻秀隆に佐和山で誘殺さ
  れる/一揆扇動の咎による
1572年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>初代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣
1572年10月28日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>2代ﾏｰ伯｢ｼﾞｮﾝ･ｱｰｽｷﾝ｣(~16341214死去)
1572年10月29日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年9月23日|上杉謙信､水越氏･一揆勢の立て篭もっていた滝山
  城を破却
1572年11月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｸﾊﾞﾙ､ｱﾑﾀﾞｰﾊﾞｰﾄﾞに入城しｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ地方征服
1572年11月2日-09:00|日本|鹿児島県垂水市|元亀3年9月27日|<小浜城の戦い>島津歳久を大将に､禰寝氏領の小
  浜古塁を攻め落とす
1572年11月4日-09:00|日本|愛知県|元亀3年9月29日|武田信玄の別働隊山県昌景が五千の兵を率いて先発,三河
  へ侵攻
1572年11月6日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｸﾚｴｽ･ｵｰｹｿﾝ･ﾄｯﾄ｣(~1574年)
1572年11月6日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年10月|宮部城の宮部継潤､織田信長に投降
1572年11月6日-09:00|日本|  ||元亀3年10月初旬|毛利輝元､浦上宗景､宇喜多直家と和睦
1572年11月6日-09:00|日本|富山県富山市|元亀3年10月1日|加賀･越中の一向宗徒が蜂起して越中を攪乱､上杉謙
  信が富山城の一向一揆と交戦し敗走させる
1572年11月9日-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<死去>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢ｱﾙﾑﾀｰ｣
1572年11月11日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||ﾃﾞﾝﾏｰｸの天文学者ﾃｨｺ･ﾌﾞﾗｰｴが､ｶｼｵﾍﾟｱ座の中に新星を発見(超新星の大爆
  発と考えられている)
1572年11月14日-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ｽﾞﾙﾂ伯･ｸﾚｯﾄｶﾞｳ方伯摂政｢ｹﾞｵﾙｸ･ｸﾞﾗｰﾌ･ﾌｫﾝ･ﾍﾙﾌｪﾝｼｭﾀｲﾝ(~157311
  17)/ﾊｲﾝﾘﾋ･ｸﾞﾗﾌ･ｽﾞ･ﾌｭﾙｽﾃﾝﾍﾞﾙｸ｣(~1580年)
1572年11月15日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|元亀3年10月10日|<第二次三遠侵攻>武田信玄本隊､2万の大軍
  を率いて伊那谷から遠江との国境にある青崩峠に侵攻/北遠江の有力国人だった天野景貫は信玄に寝返り､居
  城･犬居城を明け渡して侵攻の先導役を務める
1572年11月15日-09:00|日本|静岡県牧之原市|元亀3年10月10日|龍門山石雲院(榛原町坂口)､武田軍の兵火によ
  り焼失
1572年11月18日-09:00|日本|静岡県|元亀3年10月13日|武田信玄自らも2万2000の軍勢を率いて徳川方の只来城･
  天方城･一宮城･飯田城･各和城･向笠城(磐田市)などをわずか1日で全て落とした
1572年11月19日-09:00|日本|静岡県磐田市|元亀3年10月14日|<一言坂の戦い>遠江国二俣城をめぐり､武田信玄
  と徳川家康の間で行われた戦い/太田川の支流･三箇野川や一言坂で戦いが始まり､家康は撤退を決め本多忠勝
  と大久保忠佐が徳川本隊と内藤隊を逃すために殿を務め､一言坂の下という不利な地形に陣取った/急戦で陣
  形もままならぬ本多隊を､武田軍先鋒の馬場信春隊は容赦なく突撃し､3段構えの陣形のうちの第2段まで打ち
  破る/信玄の近習である小杉左近は､本多隊の退路を阻むために､本多隊の後方(一言坂のさらに下)に先回りし
  ､鉄砲を撃ちかけた/忠勝は､大滝流れの陣をとり､坂の下で待ち受ける小杉隊に敵中突破し逃走を図るが､左近
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  はこれを迎え撃たず､道を空けるように指示して本多隊を見逃す/本多忠勝の働きによって家康率いる本隊は
  無事に天竜川を渡り切ることに成功し､撤退戦を無事に完了
1572年11月20日-09:00|日本|静岡県磐田市|元亀3年10月15日|武田信玄は匂坂城を攻略/掛川城や高天神城は孤
  立し､家康方は浜松城にある城兵だけで武田軍と戦うことを余儀なくされた
1572年11月23日-09:00|日本|富山県|元亀3年10月18日|一揆方の椎名康胤が降伏を申し出るが､謙信はこれを許
  さず､越後に帰国
1572年11月25日-09:00|日本|京都府京都市|元亀3年10月20日|<死去>吉田宗桂(61歳)京の医者で2度明に渡り皇
  帝世宗に薬を献上
1572年11月27日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀3年10月22日|東三河へ侵攻した山県昌景が柿本城(城主鈴木重
  好)へ進軍.鈴木重好は城を空けて撤退
1572年11月27日-09:00|日本|静岡県磐田市|元亀3年10月22日|<一言坂の戦い(遠江国)>浜松城から本多忠勝･内
  藤信成が武田軍の偵察に出陣し､天竜川を渡河.偵察隊が接近して来た武田軍と遭遇､徳川勢は兵が少ないため
  急ぎ退却を開始.内藤信成と本多忠勝が殿軍となるが､武田の騎馬隊馬場信春に一言坂で追いつかれ攻撃を受
  ける.本多忠勝の活躍により部隊は浜松城へ帰還.武田軍はそのまま進軍を行い､二俣城(城主中根正照･青木又
  四郎)を包囲
1572年11月27日-09:00|日本|静岡県浜松市北区|元亀3年10月22日|<仏坂合戦>武田家部将の山県昌景､井伊谷三
  人衆に勝利/井平城主の井伊直成と鈴木重俊は討死/井伊谷城は井伊直虎が放棄し逃走したため武田軍が接収
1572年12月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾄﾞﾚｲｸの一行に伝染病流行.28人が死亡
1572年12月2日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ﾌﾗﾝｼﾞｮ･ﾌﾗﾝｺﾊﾟﾝ･ｽﾙﾆｽｷ｣
1572年12月7日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年11月3日|羽柴秀吉､近江国虎御前山城に攻撃を仕掛けてきた
  浅井七郎を先鋒とする浅井･朝倉連合軍を撃退
1572年12月16日-09:00|日本|岐阜県下呂市|元亀3年11月12日|<死去>飛騨桜洞領主｢姉小路良頼｣53歳⇒子の｢姉
  小路頼綱｣が継ぐ(⇒天正7(1579)年､飛騨松倉に移転~天正13(1585)年8月､羽柴秀吉に降伏滅亡)
1572年12月17日-09:00|日本|兵庫県淡路市|元亀3年11月13日|三好三人衆に味方していた淡路の安宅信康が足利
  義昭に降り,信長からも許された
1572年12月18日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元亀3年11月14日|<第2次岩村城合戦>武田方の秋山信友が美濃岩村
  城を攻め､遠山景任夫人との再婚を条件に城を奪取/岩村城は武田方になり､下条信氏が入城
1572年12月23日-09:00|日本|奈良県北葛城郡上牧町|元亀3年11月19日|(~20日)松永久秀が片岡近辺に出て二日
  にわたって放火
1572年12月24日-09:00|日本|  ||元亀3年11月20日|織田信長､上杉謙信と同盟を締結(越濃同盟)/信長､信玄と国
  交を断つ
1572年12月24日-09:00|日本|愛知県豊川市|元亀3年11月20日|菅沼定仙､三河国三所権現社の社殿を建立
1572年12月26日-09:00|日本|奈良県奈良市|元亀3年11月22日|松永軍､大和国多聞山城より出撃し今市を放火す/
  筒井順慶軍(筒井衆)が撃退したが､少々の損害を受けた
1572年12月30日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元亀3年11月26日|岩村の大圓寺は武田軍の兵火により焼かれ､希菴
  は共の者と寺から逃亡/武田軍は刺客3人を送り希菴一行に追付き飯羽間川にかかる橋の上で全員を殺害
1573年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾊﾟﾀﾆ王国国王｢ｽﾙﾀﾝ･ﾊﾞｰﾄﾞｩﾙ･ｼｬｰ｣(~1584年)
1573年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<廃位>ﾑﾌｧﾘﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑｻﾞﾌｧｰﾙ･ｼｬｰ3世｣ﾑｶﾞｰﾙ帝国に支配される
1573年-05:00|ﾓﾙﾃﾞｨｳﾞ|  |||<即位>ﾋﾙﾘｰ朝国王｢Dom Manoel Dhirikusa Loka｣(~1583年)
1573年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ﾊﾗｰﾙ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢Amir Mansur Ma?amed｣(~1577年)
1573年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾀﾞﾆｴﾚ･ｳﾞｪﾆｴ｣(~1574年)
1573年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾌｾｲﾝ･ﾊﾟｼｬ･ﾎﾞﾘｬﾆｯﾁ｣(~1574年)
1573年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾙｶ･ﾐｼｴﾙ｣(~1574年)
1573年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<再任>ﾘﾊﾞｺﾞﾙｻﾞ伯｢Martin｣(~1581年)
1573年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶｲﾄﾞ･ﾗﾏﾀﾞﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1577年5月)
1573年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｱﾝﾘ1世｣ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公(~15950408死去)
1573年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Luis de Requesens y Zuniga｣(~15760305死去)
1573年-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｱﾙｼﾞｪﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾌｽ朝ｱﾐｰﾙ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ7世｣(~1574年)
1573年-01:00|ｲﾀﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝がｳﾞｪﾈﾁｱと和平協定を締結
1573年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾙｲ･ﾃﾞ･ｽｰｻﾞ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣
1573年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Alvarez de Fonseca｣(1期目~15
  77年)
1573年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ﾌﾗﾝｻ｣(4回目~1574年7月)
1573年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Joachim Thim｣(~1578年)
1573年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾏﾙﾃｨﾑ･ｱﾌｫﾝｿ｣
1573年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌｧｲｱﾙ島･ﾋﾟｺ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Francisco de Mascarenhas｣(~1582年
  )
1573年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官｢ﾛﾍﾟ･ﾃﾞｨｴｽ･ﾄﾞ･ｵｰ･ｲ･ｱﾙﾒﾝﾀﾞﾘｽ･ｶｽﾄﾚﾎﾝ
  ｣(~1577年)
1573年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｴﾚｰﾗ｣(~1577年)
1573年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ﾙｲｽ･ｶﾞﾝﾎﾞｱ｣(~1577年)
1573年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ｺﾏﾔｸﾞｱがﾎﾝｼﾞｭﾗｽの首都となる
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1573年 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ﾆｶﾗｸﾞｱ|  |||ﾆｶﾗｸﾞｱ,ｺｽﾀﾘｶ,ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督領に編入
1573年1月4日-09:00|日本|茨城県猿島郡五霞町|元亀3年12月|北条軍が上杉方の下野栗橋城を攻撃､占領
1573年1月4日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀3年12月|近江坂本城が完成
1573年1月6日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾜﾙｼｬﾜ､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王選挙方法決める議会(召集議会)開催/国王自由選挙の原則
  確立(186年間続いたﾔｷﾞｪｳｫ王朝断絶のため)
1573年1月6日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀3年12月3日|小谷城の応援の朝倉義景､信長を追撃しようとせず､
  近江国より撤退､越前に帰国
1573年1月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｰｶﾞｲﾙ伯ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~9.12死去)
1573年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ｱﾝﾄﾝ1世｣
1573年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸ伯｢ﾖﾊﾝ7世｣(~16031112死去)
1573年1月22日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｵﾙﾃﾞﾝﾌﾞﾙｸﾞ=ﾃﾞﾙﾒﾝﾎﾙｽﾄ伯｢ｱﾝﾄﾝ2世｣(~1619年)
1573年1月22日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|元亀3年12月19日|武田勝頼が遠江二俣城を水の手を断って落
  とす/城将･中根正照らは浜松城へ退去
1573年1月22日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･洪福1年12月19日|<死去>後黎朝(大越)後期第3代皇帝｢英宗黎維邦｣
1573年1月23日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|元亀3年12月20日|香西元成らの三好三人衆･松永勢と門徒衆が
  ､織田方の細川信良が守る摂津中島城に攻め寄せるが撃退
1573年1月25日 07:00|日本|静岡県浜松市北区|元亀3年12月22日|<三方ヶ原の戦い>家康は三方ヶ原から祝田の
  坂を下る武田軍を背後から襲うため浜松城から追撃/夕刻には､三方ヶ原台地に到着するが､武田軍は魚鱗の陣
  を布いて待ち構えており､徳川軍は鶴翼の陣をとって戦闘が始まりわずか2時間の戦闘で甚大な被害を受けて
  敗走/武田軍の死傷者200人に対し､徳川軍は死傷者2,000人のほか､鳥居四郎左衛門､成瀬藤蔵､本多忠真といっ
  た有力な家臣を始め､中根正照､青木貞治や､家康の身代わりとなった夏目吉信､鈴木久三郎といった家臣､また
  織田軍の平手汎秀といった武将を失った
1573年1月25日 10:00|日本|静岡県浜松市中区|元亀3年12月22日|<犀ヶ崖の戦い>夜､一矢報いようと考えた家康
  は大久保忠世､天野康景らに命令し､浜松城の北方約1ｷﾛにある犀ヶ崖付近に野営中の武田軍を夜襲させ､混乱
  した武田軍の一部の兵が犀ヶ崖の絶壁から転落したり､崖に誘き寄せるために徳川軍が崖に布を張って橋に見
  せかけ､これを誤認した武田勢が殺到して崖下に転落したなどの策を講じ､その結果､多数の死傷者を出した
1573年1月26日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ﾋﾞｼﾞｬﾛﾎﾞｽ｣(~
  15780204)
1573年1月28日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ､ﾜﾙｼｬﾜ連盟協約/宗教上の寛容
1573年1月29日-09:00|日本|栃木県|元亀3年12月26日|下野･北条氏政､下野侵入するが､宇都宮氏これを撃退
1573年1月29日-09:00|日本|栃木県栃木市|元亀3年12月26日|佐竹義重､那須資胤､小山高朝､結城晴朝､田村清顯
  等が小田原方の下野国皆川城主皆川山城守廣照を攻める(~翌年2月13日)
1573年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>7代ｴﾛﾙ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ﾍｲ｣
1573年1月30日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>8代ｴﾛﾙ伯｢ｱﾝﾄﾞﾙｰ･ﾍｲ｣(~15851008死去)
1573年1月31日-09:00|日本|岐阜県恵那市|元亀3年12月28日|<上村合戦>武田家部将の秋山信友､遠山残党に勝利
  /美濃国恵那郡明知城主｢遠山景行｣討死
1573年2月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾄﾞﾚｲｸら18名,ｼﾏﾛﾝの協力を得て｢王道｣の要衝ｸﾙｾｽに達し財宝の奪取を試みるが失
  敗/そのあとﾉﾝﾌﾞﾚ･ﾃﾞ･ﾃﾞｨｵｽ近くで二度目の襲撃に成功
1573年2月1日-09:00|日本|栃木県河内郡上三川町|元亀3年12月29日|<多功原合戦>小田原城主北條氏政が下総国
  葛飾郡関宿城主簗田中務大輔晴助を攻め､更に下野国の多功原に於て佐竹義重､宇都宮廣綱らと戰ったが敗北
  し､佐竹義重は皆川領の深沢､南摩の十一ヶ城を攻略し皆川城を裸城にして残した
1573年2月2日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･嘉泰1年|<即位>後黎朝(大越)後期第4代皇帝｢世宗黎維潭｣(~15991012
  死去)嘉泰と改元(-1577)
1573年2月2日-08:00|中国|  ||明･万暦1年1月1日|明･万暦と改元
1573年2月3日-09:00|日本|静岡県島田市|元亀4年|武田勝頼が馬場信春に命じ､遠江諏訪原城を築城させる
1573年2月3日-09:00|日本|栃木県那須烏山市|元亀4年1月|<烏山城合戦>佐竹義重配下の松野篤通･武茂守綱らが
  烏山城を攻撃
1573年2月3日-09:00|日本|富山県|元亀4年1月|一向一揆は和平を提案したため､越中在陣の謙信は和議を結んだ
  /和議をきっかけに､椎名康胤は長尾顕景(後の上杉景勝)･栗林政頼らを介して謙信に再び許しを請い､これを
  認められている
1573年2月3日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年1月1日|佐竹方の千田刑部少輔､車丹波守､佐竹彈正らが筑波
  郡に侵入し勢を三手に分ける/小田の一族北條城主･北條治高が佐竹方に加わり内通､佐竹勢は小田城を攻め､
  小田方の部將江戸山城守ら城を出て千田刑部少輔を迎へ撃って戰い千田摂津介を討取り之れを破って大島へ
  撃退し更に追撃し小田方の河合源五郎が佐竹方の部將千田刑部少輔を討取り座王山に撃退/小田氏治入道天菴
  ､同守治父子は小田城より脱出して新治郡一ﾉ矢の八坂神社の前に逃れた/佐竹方の車丹波守忠治は小田城を攻
  略し､千田備前守､佐竹彈正､北條治高等と小田城を乗取って入城し､車丹波守の部將､那珂郡瓜連館主坂口出羽
  守は小田の清凉院極楽寺を襲って火を放ちて焼打ちにし院主を焼き殺し寺を焼く
1573年2月3日-09:00|日本|新潟県糸魚川市|元亀4年1月1日|<死去>元北信濃の大名｢村上義清｣(73)旧領信濃に戻
  ることなく越後根知城で病歿
1573年2月8日-09:00|日本|鹿児島県曽於市|元亀4年1月6日|肝付兼亮､島津方の北郷時久を大隅末吉城に攻撃し
  敗れる
1573年2月10日-09:00|日本|奈良県|元亀4年1月8日|松永久秀､織田信長に｢不動国行｣を献上し恭順
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1573年2月12日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年1月10日|小田方の長峰左近將監は小田城の南口門を攻めた
  が討死し､小田勢は小田城の総攻撃を開始したが間も無く中條出羽守の軍令に依て包囲を解きて太田口に移動
1573年2月12日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年1月10日|<死去>京都の神道家吉田兼右(58)
1573年2月13日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年1月11日|佐竹勢は秘かに小田城より退城し山口や平沢を通
  って撤退し久慈郡の太田に引き揚げる
1573年2月14日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年1月12日|小田勢は小田城を取り戻して木田余城の小田氏治
  入道天菴､同彦太郎守治父子は小田城に帰陣
1573年3月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣
1573年3月2日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ｻﾞｸｾﾝ=ｳﾞｧｲﾏﾙ公｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ｣ﾖﾊﾝ･ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの息子(~16020707死去)
1573年3月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｵﾏｰﾙ公｢Claude2世｣
1573年3月3日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ｵﾏｰﾙ公｢Charles｣(~1631年死去)
1573年3月3日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年1月29日|将軍足利義昭が､浅井長政･朝倉義景･武田信玄･本願
  寺らに､信長討伐の激を発し挙兵
1573年3月4日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡肝付町|元亀4年2月|肝付省均､島津氏に対して謀反し独立
1573年3月4日-09:00|日本|埼玉県羽生市|元亀4年2月|岩槻城代･北條氏繁､武蔵国羽生城攻めを開始
1573年3月4日-09:00|日本|鳥取県岩美郡岩美町|元亀4年2月|山中幸盛､勝久を奉じ因幡に進み桐山城を陥落させ
  てこれを拠点とする
1573年3月7日-02:00|ﾄﾙｺ/ｲﾀﾘｱ/ｷﾌﾟﾛｽ|  |||ｺﾝｽﾀﾝﾁﾉｰﾌﾟﾙの和約が結ばれ､ｳﾞｪﾈﾂｨｱがｷﾌﾟﾛｽをﾄﾙｺに割譲
1573年3月9日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年2月6日|山城愛宕郡の岩倉山本対馬守･渡辺宮内少輔･磯谷久次
  ､明智光秀に敵対蜂起
1573年3月10日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年2月7日|太田城主佐竹義重は下妻城主多賀谷修理大夫政経
  に命じ､政経は筑波郡上大島城主平塚周防守を夜襲して討取り攻略
1573年3月16日-09:00|日本|静岡県御殿場市|元亀4年2月13日|佐竹義重､下野深沢城(皆川広照)を攻略
1573年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>第5代ｹﾝﾄ伯｢ﾚｷﾞﾅﾙﾄﾞ･ｸﾞﾚｲ｣
1573年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第6代ｹﾝﾄ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ｸﾞﾚｲ｣(~16150131)
1573年3月19日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀4年2月16日|<野田城合戦>武田信玄が徳川方菅沼定盈･松平忠正
  の拠る三河野田城を落とす/菅沼定盈は捕虜として武田軍に連行された
1573年3月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀4年2月20日|<第3次湖南一向一揆>近江園城寺の光浄院暹慶(山岡
  景友)･磯貝新右衛門らが将軍義昭に応じ､一向宗徒を糾合し石山･堅田で籠城蜂起
1573年3月27日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀4年2月24日|<第6次近江侵攻>織田信長は柴田勝家･明智光秀･丹
  羽長秀･蜂屋頼隆ら四将を派遣､勢田から琵琶湖を渡り､石山砦に攻撃をかけた
1573年3月29日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀4年2月26日|<近江石山城合戦>織田信長軍の柴田勝家･明智光秀･
  丹羽長秀･蜂屋頼隆､足利義昭与党の籠もる近江国石山城の光浄院運慶(山岡景友)を降伏させ攻略､破却す
1573年3月30日-09:00|日本|茨城県つくば市|元亀4年2月27日|小田天菴に筑波郡上大島城奪回を命じられた新治
  郡強清水上ﾉ館城主･沼尻家忠は上大島城の多賀谷勢を攻め破って攻略し､多賀谷勢は下館方面に逃れ､沼尻が
  上大島郡を取り戻した
1573年3月30日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|元亀4年2月27日|<摂津中嶋城合戦>三好義継･松永久秀､攝津中
  島で細川昭元を破り､昭元堺に敗走
1573年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾌﾞﾗﾝｸｰﾃｨ｣｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1573年4月1日 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾍﾟﾙｰ副王のﾄﾚﾄﾞがﾐﾀ労働令を発し､ﾎﾟﾄｼで強制労働が導入
1573年4月1日-09:00|日本|滋賀県大津市|元亀4年2月29日|<今堅田城合戦>織田信長の命令を受けた柴田勝家･明
  智光秀･丹羽長秀･蜂屋頼隆､辰刻に近江国今堅田城への攻撃を開始.明智光秀､近江国今堅田城を攻略
1573年4月2日-09:00|日本|群馬県渋川市|元亀4年3月|白井城が上杉軍に奪われる/真田幸隆､上野で上杉方と戦
  う
1573年4月2日-09:00|日本|静岡県周智郡森町|元亀4年3月|徳川家康､平岩親吉に天万城を攻めさせる/守将久野
  弾正宗政(武田方)敗れ､再び甲州へ逃げ去る/向笠･一ﾉ宮その外の小城は戦わずして降参
1573年4月2日-09:00|日本|富山県富山市|元亀4年3月|越中･一向一揆勢､椎名康胤が再び背き富山城を占領
1573年4月3日-09:00|日本|佐賀県唐津市|元亀4年3月2日|草野城は､龍造寺隆信率いる5400騎に取り囲まれ/龍造
  寺は敗走
1573年4月5日-09:00|日本|宮城県栗原市|元亀4年3月4日|葛西晴信､大崎義隆を破って陸奥岩ヶ崎城を落とし､栗
  原郡を制
1573年4月6日-09:00|日本|富山県富山市|元亀4年3月5日|上杉謙信は再び越中に入り富山城を攻略
1573年4月7日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年3月6日|将軍義昭が三好三人衆･松永久秀らと通じ､信長の人質
  を返して講和申請を拒否､宣戦布告
1573年4月10日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀4年3月9日|武田信玄､三河鳳来寺から信濃に退却
1573年4月12日-09:00|日本|大阪府高槻市|元亀4年3月11日|荒木村重に父を殺害された高槻城主和田惟長､しば
  らく村重に従属するが叛旗を企図し､後見人で親村重派の叔父和田主膳佑惟増を殺害/親村重派和田家家老高
  山右近は村重に通報相談,村重は高槻へ出兵/右近と惟長は城中で斬り合い､双方が手傷/高槻城は高山右近の
  兵と荒木一党によって占拠,惟長は重傷を負いつつも城を脱して三淵藤英の伏見城に逃げ込む
1573年4月13日-09:00|日本|群馬県桐生市|元亀4年3月12日|上野国金山城･由良国繁､桐生氏の内紛に乗じ､桐生
  城を攻略
1573年4月14日-09:00|日本|京都府京都市南区|元亀4年3月13日|摂津池田城主･池田知正が京都八条に出陣､東寺
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  衆徒と争う
1573年4月17日-09:00|日本|静岡県掛川市|元亀4年3月16日|徳川家康配下の石川日向守･久野宗能､可久輪城(各
  和城)を攻め城主･原頼延出奔/六笠城主･六笠伯耆守,一宮城主･武藤氏定逃走
1573年4月19日-09:00|日本|愛媛県西条市|元亀4年3月18日|伊予､地蔵ヶ岳城主大野直之､河野通直(伊予守)に背
  き､長曽我部元親と結ぶ/河野通直(伊予守)5千､地蔵ヶ岳城を包囲｡大野直之は鴾ﾉ森城に逃げ込む/通直は鴾ﾉ
  森城を包囲｡直之の援軍に波川執行･津野藤蔵等率いる長曽我部軍が加わり､河野氏援軍に宍戸隆家･小早川隆
  景･吉川元春等の毛利軍1万が駆けつける｡鴾ﾉ森城は落城､直之は降伏/援軍の波川執行等は赦して土佐に帰還
  させる｡地蔵ヶ岳城には土居通建を入れて宇都宮豊綱(弥三郎)を補佐させる｡直之は赦されて大除城主大野直
  昌(直之の兄)に預けられるが､長曽我部元親のもと出奔
1573年4月19日-09:00|日本|鹿児島県鹿屋市|元亀4年3月18日|祢寝氏領に侵攻した肝付･伊地知連合軍を､援軍に
  向かった島津勢が西俣で撃退
1573年4月20日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｸﾞﾗｼｵｰｻﾞ島ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Fernando Coutinho3世｣(~1593年
  死去)
1573年4月22日-09:00|日本|茨城県石岡市|元亀4年3月下旬|筑波郡小田城主小田入道天菴､同守治父子は自ら三
  千騎を率いて先ず真壁郡真壁城主･真壁久幹入道暗夜軒道夢を討たんと新治郡に入り青柳山を越して小幡村に
  陣を取り居民を掠め盧舎を焚く/真壁久幹入道道夢､義幹､広幹父子は兵を率いて小田勢と戰うが､先鋒坂本信
  濃守が敗北､真壁氏幹と広幹兄弟は小田守治に切り崩され敗北
1573年4月23日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢権轍｣(~10.10)
1573年4月26日-09:00|日本|茨城県石岡市|元亀4年3月25日|小田の所領､中館御所､北條城等が手葉井山合戰の時
  に佐竹勢に攻略された
1573年4月27日-09:00|日本|京都府京都市西京区|元亀4年3月26日|将軍足利義昭が大野原神社社務長澤市介を殺
  す
1573年4月30日-09:00|日本|  ||元亀4年3月29日|細川藤孝と荒木村重､織田信長に臣従
1573年5月 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ､摂政ﾓｰﾄﾝ伯､ｴﾃﾞｨﾝﾊﾞﾗ城に篭るｶｰｺﾙﾃﾞｰらを攻撃､排除/首謀者処刑
1573年5月 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾊﾞｲｰｱ)総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾌﾞﾘﾄとｱﾙﾒｲﾀﾞ｣(~15780412
  )
1573年5月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督代行｢ﾌｱﾝ･ｿﾗｰﾉ･ｲ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾀﾋﾟｱ｣(~1574年5月)
1573年5月1日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元亀4年3月30日|将軍足利義昭･三好三人衆ら､信長方京都所司
  代村井貞勝の屋敷を包囲して焼き払った
1573年5月2日-09:00|日本|埼玉県深谷市|元亀4年4月|岩槻城代･北條氏繁､武蔵国深谷城(上杉憲盛)を攻略
1573年5月5日-09:00|日本|京都府京都市上京区|元亀4年4月4日|<上京焼き討ち>(2日~)織田信長は柴田勝家･佐
  久間信盛･蜂屋頼隆･中川重政･明智光秀･荒木村重･細川藤孝ら7人に7000～8000の軍勢を預け二条城を包囲し､
  上京に放火
1573年5月8日-09:00|日本|京都府京都市中京区|元亀4年4月7日|二条第に正親町天皇の勅命で､将軍足利義昭と
  織田信長が和睦
1573年5月9日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｸ･ｳﾞｧﾚｽﾞｨ｣ﾌﾗﾝｽ王ｼｬﾙﾙ9世
  の弟(~15750512ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王位を放棄しﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世)最初に国王自由選挙で選ばれたﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ君主
1573年5月9日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元亀4年4月8日|織田信長は百濟寺に滞在/佐久間信盛･蒲生賢秀･丹
  羽長秀･柴田勝家ら､六角承禎の最後の牙城鯰江城攻撃
1573年5月11日-09:00|日本|広島県三次市|元亀4年4月10日|三吉隆亮･同広高,毛利輝元と盟約を結ぶ
1573年5月12日-09:00|日本|茨城県|元亀4年4月11日|太田三楽斉､梶原美濃守､北條出雲守､息犬太郎､真壁道夢等
  は石田主水､大島藏人らに小田城を守らせ藤沢を攻める/藤沢城主小田天菴は小田守治､菅谷左ヱ門､由良憲綱､
  戸崎大膳亮､行方貞久､海上武経等は田戸部川で迎へ撃ち北條犬太郎を討ち取って破り小田城へ撃退/常陸国真
  壁郡下妻城主多賀谷政経は下総国豊田郡豊田城主豊田治親を攻めるため出陣､常陸国筑波郡上郷の北方長峰台
  に砦を構えて豊田勢と戰い､豊田治親が加勢､小田天菴は野中瀬入道鈍斉､沼尻又五郎､岩崎勘解由左ヱ門､片岡
  七郎左ヱ門､星宮又右ヱ門､小造惣兵ヱ､天野弥大夫､沼崎播摩守の八人を物頭として加勢に遣わし､小田加勢軍
  は常陸国筑波郡上郷の南方金村台に陣を取る/長峰台の多賀谷政経は嫡子多賀谷重経､染谷三河守､岡野半平実
  房らを金村台に遣わして小田勢と戰い､豊田城の豊田治親は飯見大膳､比企彦三郎らを金村台に遣わし多賀谷
  勢を横合より攻め崩す/多賀谷政経は豊田城を攻めんとし､豊田治親も小貝川に出張して之れを迎へ撃って破
  り長峰台に追撃して吉沼へ追拂い､豊田城に引き揚げ､小田の加勢軍も藤沢に帰陣
1573年5月12日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元亀4年4月11日|織田信長は鯰江城を支援する近江国百済寺に放火
  して全焼させ､その日のうちに帰還して岐阜城に到着
1573年5月13日-09:00|日本|長野県下伊那郡阿智村|元亀4年4月12日|<死去>甲斐･信濃国守護｢武田晴信(信玄)｣
  長篠城に1ヵ月ほど滞在していたが､帰国の途中､長野県の駒場で病死/53歳(誕生:大永1(1521)1103)⇒子の｢武
  田勝頼｣が嗣ぐ(~天正10(1582)年3月11日自害滅亡)
1573年5月14日-09:00|日本|滋賀県守山市|元亀4年4月13日|美濃国の吉村源介･吉村安実､足利義昭に呼応した江
  南表の一揆を撃破
1573年5月16日-09:00|日本|埼玉県深谷市|元亀4年4月15日|北条軍が深谷城を攻撃､城主上杉憲盛を降伏させ､深
  谷上杉氏を鉢形城主北条氏邦の傘下に入れる
1573年5月28日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾊｰﾚﾑ城外の湖での水上戦｡ｱﾙﾊﾞ公､ｳｨﾚﾑ1世に勝利
1573年6月7日-09:00|日本|滋賀県東近江市|元亀4年5月8日|信長が京から東近江へ進軍.鯰江城の六角義治を攻
  撃､百済寺を焼き払う
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1573年6月8日-09:00|日本|静岡県静岡市|元亀4年5月9日|徳川家康の軍勢､大井川を越えて駿河に侵入,岡部に放
  火､さらに駿府郊外にも放火
1573年6月8日-09:00|日本|静岡県焼津市|元亀4年5月9日|高草山林叟院(焼津市坂本)住持哉翁宋咄､兵火により
  焼失
1573年6月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<死去>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｱﾝﾀﾙ･ｳﾞｪﾗﾝﾂ｣
1573年6月15日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督代行｢ｲﾑﾚ･ﾊﾞﾛ･ﾁｮﾎﾞﾙ･ﾁｮﾎﾞﾙｾﾝﾄﾐﾊｰﾘ｣(~9.1)
1573年6月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､ｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽ､ﾗ･ﾛｼｪﾙのﾕｸﾞﾉｰと条約締結｡ﾗ･ﾛｼｪﾙのﾕｸﾞﾉｰに｢信教の自由
  ｣を認める｡ﾗ･ﾛｼｪﾙ､ﾆｰﾑ､ﾓﾝﾄｰﾊﾞﾝでの｢礼拝の自由｣を与える(ｶﾄﾘｰﾇが認めなくてもﾕｸﾞﾉｰは獲得していた｡惨め
  な撤退を隠蔽する目的の条約)
1573年6月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｱﾝｼﾞｭｰ公ｱﾝﾘ､ﾗ･ﾛｼｪﾙより撤退｡ﾗ･ﾛｼｪﾙ攻囲中､国王軍戦死2万2千｡ﾀｳﾞｧﾝﾇ元帥､ｵ
  ﾏｰﾙ公ｸﾛｰﾄﾞ(47､ｷﾞｰｽﾞ公ﾌﾗﾝｿﾜ弟)戦死｡ﾕｸﾞﾉｰ代表者､大貴族･諸侯より諸都市･共同体に変更
1573年6月28日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀4年5月29日|柴田勝家,木下秀吉が小谷城を攻めて撃退された/長
  嶋一向宗徒が濃尾国境を放火
1573年7月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||新教徒が立て籠もるﾌﾗﾝｽ西部のﾗ･ﾛｼｪﾙ(｢四安全保障都市｣の1つ)を包囲してい
  たﾌﾗﾝｽ王軍が､囲みを解いて撤退する
1573年7月7日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾕﾀﾞﾔ人追放令撤回
1573年7月7日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年6月9日|<死去>万里小路惟房(61歳)内大臣､歌人
1573年7月11日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾞﾛｰﾆｭの和議で､第4次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が終結/信仰の自由はすべてのﾌﾟﾛﾃｽﾀﾝﾄに認
  められる｡3都市(ﾗ･ﾛｼｪﾙ､ﾆｰﾑ､ﾓﾝﾄｰﾊﾞﾝ)及び上級裁判権を持つ若干の領主(前述3都市の住民とともに武器をと
  ったもの)の私邸内での礼拝の自由を承認
1573年7月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾊﾞ公ｽﾍﾟｲﾝ軍の包囲するﾊｰﾚﾑ市､降伏･開城/ｽﾍﾟｲﾝ軍､市民を虐殺/ｱﾙﾊ
  ﾞ公､ﾊｰﾚﾑ戦後､引退､ｽﾍﾟｲﾝに帰国/ｱﾙﾊﾞ公､ｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑで多額の借金をし支払期日の前に秘かにｱﾑｽﾃﾙﾀﾞﾑを脱出
1573年7月13日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝのﾌｨﾘﾍﾟ2世が発見と征服統制法を公布
1573年7月23日-09:00|日本|和歌山県|元亀4年6月25日|<死去>河内国南半国･紀伊国守護｢畠山秋高｣高屋城で遊
  佐信教が謀反､弑逆される/三好康長が入城
1573年7月29日-09:00|日本|茨城県かすみがうら市|元亀4年7月|佐竹義重は再び小田氏治と戦って､その支城の
  宍倉城(菅谷隠岐守勝則)を攻略
1573年7月29日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|元亀4年秋|<移転>備前沼城｢宇喜多直家｣⇒岡山城
1573年7月29日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|元亀4年秋|宇喜多直家が備前平野を流れる旭川沿いの石山に岡
  山城(烏城)築城/岡山県
1573年7月31日-09:00|日本|京都府宇治市|元亀4年7月3日|将軍足利義昭が宇治の槙島城にたてこもり､再挙/河
  内の三好康長･遊佐信教､紀伊の根来衆も呼応､二条城には御供衆日野輝資･高倉永相･伊勢貞興殿･三淵藤英ら2
  千
1573年8月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<就任>ﾊﾝｶﾞﾘｰ王室総督｢ｲｼｭﾄｳﾞｧｰﾝ･ﾗﾃﾞｯﾁ･ｾﾞﾑﾁｪｲ｣(~15860204没)
1573年8月2日-09:00|日本|滋賀県|元亀4年7月5日|織田信長が琵琶湖を移動するための大船(長さ約53m､幅約13m
  )が完成
1573年8月4日-09:00|日本|京都府京都市中京区|元亀4年7月7日|<二条御所合戦>織田信長が入京､二條妙覺寺を
  本陣に二條城(三淵藤英)を包囲
1573年8月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公｢ﾚｵﾉｰﾙ｣
1573年8月7日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾛﾝｸﾞｳﾞｨﾙ公･ｻﾝ=ﾎﾟﾙ伯｢ｱﾝﾘ1世｣(~15950408死去)
1573年8月7日-09:00|日本|京都府|元亀4年7月10日|<改姓>｢細川藤孝｣⇒｢長岡藤孝｣信長より山城国長岡の地を
  与えられ姓を長岡に(関ヶ原の戦い後に細川へ戻す)
1573年8月7日-09:00|日本|京都府京都市中京区|元亀4年7月10日|<二条御所合戦>三淵藤英は柴田勝家の説得を
  受け入れ､二条城を開城
1573年8月7日-09:00|日本|京都府長岡京市|元亀4年7月10日|細川藤孝が山城国桂川以西長岡(西岡)一帯の支配
  権を与えられた
1573年8月9日-09:00|日本|京都府京都市中京区|元亀4年7月12日|織田信長､京都二条城を破却
1573年8月13日-09:00|日本|徳島県吉野川市|元亀4年7月16日|<上桜城の戦い>三好長治､十河存保､細川真之に攻
  められ籠城継続が困難となった篠原長房勢は､早朝十河存保の本陣である大日寺に突入/篠原長房の長男･篠原
  長重(18)は長刀を振りかざし十河存保がいる本陣に西門から迫ったが､背後から香西氏の家臣植松資久に討ち
  取られた.篠原長房も奮闘したが敵陣の中で最期を遂げ､上桜城は落城
1573年8月15日-09:00|日本|大阪府池田市|元亀4年7月18日|<没落>攝津池田城主｢池田知正(重成)｣
1573年8月15日-09:00|日本|京都府宇治市|元亀4年7月18日|<槇島城合戦>将軍足利義昭､織田信長に降伏
1573年8月17日-09:00|日本|愛知県新城市|元亀4年7月20日|<長篠城の戦い>家康が長篠城(城主菅沼正貞)を包囲
  して攻撃.武田勝頼は援軍を派遣､武田信豊･馬場信春が鳳来寺街道を進み長篠城近くに布陣､甘利信康は奥平
  氏の作手へ進軍するが､ここで徳川と通じていた作手の奥平定能･貞昌が武田から離反､奥平定能らは滝山城へ
  移り籠城
1573年8月17日-09:00|日本|滋賀県長浜市|元亀4年7月20日|<改名>｢木下藤吉郎秀吉｣⇒｢羽柴秀吉｣(｢羽｣は丹羽
  長秀､｢柴｣は柴田勝家から賜る)
1573年8月20日-09:00|日本|京都府京都市左京区|元亀4年7月23日|渡辺宮内少輔､稲葉一鉄の勧降により山城国
  愛宕郡一乗寺城を退城/一乗寺城は破却
1573年8月21日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡南大隅町|元亀4年7月24日|島津軍､肝付氏と早崎で合戦
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1573年8月23日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年7月26日|将軍足利義昭､京より追放/室町幕府滅亡
1573年8月23日-09:00|日本|滋賀県|元亀4年7月26日|織田信長､京都を発し近江国高島郡へ｢大船｣を以て参陣/残
  敵の籠もる近江国木戸城･田中城を占領
1573年8月24日-09:00|日本|滋賀県|元亀4年7月27日|<拝領>近江木戸･田中城｢明智光秀｣西近江と合わせ都合10
  万石
1573年8月24日-09:00|日本|千葉県野田市|元亀4年7月27日|北条氏照が関宿城(城主簗田晴助)に夜襲を行うが撤
  退
1573年8月25日-09:00|日本|  ||天正1年7月28日|元亀から天正へ改元される
1573年8月25日-09:00|日本|京都府京都市|元亀4年7月28日|<任命>京都所司代｢村井貞勝｣織田信長により
1573年8月26日-09:00|日本|京都府南丹市|天正1年7月29日|<所領没収>将軍方の丹波船井郡八木城｢内藤如安忠
  俊(ﾄﾞﾝ=ｼﾞｭｱﾝ)｣織田信長により
1573年8月28日-09:00|日本|愛知県|天正1年8月|武田勝頼は武田信豊･土屋昌続らを三河に侵攻させる
1573年8月28日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正1年8月1日|<鳥取のたのも崩れ>武田高信は､鳥取城から兵500騎
  あまりを率いて尼子再興軍の居城･甑山城へ進軍/高信軍の進攻に対し､山中幸盛ら尼子再興軍は甑山城へ籠城
  .高信軍は､この城に籠もる尼子再興軍に対し､比較的防御の薄い城の西方より攻め上り､力攻めによる城攻め
  を開始､堀近くまで上ったところで高信軍を待ち構えていた尼子再興軍に､弓矢･鉄砲･大石による一斉攻撃を
  受ける/高信軍は総崩れとなり､このまま戦いを続けるのは難しいと判断した高信は､城攻めを中止し兵の撤退
  を開始/城下には秋里左馬充の軍が在陣し､高信軍は撤退することができない状態となった/高信軍は幸盛と秋
  里の兵により挟撃され､甚大な被害を出して鳥取城へと敗走
1573年8月29日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|天正1年8月2日|<第二次淀古城の戦い>淀古城に立て篭もる三
  好三人衆の岩成友通軍に対し､木下秀吉(羽柴秀吉)が計略を巡らし淀古城の番頭大炊頭義元､諏訪飛騨守三將
  らを味方につけた/岩成友通は奮戦したが､最後には細川藤孝の家来下津権内に首を取られた
1573年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ帝国ｱｸﾊﾞﾙがｸﾞｼﾞｬﾗｰﾄ地方の反乱を平定
1573年9月4日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月8日|浅井家臣､近江山本山城主の阿閉貞征が木下秀吉を通
  じて織田信長に降伏
1573年9月4日 10:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月8日|夜､織田信長､岐阜を出陣､近江に侵攻(第7次近江侵攻)
  /進軍途中で､部将たち(佐久間信盛､柴田勝家､滝川一益､羽柴秀吉､丹羽長秀､その他美濃･近江の部将たち)の
  到着を待ち､人数を整え小谷城(浅井郡湖北町)近くまで進む
1573年9月5日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月9日|浅井方月ヶ瀬城月ヶ瀬忠清､城退去､開城
1573年9月6日-09:00|日本|富山県氷見市|天正1年8月10日|上杉謙信が増山城･守山城を落城させ､越中西部の朝
  日山城まで占領/越中一向一揆を平定
1573年9月8日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月12日|大嶽麓の焼尾城守将浅見対馬､浅井から寝返り織田軍
  を引き入れる/その夜中､信忠(17)を浅井長政への押さえとして秀吉が守備する虎御前山に送り､自ら大嶽(前
  線基地)の朝倉勢(斎藤･小林･西方院ら越前衆500)を攻撃､陥落/大嶽に塚本小大膳･不破光治･同直光･丸毛長照
  ･同兼利らを置き､続いて丁野山(ﾖｵﾉﾔﾏ､越前平泉寺の玉泉坊が籠る､木之本町)攻撃｡朝倉兵､戦わず降伏退却/
  信長は､大嶽･丁野山の降兵を助命､朝倉本陣に放ち､朝倉義景に小谷城周辺が殆ど占領されていることを知ら
  せる
1573年9月9日 10:00|日本|滋賀県米原市|天正1年8月13日|<刀根坂の戦い>織田信長､この夜中に朝倉義景(朝倉
  左京大夫)の陣所を攻撃/朝倉義景､若狭国敦賀に向けて敗走/朝倉軍は織田軍に押され､織田方の記録に拠れば
  3,000人以上と言われる死者を出した/北庄城主朝倉景行や当時17歳の朝倉道景といった一門衆を含め､山崎吉
  家､斎藤龍興､河合吉統など大名･朝倉氏本家の軍事中核を成していたであろう名のある武将が多数散っていっ
  た
1573年9月10日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正1年8月14日|疋田城まで退いた朝倉軍の朝倉景健･景胤･詫美越後
  ､信長軍に切り込み､壊滅
1573年9月11日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正1年8月15日|小田天菴は菅谷左ヱ門尉範政(正光)に命じ土浦城主
  信田和泉守重成を手賀郷の中根主膳の邸に誘ひ出して毒殺､土浦城を攻略し､菅谷正光が土浦城に入城
1573年9月11日-09:00|日本|岐阜県|天正1年8月15日|武田支配下の飛騨国で､上杉を支持する江馬輝盛が父時盛
  を殺害
1573年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢第5代ｱｰｶﾞｲﾙ伯ｱｰﾁﾎﾞﾙﾄﾞ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣
1573年9月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>第6代ｱｰｶﾞｲﾙ伯｢ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~15840910死去)
1573年9月13日-09:00|日本|福井県|天正1年8月17日|織田信長が大軍を整え､朝倉義景の元家臣前波吉継を案内
  役にして越前に攻め入った
1573年9月14日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正1年8月18日|粟屋勝久･逸見昌経･山県秀政･白井勝胤をはじめ､内
  藤･熊谷･香川･寺井･松宮･畑田氏らの旧武田家臣らは信長を敦賀郡の道口まで出迎え､粟屋勝久らは一乗谷へ
  出陣し朝倉氏攻撃に加わる
1573年9月14日-09:00|日本|福井県福井市|天正1年8月18日|<一乗谷城の戦い>信長は一乗谷の市街地を襲撃制圧
  /一乗谷城下､平泉寺衆徒(信長へ忠節を誓い､織田勢に人数を出す)に放火され､朝倉一族の館･仏閣全焼
1573年9月16日-09:00|日本|愛知県新城市|天正1年8月20日|作手城奥平貞能･信昌父子､家康に奔り滝山城に入っ
  た
1573年9月16日-09:00|日本|福井県大野市|天正1年8月20日|<死去>越前国守護｢朝倉義景｣仮の宿所として一族の
  景鏡に指定されていた六坊賢松寺を､裏切った景鏡の手勢200に囲まれ,近習らが奮戦･討ち死にする中で義景
  は自刃(41歳)滅亡(一乗谷城の戦い)､景鏡は義景の首を持参し信長に降参/義景の嫡男･愛王丸や義景の愛妾小
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  少将など､義景の極近親者は降伏を条件に助命され捕らえられた/織田軍により義景の係累たちは護送中に処
  刑され朝倉家滅亡
1573年9月17日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正1年8月21日|武田軍が滝山城(奥平貞能･信昌)に押し寄せてきた
  が徳川方からも本多広孝や松平伊忠らが援軍に駆けつけ武田軍を撃退/このあと奥平徳川勢が古宮城に攻めか
  かると武田方はあっさりと城を焼いて退いた
1573年9月21日-09:00|日本|茨城県かすみがうら市|天正1年8月25日|佐竹義重は小田氏治の支城の戸崎城(戸崎
  大膳亮長俊)を攻略
1573年9月22日-09:00|日本|福井県|天正1年8月26日|織田信長､朝倉氏旧臣の前波吉継(前年服属､のち桂田長俊
  と改名)を守護代にして越前統治を任せ､江北虎御前山城帰陣/旧臣冨田長繁を府中城主､直前に降伏した朝倉
  景鏡･景健･魚住景固･溝江長逸も本領安堵
1573年9月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月27日|<死去>井関宗信､能面師.小谷城攻めで討死
1573年9月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月27日|<死去>浅井久政/48歳､戦国大名｡織田信長に攻めら
  れ､自害
1573年9月23日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年8月27日|<小谷決戦>木下秀吉率いる3000の兵が夜半に長政の
  拠る本丸と長政の父･浅井久政が籠る小丸にとの間にある京極丸(兵600)を占拠し､父子を繋ぐ曲輪を分断/小
  丸への攻撃が激しくなり､800の兵を指揮していた久政は追い詰められて小丸にて自害
1573年9月26日-09:00|日本|静岡県|天正1年9月|武田勝頼､大軍を率いて遠江に侵入し､浜松城を窺う
1573年9月26日-09:00|日本|滋賀県湖南市|天正1年9月1日|<石部城の戦い>佐久間信盛に攻められるが､伊賀の河
  合山内また稲塚某なども入城して籠城､容易に落ちなかった
1573年9月26日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年9月1日|<死去>近江小谷領主｢浅井長政｣29歳､織田信長に攻め
  られ､近江国小谷城落城自害滅亡/お市御前と三姉妹の茶々(5歳)･初(4歳)･江(1歳)は預けられ､嫡男万福丸(10
  )は敦賀へ落延び(後､関が原で処刑),嬰児の2男は城下の寺院に預けられる
1573年9月26日-09:00|日本|福井県|天正1年9月1日|<拝領>若狭10万石｢丹羽長秀｣
1573年9月29日-09:00|日本|滋賀県東近江市|天正1年9月4日|織田信長:佐和山入城/柴田勝家に命じて鯰江城を
  攻めさせ城主六角義治(義弼)降伏
1573年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1573年10月1日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正1年9月6日|<拝領>北近江3郡12万石｢木下秀吉｣
1573年10月3日-09:00|日本|愛知県新城市|天正1年9月8日|徳川家康､武田勝頼に属す三河長篠城を陥れ城将室賀
  信俊は鳳来寺に弄る
1573年10月5日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正1年9月10日|3年前に織田信長を狙撃した杉谷善住坊､磯野員昌に
  捕縛され岐阜へ連行､鋸引きの刑に処せられる
1573年10月6日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正1年9月11日|北条氏政､小山領淡志川城を攻めるが退けられる
1573年10月6日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正1年9月11日|<死去>下野皆川領主｢皆川俊宗｣⇒子の｢皆川広勝｣が
  継ぐ(~天正4年12月8日(15761227)死去)
1573年10月8日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗﾐｽ卿ｼﾞｮﾝ･ﾘﾖﾝ｣(~15780317死去)
1573年10月10日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾁｭﾆｽとﾗｺﾞﾚｯﾀをｽﾍﾟｲﾝが再占領(~15740903)
1573年10月11日-09:00|日本|高知県四万十市|天正1年9月16日|<交替>土佐幡多郡領主(中村城)｢一条兼定｣隠居
  ⇒子の｢一条内政｣(⇒土佐長岡郡(大津城)に移転~天正9(1581)年2月追放)
1573年10月16日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢李鐸｣(~15740501)
1573年10月16日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｱｺﾓ･ﾄﾞｩﾗｯｿﾞ･ｸﾞﾘﾏﾙﾃﾞｨ｣(~15751017)
1573年10月16日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正1年9月21日|<滝山城の戦い>滝山から退却する武田軍を奥平定
  能が追撃､同族である武田方の奥平定包や甲斐の勇将を多数討ち取る
1573年10月16日-09:00|日本|愛知県新城市|天正1年9月21日|武田の人質となっていた奥平貞昌(信昌)の妻おふ
  う(16歳)と貞昌の弟仙千代(13歳)が武田勝頼の命でｺｵﾘ坂で処刑される
1573年10月16日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正1年9月21日|北条氏政､下野鹿沼に出兵
1573年10月16日-09:00|日本|鳥取県|天正1年9月下旬|<就任>因幡国主｢山名豊国｣(~天正8(1580)年9月失領)
1573年10月16日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正1年9月下旬|<尼子再興軍による鳥取城の戦い>(8月~)尼子勝久､
  山中幸盛ら尼子再興軍は,因幡国に乱入し,鳥取城を攻撃/武田軍は､鳥取城籠城/この日武田高信は､城を開放
  し投降/高信は､自身の息女を尼子再興軍に人質として差し出し､自らは弟の又三郎が籠もる鵯尾城へと退却/
  鳥取城には山名豊国が入り､幸盛ら尼子再興軍は私部城に入ってここを居城とした/尼子再興軍は因幡の各地
  で転戦し､10日の間に15城を攻略するなどして勢力を拡大
1573年10月19日-09:00|日本|三重県|天正1年9月24日|<第二次長島侵攻>織田信長､北伊勢に侵攻/佐久間､柴田､
  丹羽､滝川､蜂屋､西美濃衆､木下､林らが従軍
1573年10月21日-09:00|日本|鹿児島県|天正1年9月26日|大隅国の豪族･禰寝家が島津家に内応
1573年10月21日-09:00|日本|三重県桑名市|天正1年9月26日|<第二次長島侵攻>長島一揆勢の篭る西別所城を織
  田信長軍の佐久間信盛･羽柴秀吉･丹羽長秀･蜂屋頼隆らが攻め立て､陥落させた/また,坂井城(桑名市)の一揆
  敗退
1573年10月25日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正1年9月30日|佐竹方の太田三楽斉､梶原美濃守らは藤沢城主小田
  天菴､同守治父子を攻め､北條出雲守､真壁道夢らは土浦城主菅谷正光を攻め､小田彦太郎守治､由良判官憲綱､
  戸崎大膳亮長俊､行方刑部少輔貞久､海上主馬五郎武経､小貝川越中守輝賢らが藤沢の城外に於て太田三楽斉や
  梶原景国を迎へ撃って勇戰したが小美川越中守輝賢が討死し､小田方の河合弥五郎は佐竹方の鈴木半藏を射殺
  して兄源五郎の仇を討つ
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1573年10月31日-09:00|日本|三重県桑名市|天正1年10月6日|<第二次長島侵攻>信長軍(柴田勝家･滝川一益)､坂
  井の片岡城を攻略/続けて深谷部の近藤城を金掘り衆を使って攻め､立ち退かせた
1573年11月2日-09:00|日本|京都府京都市左京区|天正1年10月8日|京都静原山城の義昭方･山本対馬守が明智光
  秀により討ち取られた
1573年11月2日-09:00|日本|徳島県|天正1年10月8日|<死去>初代平島公方｢足利義冬(義維)｣66歳⇒｢足利義助｣が
  継ぐ(~天正20(1592)年7月25日死去)
1573年11月2日-09:00|日本|三重県桑名市|天正1年10月8日|<第二次長島侵攻>信長,東別所へ移動/萱生城･伊坂
  城の春日部氏､赤堀城の赤堀氏､桑部南城の大儀須氏､千種城の千種氏､長深城の富永氏などが相次いで降服し
  北伊勢の一揆をほぼ鎮圧/白山(一志郡白山)の中嶋将監は顔を見せなかったため､佐久間信盛･蜂屋頼隆･丹羽
  長秀･羽柴秀吉の4人に命じて金掘り攻めをさせ､退散させた
1573年11月9日-09:00|日本|大分県|天正1年10月15日|<死去>薩摩国の大名･島津氏第14代当主｢島津勝久｣豊後国
  沖の浜という地で(71､貴久の養父)
1573年11月14日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正1年10月20日|小田彦太郎守治は藤沢城外の太田三楽斉､梶原美
  濃守らの陣営を夜討して破り小田城へ撃退し､土浦城では菅谷左ヱ門尉らが城外に於て北條出雲守､真壁道夢
  らと戰って破る/太田三楽斉､梶原美濃守､真壁道夢､北條出雲守らは藤沢､土浦の戰いに敗北し小田､北條の両
  城に楯籠り/小田守治は梶原景国､真壁道夢らと小田川に於て戰い､菅谷正光は君島川に於て北條治高と戰って
  之れを破る
1573年11月15日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱｽﾝｼｵﾝ入植者ﾌｱﾝ･ﾄﾞ･ｶﾞﾗｲ､大西洋岸に向け探検/ｻﾝﾀﾌｪの町を建設
1573年11月15日-09:00|日本|奈良県|天正1年10月21日|<死去>｢山田道安｣筒井氏の一族で画家･彫刻家として知
  られる/享年不詳
1573年11月18日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正1年10月24日|毛利方の吉川元春､伯耆を経て因幡に入り､尼子勝
  久の党･山名豊国を降す
1573年11月19日-09:00|日本|三重県|天正1年10月25日|<第二次長島侵攻>織田信長が北伊勢から岐阜へ引き上げ
  る途中,長嶋一向一揆の攻撃を受け,かなりの損害を出して大垣城へ入った
1573年11月22日-09:00|日本|茨城県|天正1年10月28日|佐竹義重は小田方の新治郡小高館主小月輝正､永井館主
  前野七郎大夫､本郷館主井坂右近將監などを攻め破って攻略し一週して大志戸の甲山城主小神野越前守経憲を
  攻め小神野経憲は甲山城を放棄して土浦城に脱出し甲山城は攻略された
1573年11月24日-08:00|中国|  ||明･万暦1年11月|明の張居正が孝成法を制定し､綱紀粛正を図る
1573年11月25日-09:00|日本|静岡県島田市|天正1年11月|武田勝頼､駿河に諏訪原城を普請する
1573年11月29日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<交替>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ｱﾙﾊﾞ公ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣独立運動の鎮圧
  に失敗して解任⇒｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾚｹｾﾝｽ･ｲ･ｽﾞｰﾆｶﾞ｣(~15760305没)
1573年12月6日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Hugh Paulet卿｣
1573年12月6日 00:00|ﾁｬﾝﾈﾙ諸島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｲｷﾞﾘｽ王領ｼﾞｬｰｼﾞｰ知事｢Amias Paulet卿｣(~15880926死去)
1573年12月8日-09:00|日本|愛知県名古屋市東区|天正1年11月14日|三井高安､尾張国万福寺の本堂を再建
1573年12月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾓﾆｽ･ﾊﾞﾚｯﾄ｣(~1576年9月)
1573年12月10日-09:00|日本|大阪府大東市|天正1年11月16日|<死去>河内北半国守護｢三好義継｣足利義昭を匿っ
  た罪で織田信長の命令を受けた佐久間信盛等に攻撃され河内国若江城に於いて自刃
1573年12月10日-09:00|日本|岡山県|天正1年11月16日|<所領安堵>備前･美作･播磨3国｢(備前天神山城主)浦上宗
  景｣織田信長により
1573年12月12日-09:00|日本|  ||天正1年11月18日|織田信長と石山本願寺､和睦
1573年12月13日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正1年11月19日|佐竹方の額田四郎義房､塩井内膳信行､太田資正入
  道三楽斉道誉､梶原美濃守景国､北條出雲守治高､真壁久幹入道暗夜軒道夢等が新治郡の藤沢城を攻め攻略
1573年12月19日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正1年11月25日|小田天菴が新治郡の片野峠に押し寄せ､片野城
  主太田三楽斉を攻めたが敗北して､小田城は太田三楽斉の爲めに攻略され､天菴は土浦城に退く
1573年12月24日-09:00|日本|佐賀県唐津市|天正1年12月|草野攻め/隆信が自ら兵を率いて上松浦に侵出した/龍
  造寺隆信の大軍の前には獅子ヶ城の鶴田前は屈服し､波多鎮は自ら軍を草野攻めに向けざるを得なかった/鶴
  田前は早々(4日後)に獅子ヶ城を奪還
1573年12月24日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正1年12月|須賀川城主二階堂盛義が伊達から離反
1574年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Datu Bangkaya｣(~1578年死去)
1574年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||倭寇の巨頭林鳳がﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾏﾆﾗを襲撃
1574年-07:00|ﾗｵｽ/ﾐｬﾝﾏｰ|  |||ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王都ｳﾞｨｴﾝﾁｬﾝをﾋﾞﾙﾏ軍に占領され､以後ﾀｳﾝｸﾞｰ王国に服属(~1603年
  )
1574年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Kantipur)国王｢Sadashiva Malla｣(~1583年)
1574年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<国名変更>ﾗﾝﾌﾟﾙ国⇒ﾁｬﾔ国
1574年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾆｻﾞｰﾑ･ｼｬｰﾋｰ朝がｲﾏｰﾄﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝を併合
1574年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾏﾙｺ･ﾁｺﾆｬ｣(~1578年)
1574年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾃﾞｨﾑ･ﾒｼ･ﾊﾟｼｬ｣(~1580年)
1574年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾗﾗ･ｼﾞｬﾌｧｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1575年)
1574年-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<即位>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ対立大公｢ｶﾞｽﾊﾟｰﾙ･ﾍﾞｹｽ･ｺﾙﾆｬﾀｲ｣(~1575年)
1574年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊｲﾀﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~15770705)
1574年-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~15800923)
1574年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Diogo Lopes da Franca｣(~1577年)
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1574年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<昇格>ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ侯｢ｸﾞﾘｴﾙﾓ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞ｣ﾏﾝﾄｳﾞｧ公⇒ﾓﾝﾌｪｯﾗｰﾄ公(~15870814死去)
1574年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾒﾝﾃﾞｨｵ･ﾀﾞ･ﾓﾀ｣
1574年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<死去>10代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ｣
1574年 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||秋<就任>11代ｸﾛﾌｫｰﾄﾞ伯｢ﾃﾞｲｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾘﾝｼﾞｰ｣(~1607年秋死去)
1574年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ(ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ)総督｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｻﾚﾏ｣(~1577年)
1574年1月5日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡南大隅町|天正1年12月13日|島津義久､大隅平小場に出陣｡肝付氏､伊
  東氏と連合して根占に出兵して合戦になる
1574年1月6日-09:00|日本|鹿児島県肝属郡肝付町|天正1年12月14日|島津軍､平常岡を攻め､肝付加賀､島津氏に
  降伏
1574年1月16日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ふたたび先住民奴隷化禁止令.ﾊﾞｲｱのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ人は､北部海岸沿いに残存する
  独立したﾄｩﾋﾟﾅﾝﾊﾞ族を掃討
1574年1月18日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正1年12月26日|松永久秀､再び信長に降り､｢多聞山城｣を明け渡し､
  信貴山城に入る
1574年1月21日-09:00|日本|佐賀県唐津市|天正1年12月29日|龍造寺は､再度草野城に至り連戦の末､草野城を陥
  城した(平原の合戦)
1574年1月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ｱﾙ=ｶﾞﾘﾌﾞ｣
1574年1月22日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ｱﾌﾞﾄﾞｩｯﾗｰ･ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ2世｣(~1576年~15780804死去)
1574年1月23日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正2年|真田昌幸が上杉謙信傘下の尻高城を攻撃/尻高城主｢
  尻高景家｣は海野三河守輝幸に攻められ敗死.子の尻高義隆は落ち延びた
1574年1月23日-09:00|日本|千葉県市原市|天正2年|北条領国の上総大坪に､里見方についた正木時忠が侵攻
1574年1月23日-09:00|日本|東京都千代田区|天正2年1月|長得首座､喚英長応(仏照円鑑禅師)を開山に､久宝山万
  昌院を開基
1574年1月24日-09:00|日本|佐賀県武雄市|天正2年1月2日|龍造寺軍が平原峠で草野氏に勝利､降伏させる.波多
  氏も降伏する
1574年2月1日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正2年1月10日|車丹波守忠次が土浦に着陣し寄手に加わり､佐竹勢は
  土浦城を攻め小田守治､海上玄蕃五郎武経ら塩井内膳信利と戰い､菅谷､行方､由良､岡見､野中瀬らも一方を切
  り抜けて土浦城に引き取り､南ﾉ手の江戸崎監物は心替りをして額田四郎義房の陣に来て降伏し寄手に加わり､
  土浦城の兵士ら次々に城より立ち退く者が多し/大手の海上主馬五郎武経､行方幸菊丸ら額田義房､梶原景国､
  北條治高らの陣に切り込んで討死
1574年2月7日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄﾚﾄﾞがﾍﾟﾙｰの鉱山開発に関する包括的政令を発する
1574年2月7日-09:00|日本|千葉県野田市|天正2年1月16日|<第三次関宿合戦>北条氏政が出陣､関宿城を攻撃
1574年2月9日-09:00|日本|福井県|天正2年1月18日|越前に一向一揆勃発
1574年2月10日-09:00|日本|鹿児島県垂水市|天正2年1月19日|<入船城の戦い>(天正1年12月~)肝付方の安楽兼寛
  が守る大隈入船城は1年3ヶ月に渡る籠城を続けたが島津以久らに攻められ力尽き開城
1574年2月10日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年1月19日|<第一次越前一向一揆(越前国)>富田長繁は自ら一揆
  衆の大将として出陣し､一乗谷城の攻略に取り掛かった/城主･桂田長俊はこの時失明していて指揮が執れず､
  さらに一揆の兵力が3万以上と大軍だったことや､長繁の腹心である毛屋猪介の活躍もあり､さしたる抵抗もで
  きないまま討死/息子の新七郎ら一族は城外に逃亡
1574年2月11日-09:00|日本|鹿児島県垂水市|天正2年1月20日|島津軍､肝付兼亮の牛根城を攻める/伊東氏､伊東
  権頭を派遣し､肝付･伊地知氏と連合して牛根城援軍に向かうが､敗北
1574年2月11日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年1月20日|<第一次越前一向一揆(越前国)>一乗谷城主･桂田長
  俊息子の新七郎ら一族は捕捉されて皆殺しにされた
1574年2月12日-09:00|日本|鳥取県八頭郡八頭町|天正2年1月21日|尼子家臣山中幸盛が因幡私部城を攻略
1574年2月12日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年1月21日|<第一次越前一向一揆(越前国)>一揆衆は信長が府中
  の旧朝倉土佐守館に置いていた3人の奉行､木下祐久･津田元嘉･三沢秀次(溝尾茂朝)を攻めたが､安居景健(朝
  倉景健)が間に入って調停をしたため和睦/3人は越前を出て岐阜に向かった
1574年2月14日-09:00|日本|佐賀県鳥栖市|天正2年1月23日|肥前･龍造寺隆信､鏡城(草野鎮永)を攻略
1574年2月15日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年1月24日|<第一次越前一向一揆(越前国)>富田長繁はさらに策
  謀を巡らし､桂田成敗の宴を開くと称して有力者である魚住景固を自らの居城である龍門寺城に招き､次男の
  魚住彦四郎もろとも謀殺
1574年2月16日-09:00|日本|福井県鯖江市|天正2年1月25日|<第一次越前一向一揆(越前国)>富田長繁は鳥羽野城
  を攻めて景固の嫡男彦三郎も討ち取って魚住一族を滅亡させた
1574年2月16日-09:00|日本|山形県上山市|天正2年1月25日|<天正最上の乱>伊達家臣･小梁川盛宗が上山城を攻
  めると上山満兼は伊達方に降伏
1574年2月18日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ軍が､ｾﾞｰﾗﾝﾄを占領
1574年2月18日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正2年1月27日|武田勝頼､東美濃岩村口に出陣し岩村城付城十八城
  を陥れる/その後､美濃国明智城を攻撃
1574年2月20日-09:00|日本|山形県寒河江市|天正2年1月29日|<天正最上の乱>伊達に味方する村山地方の国人た
  ちは伊達輝宗への忠義を示すため､最上義光に近い寒河江城主･寒河江兼広を攻める/最上氏庶流の天童頼貞･
  蔵増頼真ばかりか､姻戚の谷地城主白鳥長久や寒河江氏一族の白岩氏･溝延氏･左沢氏までもが伊達勢に同調し
  たため､攻められた寒河江城は三重の堀の二重目までが崩された
1574年2月21日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ﾍﾝﾘｸ･ｳﾞｧﾚｽﾞｨ｣ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王(⇒
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  5.30､兼ﾌﾗﾝｽ王｢ｱﾝﾘ3世｣⇒6.18､ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ=ﾘﾄｱﾆｱを去る~6.19)
1574年2月22日-09:00|日本|石川県|天正2年2月|<死去>能登国主｢畠山義慶｣遊佐續光･温井景隆に毒殺される⇒
  弟の｢畠山義隆｣が継ぐ(~天正4年2月4日(15760304)死去)
1574年2月22日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正2年2月|多賀谷政経が筑波郡の手子丸城を攻略
1574年2月22日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正2年2月|<飯羽間城の戦い(美濃国)>飯羽間城を取り巻いていた武
  田軍先鋒勢が､飯羽間城の城戸を打ち破って突入し攻め落とした
1574年2月22日-09:00|日本|高知県|天正2年2月|土佐･長宗我部元親､一条兼定を豊後追放して土佐をほぼ制圧/
  こののち吉良親貞､中村に入る
1574年2月22日-09:00|日本|佐賀県杵島郡大町町|天正2年2月|肥前･龍造寺隆信､横辺田で後藤惟明･平井経治を
  破る
1574年2月22日-09:00|日本|鳥取県八頭郡八頭町|天正2年春|尼子勢､因幡国私都城を攻略落城.亀井茲矩が入城
1574年2月23日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､第5次ﾕｸﾞﾉｰ戦争始まる<肉食日(四旬節前の3日間)の陰謀>ﾕｸﾞﾉｰのｼｮｰﾓﾝ･ｳﾞ
  ｨﾄﾘｰ､攻撃に不十分な1部隊だけでｻﾝ･ｼﾞｪﾙﾏﾝ宮殿前に現れ､国王衛兵に逮捕/ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ､ﾉﾙﾏﾝﾃﾞｨ諸都
  市を王権に対して蜂起させ農村地帯での掠奪開始/ｶﾄﾘｰﾇ､陰謀関係者として(王権に忠実な)ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ元帥(ﾌﾗﾝｿ
  ｱ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ､ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ大元帥長男､44､1530～1579)とその一族ｺｯｾ元帥を逮捕/弟のﾀﾞﾝｳﾞｨﾙ伯ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ(
  ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ大元帥次男､ﾀﾞﾝｳﾞｨﾙ伯､40､1534～1614)は公然とﾕｸﾞﾉｰの味方となる(ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ家は､代々､分離独立を指
  向する地方ﾗﾝｸﾞﾄﾞｯｸ総督)
1574年2月23日-09:00|日本|山形県寒河江市|天正2年2月2日|<天正最上の乱>村山地方の国人たちが伊達輝宗へ
  の忠義を示すため攻めた最上義光に近い寒河江城主･寒河江兼広降伏
1574年2月26日-09:00|日本|岐阜県可児市|天正2年2月5日|<明知城の戦い(美濃国)>援軍として織田信長･信忠父
  子､明智光秀の兵30,000が進軍するが､明知城内で離反者が出て落城.遠山友治は討死､遠山一行は叔父の遠山
  利景と城を脱出
1574年2月27日-09:00|日本|福島県白河市|天正2年2月6日|佐竹義重､白河義顕の支城陸奥赤館･本拠小峰城を攻
  撃
1574年2月28日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正2年2月7日|武田勝頼､明智城を攻略
1574年2月28日-09:00|日本|宮城県白石市|天正2年2月7日|田村清顕､白石城を攻略
1574年3月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正2年2月11日|十市遠長､大和国九条城を攻撃
1574年3月6日-09:00|日本|福井県福井市|天正2年2月13日|<第一次越前一向一揆(越前国)>一揆勢は先制攻撃を
  かけ､富田長繁の家臣である増井甚内助が守る片山館､毛屋猪介が守る旧朝倉土佐守館などを攻略､2人を滅ぼ
  した
1574年3月9日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年2月16日|<府中帆山河原合戦>富田長繁も反撃に出､帆山河原の
  一揆勢3万をわずか700の兵で敗走させる
1574年3月10日-09:00|日本|福井県福井市|天正2年2月17日|<第一次越前一向一揆(越前国)>富田長繁は府中の町
  衆や一向一揆の指導的立場にある浄土真宗本願寺派(一向宗)と対立する真宗高田派(専修寺派)･真宗三門徒派
  等と手を結び､北ﾉ庄城の奪取を狙い北上/対して､七里頼周と杉浦玄任も長繁を討つべく北ﾉ庄方面より集めら
  れた一揆勢5万人を差し向け､両者は浅水の辺りで激突/このとき､長繁勢は一揆衆より兵力では圧倒的に劣勢
  であったが奮戦して一揆勢の先鋒を崩壊させ､潰走する一揆勢を散々に打ち破った
1574年3月10日 08:00|日本|福井県福井市|天正2年2月17日|<第一次越前一向一揆(越前国)>夕刻､富田長繁は浅
  水の合戦に参戦せず傍観していた安居景健､朝倉景胤らを敵対者と見なし､彼らの拠る長泉寺山の砦に攻撃を
  仕掛けたが､一揆衆との合戦の影響で疲弊した長繁勢はさしたる戦果を挙げられなかった
1574年3月11日-09:00|日本|福井県越前市|天正2年2月18日|<第一次越前一向一揆(越前国)>早朝からの合戦の最
  中､富田長繁は配下の小林吉隆に裏切られ､背後から鉄砲で撃たれて討死､長繁勢は瓦解
1574年3月12日-09:00|日本|石川県|天正2年2月19日|<死去>加賀国守護｢富樫泰俊｣討ち死に滅亡
1574年3月12日-09:00|日本|福井県あわら市|天正2年2月19日|一向宗が越前金津溝江館を陥し､溝江宗天･溝江長
  逸･小泉長利･加賀守護富樫泰俊自害
1574年3月15日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|天正2年2月22日|佐竹義重が陸奥小峰城主白川義親の支城赤
  館を攻略
1574年3月16日-09:00|日本|奈良県橿原市|天正2年2月23日|十市遠長､内膳城を攻略し､城将の藤田左近以下7人
  の首を討ち取る
1574年3月17日-09:00|日本|山形県南陽市|天正2年2月24日|<天正最上の乱>最上義光側が伊達氏北条荘(置賜郡
  川樋)を攻め､目々沢丹後守等を打ち取る
1574年3月20日-09:00|日本|茨城県常総市|天正2年2月27日|下妻城主多賀谷修理大夫政経は小田氏の敗北に乗じ
  て下総国の豊田城主豊田安芸守四郎治親を攻略せんとするが豊田治親は之れを迎へ撃って多賀谷勢を破って
  撃退し多賀谷政経は豊田治親に和談を申し込み互いに誓書を交換して和睦
1574年3月20日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正2年2月27日|佐竹勢が土浦城の総攻撃を開始/小田天菴､守治父子
  は城より脱出して秘かに遁れ片岡治部左ヱ門の中館城に落ち行き土浦城は攻略さる
1574年3月21日-09:00|日本|福井県勝山市|天正2年2月28日|一向一揆勢､大野郡平泉寺を攻撃するが敗れる
1574年3月21日-09:00|日本|山形県上山市|天正2年2月28日|<天正最上の乱>最上義光と義守の間で和議がなり､
  北条荘の戦いでの捕虜の解放及び楢下に出陣した義光側の手勢の退却
1574年3月23日-09:00|日本|岡山県津山市|天正2年3月|宇喜多直家は久米郡の領主である原田貞佐･原田行佐親
  子を味方に付ける事に成功/三浦領にほど近い岩屋城を花房職秀と原田貞佐に強襲させ､わずか一日で城を奪
  取し城を治める芦田一族を追放､岩屋城代に浜口家職を送り込み直轄支配に乗り出す
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1574年3月23日-09:00|日本|愛知県春日井市|天正2年3月1日|森川貞堅､尾張国春日井郡富士社の社殿を建立
1574年3月27日-09:00|日本|長野県伊那市|天正2年3月5日|<死去>｢武田信虎｣(信玄の父)81歳､信濃国高遠で/信
  玄の父(信玄に追放されて以降､甲斐国に戻ることはなかった)
1574年3月28日-09:00|日本|  ||天正2年3月6日|佐竹義重が伊達輝宗の調停で陸奥小峰城主白川義親と和睦
1574年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾏﾙｸｱﾝﾄﾆｵ･ｺﾞｼﾞ｣｢ｼﾞｵ･ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾆｵ｣
1574年4月4日-09:00|日本|岡山県|天正2年3月13日|宇喜多直家が毛利氏と和睦し､浦上宗景と絶つ
1574年4月4日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正2年3月13日|上杉謙信が膳山城(由良成繁)･女淵城(沼田景義)攻略
1574年4月4日-09:00|日本|滋賀県湖南市|天正2年3月13日|六角義賢･六角義治父子､近江石部城を脱出
1574年4月4日 03:00|日本|群馬県桐生市|天正2年3月13日|上杉謙信が深沢城(阿久沢兄弟)･山上城(由良成繁)攻
  略
1574年4月4日 03:00|日本|群馬県みどり市|天正2年3月13日|上杉謙信が御覧田城(北条氏政)攻略
1574年4月10日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正2年3月19日|<就任>近江長浜｢羽柴秀吉｣浅井氏の遺領を得る
1574年4月12日-09:00|日本|埼玉県加須市|天正2年3月下旬|北条氏繁羽生出陣､花崎城自落
1574年4月14日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<ｵﾗﾝﾀﾞ独立戦争>ｶﾙｳﾞｧﾝ派軍隊､ﾓｵ･ｹﾙﾍｲﾄﾞでｱﾙﾊﾞ公後継でﾌﾗﾝﾄﾞﾙ統治
  のｴｸｱﾝｻﾝに敗北｡ﾅｯｻｳ公ﾙｲ戦死
1574年4月19日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正2年3月28日|織田信長が東大寺の蘭奢待を5つ切り取る
1574年4月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ対抗総督･領主｢ｳﾞｨﾝﾃｨﾗ｣(~5.3没)
1574年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ｺｼﾞﾓ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣/54歳
1574年4月21日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ﾄｽｶｰﾅ大公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ1世･ﾃﾞ･ﾒﾃﾞｨﾁ｣ｺｼﾞﾓ1世の息子(~15871017死去)
1574年4月21日-09:00|日本|鹿児島県|天正2年4月|肝付･伊地知両家が､島津家へ降伏.島津家が大隅統一
1574年4月21日-09:00|日本|宮城県登米市|天正2年4月|陸奥/葛西晴信､本吉重継の反乱を鎮圧す
1574年4月23日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正2年4月3日|本願寺顕如が信長打倒の兵をふたたび石山本
  願寺で挙げ,織田信長の属城､中嶋城を攻略
1574年4月23日-09:00|日本|福島県福島市|天正2年4月3日|<天正最上の乱>伊達輝宗の重臣伊達実元､畠山義継の
  陸奥八丁目城を攻撃奪取
1574年4月26日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|天正2年4月6日|徳川家康､三河犬居城を攻めるも攻略できずに
  撤退/この際､犬居城主の天野景貫の追撃を受けるも､大久保忠世らの奮戦でこれを退ける
1574年4月28日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正2年4月8日|<死去>下野国佐野唐沢山城主｢佐野昌綱｣⇒嫡子｢佐野
  宗綱｣が嗣ぐ(~天正13年1月1日(15850131)死去)
1574年5月 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ暫定総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｱﾝｸﾞｼｱﾅ･ﾃﾞ･ｶﾞﾝﾎﾞｱ｣(~1577年)
1574年5月1日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪暹｣(~8.25)
1574年5月2日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正2年4月12日|<第1次高屋城の戦い>織田軍が下八尾､住吉､天
  王寺に着陣し石山本願寺と高屋城の両面を攻めた/石山本願寺方面では住吉や天王寺を焼き討ちにし､石山本
  願寺から出軍してきた部隊と玉造辺りで合戦となった/柴田勝家らが高屋城将遊佐信教を討つ
1574年5月3日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ対抗総督･領主｢ｳﾞｨﾝﾃｨﾗ｣
1574年5月3日-09:00|日本|群馬県邑楽郡明和町|天正2年4月13日|上杉謙信､利根川の対陣(大輪の陣)北条氏政と
  勝敗つかず
1574年5月3日-09:00|日本|群馬県太田市|天正2年4月13日|上杉謙信､金山城攻め/由良成繁と勝敗つかず
1574年5月3日-09:00|日本|滋賀県湖南市|天正2年4月13日|織田信長の武将佐久間信盛に攻められ､六角義賢･六
  角義治父子､近江国石部城を脱出;織田信長､近江国石部城には佐久間信盛を配置
1574年5月4日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ﾐﾌﾈｱ2世ﾀｰｷｯｼｭ｣共同統治(1回目~1583年7月)
1574年5月4日-09:00|日本|福井県勝山市|天正2年4月14日|<第一次越前一向一揆(越前国)>一揆勢は土橋信鏡(朝
  倉景鏡)の居城である亥山城を攻撃､信鏡は城を捨てて平泉寺に立て籠もったが､平泉寺は放火されて衆徒も壊
  滅/信鏡は逃亡を図ったものの､最期はわずかな家臣とともに敵中に突撃､討死
1574年5月8日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正2年4月18日|備前鯉山で初めて浦上宗景と宇喜多直家両軍は
  衝突し､緒戦は宇喜多軍が勝利
1574年5月21日-09:00|日本|京都府宇治市|天正2年5月1日|<更迭>槙嶋城主｢細川信良｣織田信長により
1574年5月21日-09:00|日本|京都府京都市伏見区|天正2年5月1日|<更迭>伏見城主｢三淵藤英｣織田信長により/伏
  見城廃城
1574年5月23日-09:00|日本|京都府宇治市|天正2年5月3日|<拝領>山城国南守護(槙嶋城)｢塙直政｣織田家部将
1574年5月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾄﾞ･ﾓﾝｺﾞﾒﾘｰ､ﾄﾞﾝﾌﾛﾝの包囲戦でﾏﾃｨﾆｮﾝ元帥に捕らえられ､｢反逆罪｣
  でﾊﾟﾘ･ｸﾚｰｳﾞ広場で斬首
1574年5月25日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正2年5月5日|<置塩城の戦い>別所軍が赤松本家を襲撃/小寺･黒田
  は援軍を出す/黒田官兵衛の活躍で赤松･小寺側が勝利
1574年5月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||仏､懺悔火曜日の陰謀の罪でﾀﾞﾗﾝｿﾝ公ﾌﾗﾝｿﾜ(ｼｬﾙﾙ9世弟)に仕える貴族ﾗ･ﾓｰﾙ伯(
  ﾏﾙｺﾞの愛人､ﾌﾟﾛｳﾞｧﾝｽ地方出身伯爵)､ｺｺﾅｽ(ﾇｳﾞｪｰﾙ公爵夫人の愛人､ｲﾀﾘｱ出身伯爵､ﾌｪﾘﾍﾟ2世の諜報工作員)､逮
  捕､処刑
1574年5月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾌﾗﾝｽ国王ｼｬﾙﾙ9世/23歳(誕生:15500627)→<即位>(ｳﾞｧﾛﾜ=ｱﾝｸﾞﾚｰﾑ家)ｱﾝﾘ
  3世[ｱﾝﾘ2世の子ﾌﾗﾝｿﾜ2世･ｼｬﾙﾙ9世の弟](~15890802)
1574年5月31日-09:00|日本|山形県|天正2年5月11日|最上義光､義守､義時の内紛に､伊達輝宗が介入して最上領
  に侵入
1574年6月 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄﾚﾄﾞがﾁｬｺのﾁﾘｸﾞｱﾉ人討伐に出発
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1574年6月2日-09:00|日本|福島県郡山市|天正2年5月13日|蘆名盛氏､田村清顕と陸奥安積郡福原で戦い八百人が
  討ち死にする大敗
1574年6月4日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾎﾟﾝﾄｩｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ｶﾞﾙﾃﾞｨ｣(~1575年12月)
1574年6月10日-09:00|日本|福井県丹生郡越前町|天正2年5月下旬|一向一揆が織田城の織田景綱(朝倉景綱)を攻
  撃/景綱も奮戦したが兵の多寡は知れており､こともあろうに夜陰に乗じて家臣を見捨て､妻子だけを連れて敦
  賀に逃走/朝倉旧臣団は一向一揆に通じた安居景健､朝倉景胤などを除いてほとんど滅ぼされた
1574年6月11日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｼﾞｮﾝ3世勇者｣
1574年6月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ｼｬﾙﾄﾙ伯｢Renee｣
1574年6月14日-09:00|日本|群馬県|天正2年5月25日|上杉謙信が西上野の武田方属城を攻略､由良成繁･国繁と戦
  う
1574年6月19日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｼﾞｮﾅｽ･ｼﾞｪﾛﾆﾏｽ･ﾎﾄﾞｹｳﾞｨﾁｭｽ
  大元帥｣(2回目~15760501)
1574年6月19日-09:00|日本|愛媛県四国中央市|天正2年6月|河野牛福(通直)､川之江城主妻鳥光家が土佐国に通
  じて叛いたので､河上安勝に討たせる
1574年6月19日-09:00|日本|千葉県|天正2年6月1日|<死去>上総･安房国大名｢里見義堯｣本拠久留里城で病歿.63
  歳⇒子の｢里見義弘｣が継ぐ(~天正6年5月20日(15780705)死去)
1574年6月20日-09:00|日本|山形県|天正2年6月2日|<天正最上の乱>義光勢が新地に夜襲をかけ白石氏･桑折氏の
  陣を焼いた
1574年6月23日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正2年6月5日|<死去>陸奥黒川領主｢蘆名盛興｣病死⇒養子｢蘆名
  盛隆｣(~天正12年10月6日(15841108)死去)隠居の父止々斎(盛氏)がこれを補佐
1574年6月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｼﾞｮﾙｼﾞｮ･ｳﾞｧｻﾞｰﾘ､ｲﾀﾘｱの画家･建築家(生年1511年)
1574年6月28日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正2年6月10日|武田勝頼が二万五千の大軍で小笠原長忠の守る遠江
  高天神城を総攻撃､塔尾曲輪を落とす
1574年7月 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ｣(~8.15)
1574年7月6日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正2年6月18日|<第一次高天神城の戦い>高天神城内で小笠原氏助な
  る者が武田勝頼に内通して反乱を起こし､小笠原長忠は持ちこたえられずに降伏し高天神城は武田軍の手に落
  ちた/城兵の一部は浜松に退去､一部は長忠と共に勝頼に仕える
1574年7月11日-09:00|日本|佐賀県武雄市|天正2年6月23日|後藤貴明と養子惟明の変起こり貴明住吉城に逃れる
1574年7月15日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(1回目~1577年)
1574年7月23日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正2年7月6日|三淵藤英･秋豪親子､織田信長により坂本城で切腹/足
  利義昭の敗戦以来､明智光秀に預けられていた
1574年7月24日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ﾋﾟｮｰﾄﾙ6世｣(1回目~15791202)
1574年7月30日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年7月13日|<第3次長島合戦>織田信長が一向宗徒がたてこもる
  長島願証寺に対して攻撃を開始
1574年7月31日-09:00|日本|福井県福井市|天正2年7月14日|和田本覚寺は､不満分子の｢十七講｣主の志比荘の林
  兵衛が盆の念仏参りに北ﾉ庄に来たところを喧嘩に事寄せて殺害/更に､丹生郡天下村の川端､吉田郡河合の八
  杉､坂井郡本庄の宗玄など一揆指導者を襲撃､殺害
1574年7月31日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年7月14日|<第三次長島侵攻>織田軍の陸から攻める三部隊が兵
  を進め､賀鳥口の部隊が松之木の対岸の守備を固めていた一揆勢を一蹴/早尾口の織田本隊も小木江村を固め
  ていた一揆勢を破り､篠橋砦を羽柴秀長･浅井政貞に攻めさせ､こだみ崎に船を集めて堤上で織田軍を迎え討と
  うとした一揆勢も丹羽長秀が撃破し､前ヶ須･海老江島･加路戸･鯏浦島の一揆拠点を焼き払って五明へと移動
  しここに野営
1574年8月1日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年7月15日|<第三次長島侵攻>九鬼嘉隆の安宅船を先頭とした大
  船団が蟹江･荒子･熱田･大高･木多･寺本･大野･常滑･野間･内海･桑名･白子･平尾･高松･阿濃津･楠･細頸など尾
  張から集められた兵を乗せて一揆を攻め立て,また､織田信雄も垂水･鳥屋尾･大東･小作･田丸･坂奈井など伊勢
  から集められた兵を大船に乗せて到着し､長島を囲む大河は織田軍の軍船で埋め尽くされた/海陸､東西南北四
  方からの織田軍の猛攻を受けた諸砦は次々と落とされ､一揆衆は長島･屋長島･中江･篠橋･大鳥居の5つの城に
  逃げ込んだ/大鳥居城･篠橋城は､織田信雄･信孝らに大鉄砲で砲撃され､降伏を申し出てきたが､信長は断固と
  して許さず兵糧攻めにしようとした
1574年8月5日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|天正2年7月19日|織田方の荒木村重らが､摂津中島城を攻略
1574年8月6日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|天正2年7月20日|石山本願寺が､前日に奪われた摂津中島城を取
  り戻す/織田方の荒木村重らは兵の半数が死傷する惨敗
1574年8月8日-09:00|日本|奈良県|天正2年7月22日|筒井順慶､十市遠長と｢入魂誓紙｣を交換､同盟締結
1574年8月13日-09:00|日本|千葉県野田市|天正2年7月27日|<関宿合戦>北條氏政は下総国の関宿城主簗田晴助を
  攻め､弟の北條氏照をして関宿の該城を攻めさせる
1574年8月14日-09:00|日本|富山県|天正2年7月28日|上杉勢が越中を制圧､加賀に兵を進める
1574年8月15日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年7月29日|織田信長の弟半左衛門秀成が長島一向一揆と交戦中
  に討死
1574年8月16日-09:00|日本|大阪府東大阪市|天正2年7月30日|細川藤孝､織田側の河内国若江城などに攻撃を仕
  掛けてきた遊佐信教･三好康長らを撃退
1574年8月17日-09:00|日本|滋賀県米原市|天正2年8月|<改易>近江鎌刃城主｢堀秀村｣羽柴秀吉と反目し織田信長
  により
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1574年8月18日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年8月2日|<第三次長島侵攻>織田信長軍､伊勢国大鳥居城を出た
  一揆勢1000人ばかり討ち取り､大鳥居城は陥落/織田信昌､平手久秀らが討死
1574年8月23日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正2年8月7日|<死去>下野宇都宮城主｢(宇都宮氏21代当主)宇都宮
  広綱｣病死⇒子の｢宇都宮国綱｣が家督継承(⇒天正18(1590)年､秀吉により下野国18万石所領安堵)
1574年8月28日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年8月12日|織田信長が伊勢長島の篠橋砦を攻略/降伏した城兵
  を全て長島城に追い込む
1574年8月29日-09:00|日本|青森県平川市|天正2年8月13日|大浦為信､滝本重行の籠もる陸奥大光寺城を攻める
  が､失敗
1574年8月31日-09:00|日本|熊本県人吉市|天正2年8月15日|<改名>肥後人吉領主｢相良義頼｣⇒｢相良義陽｣
1574年9月-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ｼﾞｬｺﾓ･ﾌｫｽｶﾘｰﾆ｣(~1577年)
1574年9月1日-09:00|日本|滋賀県彦根市|天正2年8月16日以降|<拝領>近江国肥田城｢蜂屋頼隆｣
1574年9月2日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正2年8月17日|越前一向一揆が木の芽峠の砦を襲撃し､これを奪取/
  守将の樋口直房は寄手と和議を結び､逐電/程なく直房は関盛信に討たれる
1574年9月3日-01:00|ﾁｭﾆｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督がﾁｭﾆｽを再占領し､ﾊﾌｽ朝が滅亡
1574年9月5日-09:00|日本|福島県東白川郡塙町|天正2年8月20日|葦名盛氏/大関高増等､佐竹義久を陸奥羽黒に
  て破る
1574年9月10日-09:00|日本|茨城県かすみがうら市|天正2年8月25日|佐竹義重は常陸国の小田氏治の属城である
  新治郡の宍倉城主菅谷隠岐守勝則や戸崎城主戸崎大膳亮長俊らを攻める
1574年9月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾏﾙｸﾞﾘｯﾄ｣
1574年9月15日-09:00|日本|埼玉県深谷市|天正2年9月|上杉軍､北条属城･深谷城を攻撃
1574年9月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｱﾋﾞﾚｽ｣
1574年9月17日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣(~15760224死去
  )
1574年9月19日-09:00|日本|群馬県みどり市|天正2年9月5日|上杉謙信､御覧田城攻略/北条氏政軍に対し勝利
1574年9月21日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|天正2年9月7日|佐竹義重､陸奥赤館を攻めるも､結城義親/葦
  名盛氏に破れる
1574年9月22日-09:00|日本|群馬県みどり市|天正2年9月8日|上杉･北条両軍､黒川谷で合戦し､沼田衆300人余が
  討ち捕らえられる
1574年9月24日-09:00|日本|山形県|天正2年9月10日|<天正最上の乱>伊達輝宗と最上義光和議が成立
1574年9月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢権轍｣(~15750806)
1574年9月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾙﾋﾞｰﾉ公｢ｸﾞｲﾄﾞﾊﾞﾙﾄﾞ2世･ﾃﾞｯﾗ･ﾛｰｳﾞｪﾚ｣
1574年9月28日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｳﾙﾋﾞｰﾉ公｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾏﾘｰｱ2世･ﾃﾞｯﾗ･ﾛｰｳﾞｪﾚ｣(~16211103)
1574年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ﾍﾞﾈﾃﾞｨｸﾄ･ﾃﾞｨ･ﾌﾞﾗﾝｺ｣
1574年10月2日-09:00|日本|大阪府大東市|天正2年9月18日|佐久間信盛･細川藤孝･筒井順慶･明智光秀･塙直政･
  森長可らが飯盛山城や山城下で三好康長､顕如連合軍と激しい戦闘になり､飯盛山城を落城させ､さらに萱振城
  を攻略して高屋城に迫る
1574年10月3日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ､ｽﾍﾟｲﾝ軍包囲破りﾗｲﾃﾞﾝ(ﾚｲﾃﾞﾝ)市を救出(ﾎﾞｱｿ提督指揮救
  援艦隊､ﾗｲﾃﾞﾝ到着､ｽﾍﾟｲﾝ軍､ﾗｲﾃﾞﾝの包囲を解き撤退)
1574年10月3日-09:00|日本|大阪府八尾市|天正2年9月19日|佐久間信盛･細川藤孝･筒井順慶･明智光秀･塙直政･
  森長可らが萱振城を攻略して高屋城に迫り､城下を焼き払う
1574年10月6日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正2年9月22日|因幡･尼子勝久･山中幸盛､山名豊国に支援され､鳥取
  城を奪う
1574年10月7日-09:00|日本|茨城県坂東市|天正2年9月23日|多賀谷政経が下総国岡田郡の花島に於て小田原の北
  條勢と戰い､大生郷城を夜討して火を放ち北條左ヱ門佐氏尭を破って撃退し､猿島郡の弓田城主染谷民部を攻
  略して降伏させる
1574年10月11日-09:00|日本|群馬県太田市|天正2年9月27日|長尾憲景ら､由良成繁の金山城を攻める
1574年10月13日-09:00|日本|三重県桑名市|天正2年9月29日|<第三次長島侵攻>長島城の一揆勢が降伏を申し出
  て長島から船で退去しようとしたが､信長は許さず鉄砲で攻撃し､この時に顕忍や下間頼旦を含む門徒衆多数
  が射殺､あるいは斬り捨てられた/怒った一揆衆800余は､織田軍の手薄な箇所へ､裸になって抜刀するという捨
  て身で反撃を仕掛け信長の庶兄である織田信広や弟の織田秀成など､多くの織田一族が戦死/ここで包囲を突
  破した者は､無人の小屋で仕度を整え､北伊勢方面経由で大坂へ逃亡/信長は､残る屋長島･中江の2城は幾重に
  も柵で囲み､火攻めにし城中の2万の男女が焼け死んだという/門徒による長島輪中の自治領は完全に崩壊､長
  島城は滝川一益に与えられた
1574年10月15日-09:00|日本|香川県さぬき市|天正2年10月|三好越後守･大西覚養など寒川郡昼寝城を攻めるが
  落とせず退く
1574年10月15日-09:00|日本|香川県高松市|天正2年10月|三好長治､三好越後守･篠原入道らに､大窪寺を越え香
  西の拠る勝賀城を攻めさせるが､成功せず退く
1574年10月15日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|天正2年10月|平井経治は高城を囲んだ/高城にいた弟平井直
  秀は敗れて自害
1574年10月15日-08:00|中国|  ||明･万暦2年10月|建州の女直が遼東に侵入し､遼東総兵官の李成梁に撃退され
  る
1574年10月23日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正2年10月9日|<金ヶ崎合戦(下野国)>甲斐武田氏の家臣の内藤昌
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  月が宇都宮領に侵攻し下野国金ヶ崎に陣を張った/宇都宮軍は夜になり武田軍が休息しているところを寡兵で
  夜襲を仕掛け武田軍を撃退
1574年10月29日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ﾓﾝﾀﾙﾎﾞ｣(~15770602)
1574年10月29日-09:00|日本|群馬県桐生市|天正2年10月15日|上杉謙信が関東に着陣し､上野仁田山城を攻略
1574年11月4日-09:00|日本|岡山県美作市|天正2年10月下旬|美作豊田の戦いや備前鳥取の戦いでは石川源助や
  花房与左衛門の活躍で相次いで浦上方が勝利を収める
1574年11月14日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正2年11月|三河国高足郷の村人ら､同所大明神宮の社殿を再建
1574年11月14日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正2年11月|北条氏房が土浦城を攻撃､佐竹氏から奪還/小田氏治は
  失地を回復し､再び佐竹軍に抵抗を続ける
1574年11月14日-09:00|日本|群馬県館林市|天正2年11月|上杉謙信､館林城攻め 長尾顕長と勝敗つかず
1574年11月14日-09:00|日本|福島県東白川郡棚倉町|天正2年11月|佐竹義重が陸奥国白川城主白河上野介義親と
  和睦
1574年11月16日-09:00|日本|高知県土佐郡土佐町|天正2年11月3日|長宗我部元親､土佐白髪社を再建
1574年11月18日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正2年11月5日|荒木村重ら､織田信長に反乱した伊丹親興の摂津伊
  丹城を攻め落とす/信長は､これを有岡と改名し､茨木から荒木村重を移らせ､摂津一国を知行させる
1574年11月20日-09:00|日本|群馬県太田市|天正2年11月7日|上杉謙信､金山城攻め/由良成繁と勝敗つかず
1574年11月20日-09:00|日本|埼玉県加須市|天正2年11月7日|上杉謙信､騎西城攻め/小田家時と勝敗つかず
1574年11月20日-09:00|日本|埼玉県行田市|天正2年11月7日|上杉謙信､忍城攻め/成田長泰と勝敗つかず
1574年11月22日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾁﾘ|  |||ﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ諸島がﾌｱﾝ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽによって発見されｽﾍﾟｲﾝ領宣言
1574年11月28日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正2年11月15日|<転封>摂津茨木城｢荒木村重｣⇒摂津一国38万石(
  摂津有岡(伊丹)城)
1574年11月29日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ﾌｱﾝ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ｣(2回目~1
  5760126)
1574年11月29日-09:00|日本|奈良県|天正2年11月16日|織田勢が奈良(大和国)より引き上げる
1574年12月-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Nuno Pereira de Lacerda｣(~1575122
  8)
1574年12月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<死去>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Gonzalo1世 Arias de Saavedra y Cabrera｣
1574年12月 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島|  |||<就任>ﾌｴﾙﾃﾍﾞﾝﾄｩﾗ島主｢Gonzalo2世 Arias de Saavedra y Muxica｣⇒｢Fernan
  do Arias de Saavedra｣(~1601年死去)
1574年12月9日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|天正2年11月26日|<須古城の戦い>肥前の須古城で龍造寺隆信
  と平井経治が戦い龍造寺が勝利
1574年12月14日-09:00|日本|福井県|天正2年閏11月|一揆勢は下間頼照や七里頼周に従わず反乱を起こすが下間
  頼照に鎮圧される
1574年12月15日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第11代ｽﾙﾀﾝ｢ｾﾘﾑ2世｣50歳(誕生1524年)
1574年12月19日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ｢ｶﾞｼｭﾊﾟﾙ･ｱﾗﾋﾟｯﾁ･ｳﾞｪﾘｷ･ｶﾙﾆﾂｷ｣(~15761122)
1574年12月22日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国第12代ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾗﾄ3世｣先代の子(~15950116死去)
1574年12月29日-09:00|日本|千葉県野田市|天正2年閏11月16日|北条軍､関宿城を開城
1574年12月31日-09:00|日本|埼玉県羽生市|天正2年閏11月18日|上杉謙信が､武蔵国羽生城を破却し木戸忠朝を
  武蔵羽生城から上野膳城に移封/騎西城に放火した後､厩橋城に入城
1575年-09:00|日本/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝ産の金が多量に日本へ輸入
1575年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾊﾟﾊﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾞﾄﾞｩﾙ･ｼﾞｬﾏﾙ･ｼｬｰ｣
1575年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Sancho de Vasconcellos｣(~1578年)
1575年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾀﾞ｣(~同年)⇒｢ｻﾘ･ｱﾗﾑ｣(~1576年)
1575年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<即位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｳｫﾗ･ﾜﾝｿｰ｣(~1579年死去)
1575年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<退位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｾｰﾝ･ｽﾘﾝﾀﾙｻｲ｣
1575年-03:00|ｲﾗｸ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾊﾞｸﾞﾀﾞｯﾄﾞ･ﾜﾘｽ｢ｴﾙﾊﾞﾝｻﾞﾃﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1590年)
1575年-03:00|ﾏﾀﾞｶﾞｽｶﾙ|  |||<即位>ﾒﾘﾅ王国君主｢King Ralambo｣(~1612年)
1575年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(2期目~1576年)
1575年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾑﾗﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1577年)
1575年-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾊﾞｰﾃﾞﾝ辺境伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ3世｣(~16201106死去)
1575年-01:00|ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ|  |||<就任>ﾓﾝﾃﾈｸﾞﾛ司教公｢ｹﾞﾗｼﾑ｣(~1582年)
1575年 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ|  |||<就任>ｻﾝ･ﾄﾒ植民地司令官｢Antonio Monteiro Maciel｣(~1582年)
1575年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Diego de Melgarejo｣(~1578年)
1575年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ｼﾞｮｱﾝ･ﾚｲﾃ･ﾍﾟﾚｲﾗ｣
1575年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Francisco de Obando y Mexia｣(~1578年)
1575年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｴﾙﾅﾝ･ﾏﾝﾘｹ･ﾃﾞ･ﾛﾊｽ｣(~1577年)
1575年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督代行｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ﾏﾛｷﾝ｣(~1576年)
1575年1月 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｷﾛｶﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ｳｼﾞｮｱ｣(3回目~15800225死去)
1575年1月1日-09:00|日本|愛知県一宮市|天正2年閏11月19日|六郷地下人ら､尾張国大野荘八所社の熱田･熊野両
  社を遷宮
1575年1月1日-09:00|日本|千葉県野田市|天正2年閏11月19日|北条氏政は弟･氏照と遠山政景を派遣し関宿城を
  攻め落とした/簗田氏は水海城にうつされた/北条が下総北部平定
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1575年1月1日-09:00|日本|福井県坂井市|天正2年閏11月19日|越前｢一揆内一揆｣(反大坂領国の抵抗)激発/国人
  衆･門徒衆の本願寺の坊官支配への不満爆発/豊原寺の坊官下間頼照(守護代)､河合庄の国人衆ら3千に襲撃さ
  れる/若林長門守が出撃して国人衆を破る
1575年1月2日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正2年閏11月20日|備中松山城主三村元親が毛利氏に背いたため毛利
  輝元･小早川隆景が出兵､備中小田に着陣
1575年1月7日-09:00|日本|茨城県古河市|天正2年閏11月25日|上杉謙信､古河城攻め/古河公方足利義氏と勝敗つ
  かず
1575年1月12日-09:00|日本|京都府京都市|天正2年12月|<死去>陰陽師･勘解由小路在高/一時､勘解由小路家当主
  が空白状態(～天正3年)
1575年1月12日-09:00|日本|福井県福井市|天正2年12月|足羽郡の東郷安原村の｢鑓講衆｣が蜂起し下間和泉に討
  たれる
1575年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>2代ｱﾗﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣
1575年1月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>3代ｱﾗﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾊﾐﾙﾄﾝ｣先代の息子(~1609.3死去)
1575年1月31日-09:00|日本|佐賀県杵島郡白石町|天正2年12月20日|肥前の龍造寺隆信家の鍋島直茂が西肥前の
  須古城を攻め落とす/城主平井経治は自刃
1575年2月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ植民地ｱﾝｺﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾀﾘｵ総督｢ﾊﾟｳﾛﾃﾞｨｱｽﾃﾞ･ﾅﾝｼｰ｣(~158905
  09没)
1575年2月1日-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<制定>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ植民地ｱﾝｺﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾀﾘｱ
1575年2月4日-09:00|日本|奈良県|天正2年12月24日|松永久秀(65)､落髪して｢道意｣と号す
1575年2月8日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<創設>ｵﾗﾝﾀﾞ初の大学｢ﾗｲﾃﾞﾝ大学｣(世界で最初に日本学科設置)
1575年2月10日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正2年12月30日|<国吉城の戦い>大晦日の夜半､国吉城は毛利方の手
  により落城
1575年2月11日-09:00|日本|青森県平川市|天正3年1月1日|大浦為信､滝本重行が籠もる陸奥大光寺城を大雪の中
  奇襲し､これを落とす
1575年2月11日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正3年1月1日|毛利輝元･小早川隆景､三村政親の備中国吉城を攻め
  落とす/城兵305人は残らず殺される
1575年2月13日-09:00|日本|京都府京都市|天正3年1月3日|<死去>京都の宮医師坂光国(62歳)
1575年2月14日-09:00|日本|福島県白河市|天正3年1月4日|陸奥白川大名白川氏に内訌がおき､小峰義親は白川晴
  綱の七歳になる嫡子七若丸(のちの義顕)を追放し白川家惣領の地位を得た
1575年2月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世｢ﾛﾚｰﾇ公家｣のﾙｲｰｽﾞ･ﾄﾞ･ﾛﾚｰﾇ=ｳﾞｫｰﾃﾞﾓﾝ-と結婚
1575年2月18日-09:00|日本|岡山県新見市|天正3年1月8日|<備中兵乱(備中国)>小早川隆景を総大将として､三村
  領備中北部の楪城を攻撃､城主三村元範を討ち取る
1575年2月21日-09:00|日本|兵庫県|天正3年1月11日|毛利輝元､但馬国の山名韶熙･山名氏政父子と和睦
1575年2月27日-09:00|日本|岡山県総社市|天正3年1月17日|荒平山城城主･川西之秀､城兵の助命と引き替えに四
  国讃岐へと流された
1575年3月1日-09:00|日本|岡山県総社市|天正3年1月19日|<備中兵乱(備中国)>小早川隆景を総大将として宇喜
  多軍とともに､離反した備中の三村氏の鬼身城を落とす
1575年3月4日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正3年1月22日|宇喜多直家が浦上宗景に背き､宗景方三浦貞広と戦う
  が敗れる
1575年3月4日-09:00|日本|奈良県|天正3年1月22日|大和国人｢古市｣某､筒井順慶の属城長井城を攻略/狭川衆6人
  が討死
1575年3月10日-09:00|日本|宮崎県串間市|天正3年1月28日|伊東義祐が海路より大隅櫛間･志布志を攻める
1575年3月13日-09:00|日本|福島県白河市|天正3年2月|常陸大名｢佐竹義重｣は陸奥白河大名｢白河義親｣を捕らえ
  義親の弟善七郎(義名)を名代とし白河氏を佐竹氏の旗下に組み込んだ
1575年3月17日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正3年2月5日|山中鹿之助､因幡若桜鬼ヶ城(草刈景継)を攻撃
  /尼子勢が優位にたつも毛利勢の来援のため､退却
1575年3月23日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾌﾞﾘｾｰﾆｮ｣(~12.13没
  )
1575年3月30日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年2月18日|<任命>長篠城主｢奥平貞昌｣徳川家康により
1575年3月30日-09:00|日本|福井県鯖江市|天正3年2月18日|七里頼周の加賀一向宗軍が越前府中城の富田長繁を
  敗死させる
1575年4月 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ,ｱﾙｶｻﾙ･ｴﾙ･ｷﾋﾞｰﾙの戦闘で惨敗.国王ﾄﾞﾝ･ｾﾊﾞｽﾁｱﾝは戦死
1575年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｭﾘｱｰﾉ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣
1575年4月4日-09:00|日本|静岡県磐田市|天正3年2月23日|向笠城(磐田市向笠)向笠伯耆守､徳川軍に攻められ落
  城
1575年4月7日-09:00|日本|広島県山県郡北広島町|天正3年2月26日|吉川元春･同元長,大檀那として,山県郡大朝
  の枝宮八幡宮社殿を造立
1575年4月10日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正3年2月29日|明智光秀､過部城を攻略
1575年4月11日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正3年3月|本願寺の一揆勢は大和田に大和田砦をつくり､渡辺や神
  崎あたりまで進軍/これに対して荒木村重が兵を送り破れてしまったが､村重は策を巡らし､一揆勢を十三の渡
  し周辺に誘い出し攻撃を加え､大和田砦と天満砦を奪うことに成功
1575年4月11日-09:00|日本|岡山県総社市|天正3年3月|<備中兵乱(備中国)>小早川隆景を総大将として宇喜多軍
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  とともに､離反した備中の三村氏の幸山城を落とす
1575年4月11日-09:00|日本|佐賀県三養基郡みやき町|天正3年3月|龍造寺隆信､肥前･西島城(横岳鎮貞)を降す
1575年4月14日-09:00|日本|福島県二本松市|天正3年3月4日|伊達実元が陸奥二本松城主畠山義継攻撃をはかる
  が､蘆名盛隆が調停に乗り出す
1575年4月18日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|天正3年3月8日|織田信長､三好康長を河内国高屋城に攻撃し､くだ
  す
1575年4月23日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正3年3月13日|宇喜多直家の将大森義臣が浦上宗景の兵と備前辛川
  に戦う
1575年4月24日-09:00|日本|京都府京都市|天正3年3月14日|織田信長が京都に徳政令を発布､寺社門跡と公家衆
  の所領回復を命じる
1575年4月26日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正3年3月16日|三浦軍は伊賀久隆配下の加茂衆が治める美作真木山
  城に牧清冬が夜討ちを仕掛け､加茂衆を多数討ちとる勝利を収め真木山城を奪い取った
1575年4月30日-09:00|日本|福岡県大牟田市|天正3年3月20日|龍造寺隆信が三池鎮実の拠る三池城を攻め落とす
1575年5月1日-09:00|日本|静岡県磐田市|天正3年3月21日|向笠城･向笠伯耆守､徳川軍に攻められ落城
1575年5月2日-09:00|日本|京都府|天正3年3月22日|織田信長､丹波2郡(舟井郡･桑田郡)の国衆を細川藤孝に配属
1575年5月3日-09:00|日本|奈良県|天正3年3月23日|<交替>大和守護｢松永久秀｣解任⇒｢塙(原田)直政｣織田信長
  により(南山城守護兼任~翌年5月3日戦死)
1575年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､｢ﾎﾟﾘﾃｨｰｸ派｣(宗派よりも政治･政策を優先)の首領となった王弟｢
  ｱﾗﾝｿﾝ公｣ﾌﾗﾝｿﾜとの間で｢ﾑｯｼｭｰの和平｣を結ぶ
1575年5月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､ﾌﾗﾝｽ中南部のﾎﾞｰﾘｭｰ=ｼｭﾙ=ﾄﾞﾙﾄﾞｰﾆｭ-で､休戦協定｢ﾎﾞｰﾘｭｰ勅令(王
  令)｣を出し､｢ﾑｯｼｭｰの和平｣の内容を法制化①王弟｢ｱﾗﾝｿﾝ公｣ﾌﾗﾝｿﾜには､ﾌﾗﾝｽ北西部のｱﾝｼﾞｭｰ､ﾌﾗﾝｽ中部のﾄｩｰﾚｰ
  ﾇ･ﾍﾞﾘｰが｢親王領｣として与えられ､以後は｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣と名乗る②穏健派ｶﾄﾘｯｸのｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ･ﾀﾞﾝｳﾞｨﾙが､ﾌﾗ
  ﾝｽ南部のﾗﾝｸﾞﾄﾞｯｸ州で持つ｢総督職｣が承認される③｢新教派｣には､ﾊﾟﾘと｢宮廷がある都市｣以外での信仰の自
  由が認められる(｢安全都市｣は8都市)
1575年5月11日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正3年4月2日|<石山合戦>石山本願寺の顕如が織田信長に反
  抗して再挙兵
1575年5月12日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<退位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ﾍﾝﾘｸ･ｳﾞｧﾚｽﾞｨ｣王位を放棄⇒
  ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世
1575年5月14日-09:00|日本|愛知県岡崎市|天正3年4月5日|徳川家康が武田勝頼に内通した家臣の大賀弥四郎を
  三河岡崎で鋸引きの刑に処す
1575年5月17日-09:00|日本|大阪府羽曳野市|天正3年4月8日|<第2次高屋城の戦い>織田信長は1万ほどを率いて
  駒ヶ谷山に布陣し､高屋城攻城に動き出した/三好康長も高屋城の不動坂口より出撃し､双方激しい合戦となっ
  た/織田軍は高屋城の周辺を焼き討ちにし､麦苗も薙ぎ捨てにした
1575年5月21日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正3年4月12日|<天神山城の戦い>天神山城の支城の1つであ
  る日笠頼房の守る日笠青山城の攻略を狙って､宇喜多直家軍が兵を動かして城下で野戦が行われたが､日笠勢
  はこれに勝利し原助十郎などを討って宇喜多軍を撃退
1575年5月24日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正3年4月15日|武田勝頼､奥三河の足助城を落とす
1575年5月28日-09:00|日本|大阪府堺市|天正3年4月19日|<第2次高屋城の戦い>織田軍は新堀城堀に草などを入
  れ埋め立て､夜になって火矢を射かけ大手門､搦手門の両方に突撃し､170余の首級をあげた/十河一行は討ち死
  にし､香西長信は生け捕りにされ､斬首された/三好康長は信長の側近であった松井友閑を仲介にして降伏を申
  し出た,信長は康長を赦免し高屋城の戦いは終結/高屋城はこの戦いで廃城となった
1575年5月29日-09:00|日本|大阪府|天正3年4月20日|三好康長は降伏/信長は若江城を残して河内国の城を破却
  させ､河内を平定
1575年5月30日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年4月21日|武田勝頼が1万5千の兵を率いて三河に進撃し､長篠
  城(城主奥平貞昌､城兵5百)を囲む
1575年6月5日-09:00|日本|奈良県|天正3年4月27日|織田信長､大和十市郷を､塙(原田)直政､松永久秀及び十市後
  家に頒ひ与える
1575年6月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘを首領とする｢旧教派｣､ﾌﾗﾝｽ北部のﾍﾟﾛﾝﾇで｢旧教同盟｣を組織する
1575年6月5日-09:00|日本|岡山県美作市|天正3年4月27日|美作高山城主･草刈景継､密かに織田氏と通じたこと
  が露見して毛利一門の小早川隆景によって自害させられる
1575年6月9日-09:00|日本|岡山県赤磐市|天正3年5月1日|宇喜多軍が備前佐古谷城を攻略/この頃､浦上方の伊部
  城主である日笠源太が花房職之に討ち取られ､伊部城が攻略された
1575年6月14日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正3年5月6日|武田勝頼西進/二連木･牛久保城攻略後､酒井忠次が守
  る吉田城に迫る
1575年6月14日-09:00|日本|長崎県平戸市|天正3年5月6日|肥前平戸の松浦隆信､鎮信親子が龍造寺隆信に起請文
  を送り､その配下となる
1575年6月15日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正3年5月7日|<吉田城合戦>(6日~)武田勝頼､酒井忠次軍と交戦する
  も兵を引く
1575年6月15日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正3年5月7日|山名豊国家臣･牛尾元貞､鳥取城外で山中鹿之助を破
  る
1575年6月19日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月11日|武田勝頼ら武田の軍1万8000が長篠に着陣し､城を包
  囲(野牛門を攻撃)
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1575年6月21日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月13日|武田勝頼､金山衆を使い長篠城を攻め,夜には瓢丸･
  服部曲輪占領
1575年6月22日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月14日|武田勝頼､再び長篠城攻略開始,三の丸･弾正郭占領
1575年6月24日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月16日|奥平信昌の臣鳥居強右衛門勝商､武田勝頼に包囲さ
  れた長篠城への援軍を要請するべく城を脱出するが､帰路で捕まり､磔にされたのち､槍で刺殺される
1575年6月26日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月18日|織田信長､三河国長篠より3里余りの地点に於いて武
  田軍と遭遇｡｢鉄炮放｣で撃退
1575年6月29日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正3年5月下旬|<明知城の戦い(美濃国)>織田信忠軍が東美濃の武田
  方の城を攻撃｡昨年占領された小里城､明知城を奪還.明知城には遠山利景と遠山一行が復帰する
1575年6月29日-03:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月21日|<長篠の戦い/設楽原決戦>6時､三河長篠設楽原にて
  武田勝頼軍が攻撃開始/織田･徳川連合軍が3千挺の鉄砲を駆使して武田騎馬隊を粉砕､武田方の真田信綱･馬場
  信房･山県昌景ら多数の武将が討死
1575年6月29日-01:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月21日|<長篠の戦い/鳶ヶ巣山攻防戦>8時､徳川家康家臣･酒
  井忠次､鳶巣山奇襲成功,長篠城の包囲が解かれる
1575年6月29日 04:00|日本|愛知県新城市|天正3年5月21日|<長篠の戦い>13時､織田信長総攻撃開始,織田･徳川
  軍から追撃された武田軍は10,000名以上の犠牲(鳶ヶ巣山攻防戦も含む)を出し織田･徳川軍の勝利終結/夕方､
  織田信長･織田信忠･徳川家康､長篠城入場
1575年6月30日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ第23代皇帝｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣兼ｲﾀﾘｱ王｢ﾛﾄﾞﾙﾌｫ2世｣ﾏ
  ｸｼﾐﾘｱﾝ2世の子(~16120120死去)
1575年6月30日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正3年5月22日|小早川隆景が三村元親の備中松山城を攻撃
1575年7月6日-09:00|日本|鳥取県|天正3年5月28日|山名祐豊･氏政父子が吉川元春に起請文を提出和睦するとと
  もに但馬への進出を要請.毛利氏の因幡攻略にあたって同父子も協力する旨
1575年7月6日-09:00|日本|福岡県福岡市東区|天正3年5月28日|<交替>筑前立花山領主｢立花鑑連｣隠居⇒｢立花誾
  千代｣(~天正9(1581)年8月18日婿取り)
1575年7月8日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正3年6月|尼子勢､因幡国若桜鬼ヶ城を攻略落城.尼子勝久,山
  中鹿之助,立原久綱らは若桜鬼ヶ城に入城
1575年7月8日-09:00|日本|三重県多気郡多気町|天正3年6月|<交替>伊勢多気領主｢北畠具房｣隠居⇒養子の｢織田
  信雄｣(~翌年)
1575年7月9日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正3年6月2日|<死去>備中松山城主｢三村元親｣小早川隆景に攻め落と
  され自刃滅亡
1575年7月9日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天正3年6月2日|徳川家康が兵を駿河に進め､由比･倉沢を攻めて
  帰陣する
1575年7月13日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正3年6月6日|<常山城の戦い>朝より小早川勢は常山城への攻撃開
  始/城方は寄せ手の軍勢を充分に引き付けておいて一斉に弓や鉄砲で狙い撃ちにしたので小早川勢は多数の死
  傷者を出して攻めあぐねその日は勝機を見出せないままに夕暮れを迎える
1575年7月14日-09:00|日本|岡山県玉野市|天正3年6月7日|<常山城の戦い>小早川勢は再び常山城に迫った/城方
  も弓や鉄砲で抗戦したが､頃合を見計らって城門を開いては小部隊が突撃を敢行し浦隊を翻弄して攻め立てた
  /鶴姫は城内に駆け戻り自害/前後して城内では隆徳の義母､嫡男の高秀､妹や幼い子供が自害あるいは命を絶
  たれ､一族の死を見届けた隆徳も弟･高重を伴って本城に赴きそこに据えられた大石に登って自刃.高重もその
  介錯を勤めたのち自刃/常山城は陥落
1575年7月16日-09:00|日本|福島県白河市|天正3年6月9日|佐竹義重､結城義親を破る
1575年7月22日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正3年6月15日|山名氏の支援がなくなった山中幸盛は因幡若
  桜鬼ヶ城を攻略､拠点とする
1575年7月24日-09:00|日本|京都府|天正3年6月17日|織田信長が明智光秀を丹後･丹波に派遣して国人衆川勝継
  氏･小畠左馬助に忠節を誓わせる
1575年7月28日-09:00|日本|長野県飯田市|天正3年6月下旬|信州下伊那の坂西氏､武田勝頼を背き織田信長に寝
  返るが､小笠原信嶺に攻め殺される
1575年7月28日-09:00|日本|宮城県|天正3年6月下旬|伊達輝宗と相馬盛胤が座流川で交戦､伊達軍の勝利となる
1575年7月29日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正3年6月22日|<榎本城合戦>(17日～)皆川広勝､小山高綱(秀綱三男
  )に勝利/小山高綱は討死
1575年7月31日-09:00|日本|愛知県一宮市|天正3年6月24日|徳川家康家臣本多忠勝,榊原康政らが光明城攻略
1575年8月1日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正3年6月25日|<武節城合戦>徳川家康､武田軍を駆逐し三河を再統一
1575年8月6日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪暹｣(~15760824)
1575年8月6日-09:00|韓国/朝鮮|  ||朝鮮･万暦3年7月|朝鮮で士林派が東人派と西人派に分裂し党争が始まる
1575年8月9日-09:00|日本|熊本県|天正3年7月4日|相良義陽､島津方に通じた廉で､愛宕別当の簗瀬将軍斎を誅す
1575年8月11日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾙ
  ﾃﾞ｣(~15780602)
1575年8月17日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||散発的抵抗を続けていたﾀﾓｲｵ連合,最終的に降伏/先住民のうち4千人以上が
  奴隷とされ,2千人以上が虐殺された
1575年8月17日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正3年7月12日|織田信長が､近江の瀬田橋を付け替え､岐阜から京を
  結ぶ経路を確保
1575年8月19日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正3年7月14日|菅原定忠､密かに軍勢を率いて三河武節城を攻略し､
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  落とす
1575年8月20日-09:00|日本|高知県安芸郡東洋町|天正3年7月15日|土佐･長宗我部元親､野根城を攻略
1575年8月21日-09:00|日本|高知県|天正3年7月16日|<四万十川の戦い(渡川の戦い)>長宗我部氏と土佐一条氏の
  戦い/一条兼定は伊予宇和島で挙兵し､旧臣を従えて本拠地の土佐中村に復帰/一条家への義を感じる土豪が次
  々に帰参し､その兵力は3500に達した/長宗我部元親はわずか3日後に7300の軍勢を率いて四万十川東岸に現れ
  た/長宗我部方の第一陣が正面から渡河を試み､数に劣る一条方は後退しつつ弓矢や鉄砲を浴びせて応戦/一条
  方総崩れ200余名の死者を出して敗走
1575年8月21日-09:00|日本|高知県安芸郡東洋町|天正3年7月16日|土佐･長宗我部元親､甲浦城を攻略し､土佐平
  定
1575年8月25日-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ｻﾝﾃﾞ｣(~1580.4)
1575年9月5日-09:00|日本|茨城県東茨城郡城里町|天正3年8月|東茨城郡阿波山大山城主大山義景は小場三河守､
  石塚土佐守らの連合軍と桂村北方の頓ヶ原に於て戰い之れを破る
1575年9月5日-09:00|日本|徳島県海部郡海陽町|天正3年8月|長宗我部元親､三好長治属城･阿波海部城を攻略.弟
  香宗我部親泰を置く
1575年9月7日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正3年8月3日|武藏国滝山城主北條陸奥守氏照､同国鉢形城主北條
  左ヱ門佐氏邦らが常陸国に侵入し筑波郡の谷田部城主多賀谷淡路守政伯を攻め破って攻略し政伯を討取るが､
  多賀谷重経が小田原勢の背後より攻めて谷田部城を取り戻し回復
1575年9月15日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ｱﾗﾝｿﾝ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ､ﾊﾟﾘの｢ﾙｰｳﾞﾙ宮｣(1区)から脱出し､南ﾌﾗﾝｽの新教徒と合流
  /｢第5次ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣が始まる
1575年9月18日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ﾍﾝﾘｰ･ｼﾄﾞﾆｰ卿｣(3回目~15780914)
1575年9月19日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正3年8月15日|<木ﾉ芽峠城の戦い>織田勢が､越前木ﾉ芽峠や杉津口
  の門徒の砦の攻撃開始/杉津城は大塩円強寺と堀江景忠が守っていたが､織田の大軍が来襲してきたことを知
  ると､景忠は森田三左衛門や堺図書助らとともに内応して裏切り､板取城の下間頼俊､火裡城の下間頼照､そし
  て今庄の七里頼周は逃亡,一向一揆指導部は完全に崩壊/羽柴秀吉･明智光秀隊は200～300人ほどを討ち取ると
  ､彼らの居城である大良越･杉津城および海岸の新城に乗り込み､焼き払った
1575年9月19日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|天正3年8月15日|<鉢伏城の戦い>鉢伏城の阿波賀三郎･与三
  兄弟は信長に許しを求めたが､信長は許さず､塙直政に殺させた
1575年9月19日 11:00|日本|福井県福井市|天正3年8月15日|<龍門寺城の戦い>織田軍は府中の竜門寺砦を夜襲､
  府中を占領する｡周辺の城から撤退する一揆勢を羽柴秀吉･明智光秀が攻撃､2,000名を討ち取る
1575年9月20日-09:00|日本|福井県|天正3年8月16日|織田信長が山中に遁れていた下間筑後･下間和泉･専修寺住
  持を捜し当てさせて首を斬った/下間らを捕らえ､それを手土産に赦免を願い出てきたのは一揆勢に降ってい
  た朝倉景健であったが信長公は向駿河守に命じて景健を自害させた
1575年9月22日-01:00|ﾁｪｺ|  |||<即位>ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣神聖ﾛｰﾏ皇帝(~16110811)
1575年9月22日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾀﾓｲｵ連合が最終的に降伏/ﾖｰﾛｯﾊﾟ人士官は絞首刑に処され先住民のうち2千
  人以上が虐殺され､4千人以上が奴隷とされた
1575年9月22日-09:00|日本|  ||天正3年8月18日|上杉謙信と佐竹義重､小山氏救援のため再度同盟
1575年9月22日-09:00|日本|三重県鳥羽市|天正3年8月18日|柴田勝家･丹羽長秀･津田信澄の3人が鳥羽城を攻撃
  し､敵勢500～600を討ち取って陥落させた/金森長近､原長頼は美濃口から根尾～徳山経由で大野郡へ入り､数
  箇所の小さな城を落として多数の斬り捨て､諸口へ放火/織田軍により一揆衆1万2250人以上が討ち取られ､さ
  らに奴隷として尾張や美濃に送られた数は3万から4万余に上るとされる
1575年9月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>東ﾌﾘｰｼｱ伯｢Anna of Oldenburg｣
1575年9月24日-09:00|日本|福井県|天正3年8月20日|越前国｢ひなかたけ｣山に菅屋長頼｡前田利家･｢馬廻｣衆を投
  入し1000余人を討ち取り､捕虜100余人は即時｢刎首｣に処す｡北畠信意･織田信雄･滝川一益､大滝･白山を攻略し
  平野定久･｢あさみ｣某をはじめ｢鉄炮者共｣50､60名を切り捨て､総数600余を討ち取った
1575年9月25日-09:00|日本|福井県|天正3年8月21日|越前国風尾城に籠城し種々の投降要請を申し入れていた朝
  倉景健を｢生害｣させる｡また朝倉景健｢被官｣の金子兄弟以下の｢首をはね｣る
1575年9月26日-09:00|日本|福井県南条郡南越前町|天正3年8月22日|越前一向一揆の総大将下間頼照が､加賀に
  逃れようとして､下野で高田専修寺派の者に殺される｡
1575年9月27日-09:00|日本|石川県|天正3年8月23日|織田方の羽柴勢･明智勢が､加賀に乱入し､能見郡､江沼郡の
  南2郡を制圧/門徒衆の加賀領有が危うくなる中､加賀門徒は越中にいた宿敵上杉謙信と手を結ぼうとし､上杉
  を敵視していた杉浦玄任に自害を命じ､これを機に上杉謙信と金沢御坊は和解して､上杉謙信が北加賀に入る/
  信長方は､檜屋と大聖寺に砦を構築
1575年9月28日-09:00|日本|静岡県島田市|天正3年8月24日|徳川家康が武田方･城諏訪原城(室賀一葉斎)を攻め
  落とし､これを牧野城と改める/城主に今川氏真を入れ､松平家忠･松平康親に輔佐させる
1575年9月29日-04:00|ﾛｼｱ|  |||<即位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｾﾐｮﾝ･ﾍﾞ･ﾌﾞﾗﾄｳﾞｨｯﾁ｣(~1576年9月)
1575年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ﾃﾞｨ･ﾏﾘﾉ･ﾃﾞｨ･ｱﾝﾄﾞﾚｱ｣
1575年10月2日-09:00|日本|石川県|天正3年8月28日|信長軍､加賀に進入し能美､江沼を平定/信長､坂井郡豊原に
  進入し檜屋､大聖寺を占領
1575年10月2日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正3年8月28日|<小山城合戦>徳川家康､小山城を攻囲
1575年10月3日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正3年8月29日|小早川隆景･吉川元春､尼子属城･因幡若桜鬼
  ヶ城を攻略
1575年10月4日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正3年9月上旬|<天神山城合戦>宇喜多直家が天神山城を攻略
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  し､浦上宗景が追放される
1575年10月5日-09:00|日本|石川県|天正3年9月2日|<拝領>加賀｢別喜広正｣
1575年10月5日-09:00|日本|京都府|天正3年9月2日|<安堵>丹後一国｢一色義道｣越前一向一揆討伐にも参陣して､
  信長から
1575年10月5日-09:00|日本|福井県|天正3年9月2日|<拝領>越前8郡75万石､北ﾉ庄城主｢柴田勝家｣､前田利家･佐々
  成政らを付属されて北陸地方の平定を任される
1575年10月5日-09:00|日本|福井県|天正3年9月2日|<拝領>越前大野郡2万石｢原長頼｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県|天正3年9月2日|<拝領>越前大野郡3万石｢金森長近｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県越前市|天正3年9月2日|<拝領>越前小丸城3万3千余石｢佐々成政｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県越前市|天正3年9月2日|<拝領>越前府中城3万3千余石｢前田利家｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県越前市|天正3年9月2日|<拝領>越前龍門寺城3万3千余石｢不破光治｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県坂井市|天正3年9月2日|<豊原寺の戦い>一向一揆の味方をしたことを問われ
  た豊原寺が全山の焼き討ちを受けた
1575年10月5日-09:00|日本|福井県敦賀市|天正3年9月2日|<拝領>越前敦賀郡｢武藤舜秀｣
1575年10月5日-09:00|日本|福井県福井市|天正3年9月2日|北の庄の普請場において､信長公は近江高島郡打下の
  林与次左衛門を誅殺/先年志賀の陣において浅井･朝倉勢と対陣した際､林は早舟に乗っておきながら敵勢へは
  渋矢を射かけるのみであった等､数々の懈怠があったため
1575年10月6日-09:00|日本|鳥取県八頭郡八頭町|天正3年9月3日|毛利軍吉川元春･小早川隆景､尼子方の因幡国
  私都城(主将亀井茲矩)を攻略し､落城/尼子方の横道兄弟/森脇久○/牛尾大炊助ら毛利方に下る
1575年10月7日-09:00|日本|石川県|天正3年9月4日|織田軍､加賀国奧郡の反乱分子｢大坂代坊主兵衛卿｣･｢松浦子
  共｣ら1000余人を討ち取る
1575年10月10日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾄﾞﾙﾏﾝの戦いで､ｱﾝﾘ･ﾄﾞ･ｷﾞｰｽﾞの旧教軍が大勝
1575年10月10日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正3年9月7日|武田勝頼が援軍20000名を集め派遣したので
  徳川家康は小山城の包囲を解き､退却
1575年10月12日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正3年9月9日|小寺政職と龍野赤松氏が連携して太田城を攻め
  落とした
1575年10月14日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正3年9月11日|美作の三浦貞広も牧清冬から宇喜多家臣の江原久
  清を通じて宇喜多直家に降伏し､本拠高田城を明け渡し投降/宇喜多直家は備前ほぼ全域､美作東部､播磨西部
  などに大きく所領を拡大
1575年10月14日-09:00|日本|高知県四万十市|天正3年9月中旬|<四万十川の戦い>一条兼定､御荘･法華津氏の援
  助で宿毛に侵入.長宗我部元親､渡川でこれを破る/一条軍はそのまま栗本城へ敗走し､籠城.長宗我部軍は､栗
  本城を追撃し､敢え無く陥落させた
1575年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱ､ｻﾝ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｴ･ﾊﾟｵﾛ(ｻﾞﾆﾎﾟﾛ)教会にﾛｻﾞﾘｵ相互扶助同信組合を設立
1575年10月17日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾌﾟﾛｽﾍﾟﾛ･ｾﾝﾄｩﾘｵｰﾈ･ﾌｧｯﾃｨﾅﾝﾃｨ｣(~15771017)
1575年10月22日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでﾁｪﾝﾊﾞﾛの発明に対し特許
1575年10月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<死去>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事｢ﾍﾟｰﾀﾞｰ･ｵｯｸｽ･ﾃｨﾙ･ｷﾞｯｾﾙﾌｪﾙﾄ｣
1575年10月24日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾃﾞﾝﾏｰｸ王国執事代行｢ﾆｰﾙｽ･ｶｰｽ･ﾃｨﾙ･ﾀｰﾙﾌﾟｺﾞｰﾙ｣(~15940629没)
1575年10月27日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾄﾞｲﾂ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世の息子(⇒15761102皇帝~16120120)
1575年10月31日-09:00|日本|鳥取県東伯郡北栄町|天正3年9月28日|吉川元春､尼子氏の属城伯耆由良城を攻略
1575年11月3日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正3年10月|丹波黒井城の荻野直正が但馬の竹田城を攻城し手中に
  収めた
1575年11月4日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正3年10月2日|織田信忠､岩村城兵の夜襲を撃退
1575年11月17日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正3年10月15日|<但馬野田合戦>垣屋豊続は楽々前城の垣屋光成と
  合力し田結庄是義が愛宕詣で留守中に田結庄氏配下･栗坂主水の海老手城を攻撃し落城させた
1575年11月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾏﾘﾆｨで休戦協定が結ばれ､ﾕｸﾞﾉｰが安全保障都市を確保
1575年11月19日-09:00|日本|兵庫県美方郡新温泉町|天正3年10月17日|<但馬野田合戦>山名家部将の田結庄是義
  は海老手城奪還に向かい野田において垣屋氏と戦い敗れ鶴城に籠城する事もならず正福寺で自刃
1575年11月21日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ﾍﾞﾘｰ公｢ｴﾘｻﾞﾍﾞｰﾄ｣(~15770925)
1575年11月22日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正3年10月20日|但馬守護山名韶熙､但馬出石･竹田を出して､織田
  信長に降る/竹田に住していた丹波黒井城主赤井直正は竹田を退くものの､山名氏一族を攻撃
1575年11月23日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正3年10月21日|攝津･本願寺顕如が､三好義継･松井有閑を
  介し､織田信長と和睦
1575年11月26日-09:00|日本|広島県廿日市市|天正3年10月24日|毛利輝元,大檀那として,厳島神泉寺の御堂を造
  立
1575年12月12日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正3年11月10日|夜､武田勢は岩村の攻衆が陣を構える水晶山へ夜
  討ちを仕掛けたが織田勢は素早くこれに応じ､河尻秀隆･毛利秀頼･浅野左近･猿荻甚太郎らが各所で敵を支え､
  逆襲して敵勢を山から追い崩すことに成功/織田勢は山々へ逃げ散った賊徒たちを尋ね出しては討ち倒し､甲
  斐･信濃の兵のうち大将二十一名に屈強の侍衆千百余を斬り捨てることに成功/岩村の城衆は塚本小大膳を通
  じて織田勢へ降伏
1575年12月13日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢大審問院｣(~15780829)
1575年12月14日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ王｢ｱﾝﾅ･ﾔｷﾞｪﾛﾝｶ｣ｼﾞｸﾞﾑﾝﾄ1世の娘/男性の王として即位/夫
  のｽﾃﾌｧﾝ･ﾊﾞｰﾄﾘと共同統治(~15861212退位~15960909死去)､｢ｽﾃﾎﾟﾅｽ･ﾊﾞﾄﾗｽ｣ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ公/妻のｱﾝﾅ･ﾔｷﾞｪﾛﾝｶと
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  共同統治(~15861212死去)
1575年12月15日-09:00|日本|奈良県橿原市|天正3年11月13日|松永久通､筒井方十市遠長を攻める
1575年12月16日 04:00|ﾁﾘ|  |||<ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱ地震>ﾁﾘ南部､ﾊﾞﾙﾃﾞｨﾋﾞｱ沖で地震(M8.5､推定値)死者1500人
1575年12月17日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正3年11月21日|<岩村城の戦い>織田信忠､美濃岩村城を開城させ
  る
1575年12月28日-09:00|日本|岐阜県恵那市|天正3年11月26日|美濃岩村城主秋山虎繁は長良川へ連行され､逆さ
  磔の刑に処される(49歳)/妻のおつやの方(織田信定の娘.信長の叔母)､家老も処刑される/城にいた武田残党
  は､城中の遠山市丞丸に追い込み､激しい戦いの末､全て焼き殺した/岩村城に立て籠もっていた甲斐や伊那か
  ら来た者達は､上村経由で伊那方面を経て帰ることを許されたが､岩村城から南方にある木の実峠で､織田軍に
  挟み撃ちにされて､全員が殺された/岩村城には河尻秀隆が入れ置かれた
1575年12月30日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正3年11月28日|<交替>美濃･尾張領主｢織田信長｣⇒子の｢織田信忠
  ｣家督を譲られ岐阜を居城とした
1576年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ｣(~1577年)
1576年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<死去>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ﾊﾞﾛﾑ･ﾘﾔﾁﾔ1世｣
1576年-07:00|ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ|  |||<即位>ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ王国国王｢ｻﾀｰ1世｣(~1584年)
1576年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾌｧﾙｷ朝ﾊﾝ｢Hasan Khan｣(~同年)⇒｢Raja Ali Khan｣(~15970205死去)
1576年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｳﾄｶﾗ国はｶﾞﾙ帝国に編入
1576年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Kuyucu Murad Pasha｣(~1580年)
1576年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~同年)⇒｢ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(~1577年)
1576年-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王領ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ総督｢ｸﾗｽ･ｵｰｹｿﾝ･ﾄｯﾄ･ﾃｨﾙ･ﾊﾞｲｽﾀｯﾄﾞ｣(~1594年)
1576年-02:00|ﾙﾜﾝﾀﾞ|  |||<即位>ﾙﾜﾝﾀﾞ王国ﾑﾜﾐ｢ｷｹﾞﾘ2世ﾆｬﾑﾍｼｪﾗ｣(~1609年)
1576年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｴﾀﾝﾌﾟ公｢John Casimir, Count of the Rhenish Palatinate｣(~1577年)
1576年-01:00|ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ｵｰｽﾄﾘｱ大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ5世｣(~1612年)
1576年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<退任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ11世｣
1576年-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ｺﾝｺﾞ共和国/ｺﾝｺﾞ民主共和国/ｶﾞﾎﾞﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｺﾝｺﾞ王国はﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの属国(~1641年)
1576年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ﾌﾞﾗｽﾞ･ｹﾞﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣
1576年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢John Hanmer｣(~1580年)
1576年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾏﾙﾜﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾘｸ1世｣(~15780804死去)
1576年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽとﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙがｷﾞﾆｱ紛争で講和､効果的占領主義が成立
1576年 06:00|ﾆｶﾗｸﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾆｶﾗｸﾞｱ総督｢(ﾀｸﾞｽﾞｶﾞﾙﾊﾟ州知事)ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾛﾍﾟｽ｣(~同年)⇒｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｱ
  ﾙﾃｨｴﾀﾞ･ﾁﾘﾉ･ｲ･ｳｸﾙｽ｣(~1583年)
1576年 07:00|ﾒｷｼｺ|  |||ﾒｷｼｺで大疫病､労働力不足が深刻化
1576年1月-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｶｰﾙ･ﾍﾝﾘｸｿﾝ･ﾎﾙﾝ｣(1回目~1578年5月)
1576年1月-01:00|ｱﾝｺﾞﾗ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの探検家ﾊﾟｳﾛ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾃﾞ･ﾉｳﾞｧｲｽによってｻﾝﾊﾟｳﾛ･ﾀﾞ･ｱｽﾝｿﾝ
  ･ﾃﾞ･ﾛｱﾝﾀﾞ(ﾙｱﾝﾀﾞ)
1576年1月18日-09:00|日本|奈良県天理市|天正3年12月18日|松永久通､柳本城を攻略
1576年1月19日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾝｽ･ｻﾞｯｸｽ､ﾄﾞｲﾂのﾏｲｽﾀｰｼﾞﾝｶﾞｰ･詩人･劇作家(生年1494年)
1576年1月22日-09:00|日本|愛知県新城市|天正3年12月22日|<結婚>三河長篠城｢奥平信昌｣が徳川家康の長女亀
  姫と
1576年1月24日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|天正3年12月24日|徳川家康､遠江二俣城を攻略､城将依田信蕃
  は開城して甲斐へ帰国/二俣城をとりもどした家康は大久保忠世に与えた
1576年1月25日-09:00|日本|栃木県小山市|天正3年12月25日|<祇園城合戦>北条氏政､小山秀綱の居城祇園城を攻
  略､秀綱は佐竹義重の元に逃れる
1576年1月27日-09:00|日本|愛知県知多郡東浦町|天正3年12月27日|徳川家康は織田信長の命により織田家部将
  の尾張緒川城主･水野信元を謀殺
1576年1月28日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ総督｢ｸﾘｽﾄﾌ･ﾊﾞｿﾘ･ｿﾑﾘｮｲ｣(~15810527没)
1576年1月29日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ･ｲ･ﾒﾝﾃﾞ
  ｨｴﾀ｣(~15770503没)
1576年1月31日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正4年|岸権旅館創業(伊香保温泉)
1576年1月31日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天正4年|壱岐中津宮[北触]を造り替え､遷宮
1576年1月31日-09:00|日本|福井県坂井市|天正4年|柴田勝豊は豊原城から丸岡に移り丸岡城築城【現存する日
  本最古の天守】福井県
1576年1月31日-09:00|日本|茨城県常総市|天正4年1月|多賀谷政経が下総国岡田郡飯沼村古間木城主渡辺周防守
  勝重を攻め破って攻略/政経は更に水海道城主田村彈正左ヱ門を攻め破って攻略し之れを降参させる
1576年1月31日-09:00|日本|大分県|天正4年1月|(~2月18日)<隠居>豊前･豊後･筑前･筑後･肥前･肥後国守護｢大友
  宗麟｣隠居⇒｢大友義統｣に家督を譲る
1576年1月31日-09:00|日本|滋賀県長浜市|天正4年春|秀吉の長浜城が完成､今浜の地を長浜と改める
1576年1月31日-09:00|日本|青森県平川市|天正4年1月1日|津軽為信が大光寺城と支城の新屋城･尾崎城(滝本重
  行)を攻略
1576年2月5日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｼﾞｬﾝ･ﾎﾞｰﾀﾞﾝが｢国家論｣を刊､絶対君主登場への嚆矢
1576年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世｣
1576年2月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<即位>ﾒｸﾚﾝﾌﾞﾙｸ=ｼｭｳﾞｪﾘｰﾝ公｢ﾖﾊﾝ7世｣ﾖﾊﾝ･ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ1世の息子(~15920322死去)
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1576年2月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||過激派ｶﾄﾘｯｸが｢旧教同盟｣を結成
1576年2月14日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正4年1月15日|<第一次黒井城の戦い>波多野秀治軍が裏切り3方向
  から攻め立て明智軍は総退却/三尾城城主赤井幸家(直正の弟)が明智軍に襲い掛かり､これに即応して波多野
  秀香軍と波多野秀尚軍が西､東より挟撃した.明智軍は体制を整えるべく一旦柏原方面に退却しようとしたが､
  そこには高見城で赤井忠家が待ち伏せており､明智軍は黒井川に追いやられ大敗
1576年2月21日-09:00|日本|山梨県|天正4年1月22日|武田との甲相同盟強化のため､北条氏康六女の北条夫人(桂
  林院)が武田勝頼の正室(継室)として嫁ぐ(勝頼前妻の龍勝院は元亀2年(1571年)に死去)
1576年2月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗｽｺ｣
1576年2月24日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ｴﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~15760905)
1576年3月 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Diego de Mazariegos｣
1576年3月1日-09:00|日本|新潟県|天正4年2月|上杉謙信が織田信長との同盟破棄
1576年3月4日-09:00|日本|石川県|天正4年2月4日|<死去>能登国主｢(能登七尾畠山氏第11代当主)畠山義隆｣⇒息
  子の｢畠山春王丸｣が継ぐ(~翌年7月23日(15770807)死去滅亡)畠山家中は二派に分裂し､それぞれ織田方と上杉
  方に通じる
1576年3月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢Luis de Requesens y Zuniga｣
1576年3月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ﾚｹｾﾝｽ･ｲ･ｽﾞｰﾆｶﾞ｣
1576年3月5日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢John of Austria｣(~15781001死去)
1576年3月5日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督代行｢ｼﾞｪﾛﾆﾓ･ﾃﾞ･ﾛｰﾀﾞ｣｢ｱｰﾙｼｮｯﾄ公爵ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｸﾛﾜ｣
  (~7.31)
1576年3月6日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|天正4年2月6日|龍造寺隆信､有馬属城･肥前横沢城を攻略
1576年3月6日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正4年2月6日|毛利元康･杉原盛重ら､尼子氏の属城因幡宮吉城を攻略
1576年3月15日-09:00|日本|兵庫県|天正4年2月15日|<死去>赤松氏第12代当主｢赤松義祐｣播磨置塩城城主
1576年3月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ｼﾞｸﾞﾏﾘﾝｹﾞﾝ侯｢Charles2世｣(~16060408死去)
1576年3月18日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾎｰｴﾝﾂｫﾚﾙﾝ=ﾍﾋﾝｹﾞﾝ侯国｢Eitel Friedrich4世｣(~16050116死去)
1576年3月23日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正4年2月23日|織田信長､美濃岐阜城下の佐久間信盛の屋敷か
  ら近江国琵琶湖々岸に完成した安土城に移る
1576年3月25日-09:00|日本|奈良県磯城郡田原本町|天正4年2月25日|織田軍､大和国森屋城を接収
1576年3月25日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ｱﾝﾎﾞﾝ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ入植地(~16050223)
1576年3月25日-09:00|日本|栃木県鹿沼市|天正4年2月25日|壬生徳雪斎周長､甥綱雄を天神の祠前で暗殺し鹿沼
  右衛門尉と共に坂田山城主を奪う(徳雪斎の乱)/徳雪斎と綱雄の子､義雄が反目.壬生徳雪斎は芳賀高継を味方
  にして宇都宮氏に対抗､宇都宮氏は詰め城として多気山城を築城して対抗
1576年3月25日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正4年2月25日|<死去>下野鹿沼領主｢壬生綱雄｣⇒子の下野
  壬生領主｢壬生義雄｣が継ぐ(~天正18年7月8日(15900807)死去絶滅)
1576年3月30日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正4年3月|宇喜多･毛利軍､美作･高田城(三浦貞広)を攻略
1576年3月30日-09:00|日本|静岡県牧之原市|天正4年3月|武田勝頼､遠江侵攻し､相良城を築く
1576年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ｼﾆﾊﾞﾙﾄﾞ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1576年4月2日-09:00|日本|滋賀県大津市|天正4年3月4日|織田信長の命令で勢田橋普請が大方出来上がる
1576年4月3日-09:00|日本|奈良県橿原市|天正4年3月5日|松永久通(金吾)､大和国十市平城を攻撃
1576年4月15日-09:00|日本|静岡県島田市|天正4年3月17日|任命>遠江牧野城(諏訪原城)城主｢今川氏真｣
1576年4月19日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督代行｢ﾊﾝｽ･ｴﾘｸｿﾝ･ﾌｨﾝ･ﾌﾞﾘﾝｶﾗ｣(~1577年)
1576年4月19日-09:00|日本|奈良県橿原市|天正4年3月21日|塙直政､大和国十市城を接収し十市遠長を河内へ追
  放
1576年4月21日-09:00|日本|群馬県吾妻郡東吾妻町|天正4年3月23日|真田軍岩櫃城を乗っ取る
1576年4月29日 10:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正4年4月|顕如､足利義昭に通じ石山城に籠もり､信長に対し
  ､再び挙兵
1576年4月30日 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ﾛｱﾙﾃ｣(~1578年没)
1576年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<即位>ｱﾝｼﾞｭｰ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ1世｣兼ﾍﾞﾘｰ公､ﾄｩｰﾚｰﾇ公､ｱﾗﾝｿﾝ公､ｼｬﾄｰ=ﾃｨｴﾘ公､ｴｳﾞﾙｰ公､ﾍﾟﾙ
  ﾁｪ伯､ﾑﾗﾝ伯､ﾏﾝﾄ伯/ﾌﾗﾝｽ国王ｱﾝﾘ2世とｶﾄﾘｰﾇ･ﾄﾞ･ﾒﾃﾞｨｼｽの五男(~15840610死去)
1576年5月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ/ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国ﾘﾄｱﾆｱ大公｢ｽﾃﾎﾟﾅｽ｣ﾄﾗﾝｼﾙｳﾞｧﾆｱ公(~15861
  212没)
1576年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾞｰﾘｭｰの王令/ﾕｸﾞﾉｰに王権の一時的譲歩が約束され､第5次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が終結
1576年5月8日 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ総督｢Juan de Pimentel｣(~15831110)
1576年5月11日 10:00|日本|大阪府大阪市浪速区|天正4年4月13日|夜､織田方は､石山本願寺方が守る木津への進
  出を目論み､門徒衆と今宮付近で激しく衝突/原田直政勢は三津寺の砦を攻めるが､これを攻めあぐねる
1576年5月14日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾀﾌﾏｽﾌﾟ1世｣首都ｶｽﾞｳﾞｨｰﾝで/62歳(誕生1514年)
1576年5月14日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾊｲﾀﾞｰ｣(~23日)
1576年5月23日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ2世｣(~15771124没)
1576年5月26日-09:00|日本|大阪府大阪市住吉区|天正4年4月28日|住吉神社､石山本願寺勢に焼かれる
1576年5月29日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|天正4年5月2日|石山本願寺勢･信長軍との戦闘で四天王寺焼
  失
1576年5月30日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正4年5月3日|<死去>南山城守護･大和守護｢塙(原田)直政｣､
  攝津三津寺で戦死
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1576年5月30日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正4年5月3日|早朝､織田方が､石山本願寺に総攻撃/第一陣の
  三好康長と根来衆､和泉衆は木津に寄せるが､門徒衆一万に囲まれ､鉄砲を浴びせられて潰走/第二陣の原田直
  政は三津寺に寄せたが､深田に足を取られ主将の直政が鉄砲に狙われ討死し､総敗軍となる/逃げる織田方を石
  山本願寺方が追い､四天王寺に布陣していた明智光秀､筒井順慶､佐久間正勝らが門徒衆に包囲され､四天王寺
  の堂宇は炎上
1576年5月31日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正4年5月4日|<鬼ヶ城の戦い>毛利方杉原盛重･因幡尾高城主
  らが大軍をもって城を包囲､多勢に無勢で勝機なしと判断した尼子勝久･山中幸盛主従は夜陰にまぎれて城を
  脱出
1576年6月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾑｶﾞﾙ軍がﾒｰﾜｰﾙ地方のﾌﾞﾗﾀｰﾌﾞ軍に勝利
1576年6月3日-09:00|日本|大阪府大阪市天王寺区|天正4年5月7日|織田信長が門徒衆1万5千に包囲された四天王
  寺の佐久間信盛･明智光秀らの救援に向かう/信長は三隊に分け､第一陣を佐久間信盛､松永久秀ら､第二陣を滝
  川一益､羽柴秀吉ら､最後は馬廻り衆として､夜半行動開始.織田信長自身､天王寺に押し掛け,敵の砦を両方か
  ら攻め,一揆を破って,籠城の兵を救う
1576年6月3日-09:00|日本|京都府木津川市|天正4年5月7日|織田信長,荒木村重に命じて,木津城を攻めさせ,こ
  れを陥とす
1576年6月3日-09:00|日本|山口県|天正4年5月7日|毛利輝元､織田信長と断交
1576年6月6日-09:00|日本|奈良県|天正4年5月10日|<任命>大和一国領主｢筒井順慶｣(⇒天正8(1580)年大和郡山1
  8万石~天正12年8月11日(15840915)死去)
1576年6月7日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｶﾅﾀﾞ|  |||ｲｷﾞﾘｽ人ﾌﾛﾋﾞｯｼｬｰがｶﾅﾀﾞへ初航海
1576年6月8日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ｷﾞｰｽﾞ公ｱﾝﾘ｢ｶﾄﾘｯｸ同盟(ﾘｰｸﾞ)｣を結成/異端の王(ﾅｳﾞｧﾙ王ｱﾝﾘ)の出現を阻止しよ
  うとする
1576年6月10日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正4年5月14日|毛利方の軍勢が､浦兵部に率いられ､播磨の英賀に上
  陸し､織田方の姫路城を攻めたが､播磨国人小寺政職の家老黒田官兵衛孝高がこれを撃退
1576年6月14日-09:00|日本|新潟県|天正4年5月18日|上杉謙信､本願寺顕如との和睦が成立/元亀3年(1572年)に
  締結した織田信長との濃越同盟を破棄
1576年6月20日-09:00|日本|福井県福井市|天正4年5月24日|織田方に屈していた越前門徒衆が､石山本願寺の檄
  に応じて越前府中で蜂起したが､織田方の前田利家により千人余が生け捕られ､磔や釜茹などにより処刑
1576年6月27日-09:00|日本|茨城県下妻市|天正4年6月|北條氏政が常陸国下妻城主多賀谷重経を攻め､佐竹義重
  は多賀谷に加勢し筑波郡の高道祖原に於て小田原勢と戰い之れを破る
1576年6月27日-09:00|日本|広島県三原市|天正4年6月|小早川隆景,豊田郡米山寺の新堂を再興
1576年7月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｱｸﾊﾞﾙが､ﾍﾞﾝｶﾞﾙ､ｵﾘｯｻ､ﾋﾞﾊｰﾙを征服し､北ｲﾝﾄﾞ全域を支配下に収める
1576年7月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾘﾆｰ伯｢John3世｣
1576年7月1日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾘﾆｰ伯｢Charles2世｣John3世の息子(~1608年死去)
1576年7月2日-09:00|日本|京都府宇治市|天正4年6月6日|<拝領>山城国槙嶋城2万石｢井戸良弘｣織田信長により
1576年7月12日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<退位>ﾍﾞﾝｶﾞﾙ･ｽﾙﾀｰﾝ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢Daud Khan Karrani｣ﾓｰｸﾞﾙ帝国に併合された
1576年7月12日-09:00|日本|兵庫県淡路市|天正4年6月16日|毛利水軍が淡路島を占領
1576年7月18日-09:00|日本|佐賀県唐津市|天正4年6月22日|波多鎮は伊万里城の伊万里治､有田唐船城主有田と
  盟約して龍造寺に帰属していた獅子カ城の鶴田前を突如として攻撃/鶴田前は戦死したが､鶴田方は援軍によ
  り波多軍を撃破/波多軍は龍造寺に屈伏
1576年7月20日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｼｮｸﾙ･ｱｯﾗｰ･ｲｽﾌｧﾊﾆ｣(~15770613)
1576年7月21日-09:00|日本|  ||天正4年6月25日|上杉謙信と武田勝頼･北条氏政が､足利義昭の要請を受け入れ､
  和睦し､京都を回復することを承諾/足利義昭･本願寺･上杉謙信を中心とした反織田体制が成立
1576年7月26日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|天正4年7月|家康､遠江犬居城を攻略/城主の天野藤秀･景貫父
  子は犬居城を脱出して勝坂城に入りここで最後の抵抗を試みた後,甲州へ逃亡
1576年7月31日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督代行｢ﾊｳﾞﾚ侯爵ｼｬﾙﾙ･ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾄﾞ･ｸﾛﾜ｣(~11.3)
1576年8月7日-09:00|日本|大阪府大阪市浪速区|天正4年7月13日|<第1次木津川河口合戦>毛利水軍､和泉国堺津
  住吉表から摂津国木津川口に進み織田水軍に攻撃を開始､戦闘は明朝まで継続.織田信長が毛利水軍に敗れる
1576年8月9日-09:00|日本|徳島県三好市|天正4年7月15日|長宗我部元親が阿波白地を奪う/阿波宍喰､海部を占
  領
1576年8月10日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天正4年7月16日|織田信長の援助により京の姥柳町に南蛮寺が
  竣工し,献堂式が行われ,多くの信者が参集
1576年8月11日-09:00|日本|福島県石川郡石川町|天正4年7月17日|相馬盛胤･義胤父子､陸奥矢ﾉ目で伊達輝宗を
  破る(矢野目の戦い)
1576年8月24日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢権轍｣(~15780902)
1576年8月24日-09:00|日本|富山県高岡市|天正4年8月|上杉謙信､越中守山城を攻略
1576年8月27日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ﾃｨﾂｨｱｰﾉ･ｳﾞｪﾁｪｯﾘｵ､ｲﾀﾘｱの画家(生年1490年頃)
1576年8月27日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|天正4年8月4日|飛騨･上杉謙信､塩屋筑前守を先陣に飛騨に侵入
1576年8月29日-09:00|日本|神奈川県|天正4年8月6日|北条氏政､足利義昭の命に従い甲相越三国同盟に同意
1576年8月30日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正4年8月7日|<死去>下野宇都宮領主｢宇都宮広綱｣⇒子の｢宇都宮
  国綱｣が継ぐ(⇒天正18(1590)年所領安堵⇒慶長2年10月13日(15971122)改易)
1576年8月31日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正4年8月8日|上杉謙信､1万5千の兵をもって唐沢山城を攻めたが一
  族の結城氏･小山氏･皆川氏などの加勢により上杉軍撤退
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1576年9月-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(~15780831)
1576年9月-04:00|ﾛｼｱ|  |||<復位>ﾛｼｱ･ﾂｧｰﾘ｢ｲﾜﾝ･ｳﾞｧｼﾘｴｳﾞｨﾁ4世雷帝｣(2回目~15840318)
1576年9月-01:00|ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸﾞ総督兼総司令官代行｢ﾅｳﾞ伯爵･ｼｳﾞﾘｰ卿ｼﾞｬﾝ｣(
  ~1577年2月)
1576年9月5日 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督代理｢ｸﾞﾃｨｴﾚ･ﾃﾞ･ﾐﾗﾝﾀﾞ｣(~1577年)
1576年9月11日-09:00|日本|千葉県千葉市緑区|天正4年8月19日|北条軍､上総へ侵入｡土気城の酒井康治､北条氏
  政に屈伏する/氏政､西上総を攻め､原氏･高城氏らに上総有木城･椎津城･窪田城の在番を命じる
1576年9月15日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正4年8月23日|島津義久､日向に出陣/高城城主伊東勘解由､
  和議を要請し､城を退却/義久､高城に入る/続いて､高原･高崎･内木場･岩牟礼･須木･須師原･奈崎の7城も放棄
  され島津領となる
1576年9月16日-09:00|日本|宮崎県小林市|天正4年8月24日|日向小林城･須木城主を務めていた米良矩重が主君
  への恨みから島津軍に寝返り島津氏の城となり鎌田政年が差遣された/奈佐木城主･肥田木三郎兵衛,伊東家を
  裏切り､島津氏に寝返る
1576年9月19日-09:00|日本|福島県須賀川市|天正4年8月27日|佐竹義重は陸奥国会津城主葦名盛氏を長沼や太里
  に攻める
1576年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｴｾｯｸｽ伯｢ｳｫﾙﾀｰ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣
1576年9月22日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｴｾｯｸｽ伯｢ﾛﾊﾞｰﾄ･ﾃﾞｳﾞｧﾙｰ｣(~16010225死去)
1576年9月22日-09:00|日本|富山県富山市|天正4年8月末|上杉謙信､栂尾城･増山城攻略/神保氏張に対し勝利
1576年9月23日-09:00|日本|愛知県新城市|天正4年9月|<移転>三河長篠城｢奥平信昌｣⇒三河新城城(⇒天正18年
  上野宮崎へ)
1576年9月23日-09:00|日本|佐賀県伊万里市|天正4年9月|<伊万里城の戦い>龍造寺が寝返った松浦方の伊万里城
  を攻撃､占領
1576年9月23日-09:00|日本|富山県小矢部市|天正4年9月|上杉謙信が越中西部の蓮沼城を落城させ､越中国を平
  定
1576年9月23日-09:00|日本|富山県高岡市|天正4年9月|<守山城の戦い>上杉謙信が守山城を攻略
1576年9月23日-09:00|日本|富山県富山市|天正4年9月|上杉謙信が富山城､栂尾城を攻略
1576年9月30日-09:00|日本|富山県氷見市|天正4年9月8日|上杉謙信､湯山城(森寺城)攻め 神保氏張と勝敗つか
  ず
1576年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲﾉﾁｪﾝﾂｫ･ﾌﾞﾗﾝｸﾃｨ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｵﾉﾌﾘ｣
1576年10月5日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正4年9月13日|宇喜多直家の兵､播磨上月城を攻略
1576年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｲﾀﾘｱ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｸﾛｱﾁｱ|  |||<死去>神聖ﾛｰﾏ皇帝･ﾄﾞｲﾂ王･ﾎﾞﾍﾐｱ王･ｸﾛｱﾁｱ
  王･ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ大公･ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世｣兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾐｸｼｬ1世｣
1576年10月12日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ｵｰｽﾄﾘｱ/ﾁｪｺ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>神聖ﾛｰﾏ皇帝｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣兼ｵｰｽﾄﾘｱ･ｼｭﾀｲｱｰﾏﾙｸ
  大公｢ﾙﾄﾞﾙﾌ5世｣ﾏｸｼﾐﾘｱﾝ2世の子(~16120120死去59歳)兼ﾎﾞﾍﾐｱ王｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~16110311退位)兼ﾊﾝｶﾞﾘｰ国王｢ﾙﾄﾞ
  ﾙﾌ｣(~16080626退位)兼ﾓﾗｳﾞｨｱ辺境伯｢ﾙﾄﾞﾙﾌ2世｣(~1608年退位~16120120死去)ﾐｸｼｬ1世(ﾏｸﾐﾘｱﾝ)の次男.ﾄﾞｲﾂ王･
  ｸﾛｱﾁｱ王
1576年10月14日-09:00|日本|  ||天正4年9月22日|田村清顕､葦名盛氏と和睦
1576年10月15日-09:00|日本|福島県白河市|天正4年9月23日|佐竹義重､白河に撤退
1576年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>5代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣
1576年10月19日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>6代ﾊﾝﾄﾘｰ伯｢ｼﾞｮｰｼﾞ･ｺﾞｰﾄﾞﾝ｣(⇒15990407初代ﾊﾝﾄﾘｰ侯~16360613死去)
1576年10月22日-09:00|日本|宮崎県日南市|天正4年10月1日|肝付兵部､伊東領南郷を攻めるが大敗
1576年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾌﾘｰﾄﾞﾘﾋ3世｣
1576年10月26日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ﾌﾟﾌｧﾙﾂ選帝侯｢ﾙｰﾄｳﾞｨﾋ6世｣(~15831022死去)
1576年11月3日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾌｱﾝ･ﾄﾞ･ｵｰｽﾄﾘｱ｣(15770506まで代行~15781001没)
1576年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｼﾞｮﾝ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣
1576年11月4日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｳｨﾝﾁｪｽﾀｰ侯｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾎﾟｰﾚｯﾄ｣(~15981124死去)
1576年11月8日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||全ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ17州が､ｽﾍﾟｲﾝに対抗ためのﾍﾝﾄ協定を結ぶ
1576年11月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ4世｣
1576年11月9日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ5世｣(~1578年死去)
1576年11月10日-09:00|日本|鹿児島県|天正4年10月20日|島津義久､相良義陽との和睦を承諾
1576年11月19日-09:00|日本|茨城県常総市|天正4年10月29日|下妻城主多賀谷政経が大生郷天神宮を焼失
1576年11月21日-09:00|日本|石川県七尾市|天正4年11月|<第1次七尾城の戦い>七尾城内では老臣筆頭の長続連
  以下兵2000での籠城戦/七尾城支城熊木城､黒滝城をはじめ富来城､城ヶ根山城､粟生城､牧野上総介の米山城な
  どを落城させ七尾城は孤立
1576年11月21日-09:00|日本|石川県鳳珠郡穴水町|天正4年11月|<穴水城合戦>上杉軍､長続連･綱連軍に勝利し攻
  略.長沢筑前･白小田善兵衛が守将として置かれた
1576年11月21日-09:00|日本|広島県庄原市|天正4年11月|宮智盛,奴可郡金福寺宮社殿を再興
1576年11月22日-01:00|ｸﾛｱﾁｱ|  |||<就任>ｸﾛｱﾁｱ･ﾊﾞﾝ代行｢ｸﾘｽﾄﾌ･ｳﾝﾅﾄﾞ｣(⇒15780205､ﾊﾞﾝ~15830408)
1576年11月28日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｷﾞﾏﾗﾝｲｽ公｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ2世｣
1576年12月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾎﾟﾜﾄｩｰとｷﾞｭｲｴﾝﾇのﾕｸﾞﾉｰが武装蜂起
1576年12月12日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢全国三部会｣の決議で､｢全国三部会｣には全会一致の投票による法制化の権
  限があり､ﾌﾗﾝｽ王もこれを守らなければならないとする
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1576年12月15日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正4年11月25日|<三瀬館の変>伊勢国大名｢北畠具教｣織田信雄の謀
  略で家臣の襲撃を受け自刃/具教の子･北畠具房も幽閉され北畠氏は完全滅亡
1576年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｵｯﾄｰ4世｣
1576年12月21日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<就任>ｼｬｳｴﾝﾌﾞﾙｸ伯･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ=ﾋﾟﾝﾈﾍﾞﾙｸ伯｢ｱﾄﾞﾙﾌ14世｣(~16010702死去)
1576年12月21日-09:00|日本|三重県津市|天正4年12月2日|北畠信雄､伊勢霧山城を攻撃､大宮景連戦死
1576年12月23日-09:00|日本|三重県津市|天正4年12月4日|<霧山城合戦>北畠残党､は北畠政成の守る霧山城に集
  結し抵抗を試みたが信長は羽柴秀吉･神戸信孝･関盛信ら15,000の兵を送り込んで霧山城は陥落,守将の北畠政
  成･波瀬具通らが自害/霧山城下は灰燼と化し霧山城も焼け落ちたのでそのまま廃城となった
1576年12月27日-09:00|日本|栃木県栃木市|天正4年12月8日|<死去>下野皆川領主｢皆川広勝｣⇒弟の｢皆川広照｣
  が継ぐ(⇒天正18(1590)年､下野皆川13000石所領安堵⇒1603年信濃飯山75000石に転封)
1576年12月28日-09:00|日本|大分県宇佐市|天正4年12月9日|大友宗麟の軍勢が乱暴を働き､宇佐神宮上宮が焼け
  る
1577年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<死去>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ1世｣
1577年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1589年)
1577年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ﾍﾟﾗ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ﾀｼﾞｭﾃﾞｨﾝ･ｼｬｰ｣(~1584年没)
1577年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ｼｸ教の総本山ﾊﾙﾏﾝﾀﾞﾙ･ｻｰﾋﾌﾞが創建
1577年-03:00|ｴﾁｵﾋﾟｱ|  |||<即位>ｵｰｻ･ｲﾏｰﾑ国ｲﾏｰﾑ｢Mahamed Jasa Ibrahim｣(~1583年)
1577年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾆｼｬﾝｼﾞ･ﾒﾌﾒﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(1580年)
1577年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾙｶ･ﾐｼｴﾙ｣(~1580年)
1577年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾀﾞﾏｽｶｽ･ﾜﾘｽ(総督)｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~1581年)
1577年-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｿﾌｧﾗ･ｷｬﾌﾟﾃﾝｽﾞﾒｼﾞｬｰ｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾃﾞ･ｶｽﾄﾛ｣(~1583年)
1577年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ総督｢ﾏﾌﾑｰﾄﾞ･ﾍﾞｲ｣(~1582年)
1577年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Manuel de Meneses e Noronha｣(2期目~1578年)
1577年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾙｿﾝ島全体を支配下に置く
1577年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾍﾞﾙｹﾞﾝ･ｵﾌﾟ･ｽﾞｰﾑ州(ｵﾗﾝﾀﾞ共和国が占領)と合法的な支配者の領土に侯爵領を分割
1577年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan de Leiva｣(~1579年)
1577年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｧ｣(1回目~同年)⇒首長｢ﾄﾞｩｱﾙﾃ･ﾃﾞ･ﾒﾈｾｽ｣(2回目
  ~1578年)
1577年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｱﾙｷﾞﾝ長官｢ｱﾝﾄﾆｵ･ﾃﾞ･ｶﾙｳﾞｧｰﾘｮ｣
1577年 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ｱﾙｼﾞﾗをﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙが再支配
1577年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ｸﾘｽﾄﾌｧｰ･ｿｱﾚｽ｣(~1579年)
1577年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢the Captains-donatary of Angra｣(~1655年)
1577年 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ|  |||ﾊﾞｲｱ,ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛ総督府を合一し,ﾘｵﾃﾞｼﾞｬﾈｲﾛを首都と定める
1577年 04:30|ﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ|  |||ｶﾗｶｽ盆地を中心とするﾍﾞﾈｽﾞｴﾗ中央部がほぼ平定される
1577年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ｲﾆｺﾞ･ﾌｴﾝﾃｽ｣⇒｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾇﾆｪｽ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾍﾟｰﾆｬ｣(~1578
  年)
1577年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺﾏﾔｸﾞｱ県総督｢ｱﾛﾝｿ･ﾃﾞ･ｺﾝﾄﾚﾗｽ･ｹﾞﾊﾞﾗ｣(~1582年)
1577年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ一般市長｢ｲｸﾞﾅｼｵ･ｺｰﾀ｣(~1579年)
1577年 06:00|ｱﾒﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌﾛﾘﾀﾞ植民地総督｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾒﾈﾝﾃﾞｽ･ﾃﾞ･ﾏﾙｹｽ｣(~15940709)
1577年1月1日 04:00|ﾄﾞﾐﾆｶ共和国/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾄﾄﾞﾐﾝｺﾞ総裁･総司令官｢ｸﾞﾚｺﾞﾘｵ･ｺﾞﾝｻﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ｸｴ
  ﾝｶ｣(~15810413没)
1577年1月3日-09:00|日本|三重県度会郡玉城町|天正4年12月15日|北畠信雄が伊勢田丸城の普請現場で津田一安
  (織田家臣)を誘殺
1577年1月7日-09:00|日本|石川県七尾市|天正4年12月19日|上杉謙信､七尾城攻め/畠山春王丸と勝敗つかず
1577年1月9日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正4年12月21日|三河国砥鹿社の本宮の社殿造立
1577年1月18日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪｽﾊﾟｼｬｰﾉ･ｺﾞﾝｻﾞｰｶﾞがｻｯﾋﾞｵﾈｰﾀ公になりｻｯﾋﾞｵﾈｰﾀ公国成立
1577年1月18日-09:00|日本|三重県いなべ市|天正4年12月30日|瀧川一益が伊勢員辨郡金井城主種村秀信を自刃
  させる/瀧川一益が伊勢浜田城主田原元綱を戦死させ､田原重綱が美濃へ逃亡
1577年1月19日-09:00|日本|秋田県男鹿市|天正5年|<移転>出羽桧山領主｢安東愛季｣⇒出羽脇本(~天正15年9月1
  日(15871002)病死)
1577年1月19日-09:00|日本|茨城県下妻市|天正5年|茨城大宝八幡神社本殿を下妻城主多賀谷下総守尊経が建立
1577年1月19日-09:00|日本|広島県三原市|天正5年|小早川隆景,父母の年忌を弔うため,宗光寺を新高山城南麓
  に建立
1577年1月19日-09:00|日本|福井県小浜市|天正5年|<移転>若狭10万石｢丹羽長秀｣(近江佐和山城⇒若狭小浜)
1577年1月19日-08:00|中国|  ||明･万暦5年|四川省の役人だった潘允端が両親のために贈った庭園｢豫園｣完成(
  中国上海市)
1577年1月19日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正5年1月|長曾我部元親の意を受けた馬路城主大西上野亮頼包は中
  鳥城主久米刑馬と共謀し､重清豊後守父子を城内にて謀殺､重清城を奪取
1577年1月20日-09:00|日本|京都府京都市|天正5年1月2日|<死去>陰陽家土御門家30代目当主･土御門有脩
1577年2月3日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正5年1月16日|<死去>兵法家･上泉信綱
1577年2月9日-09:00|日本|山梨県|天正5年1月22日|甲斐国甲府城主武田勝頼が北条氏政の妹と結婚し第2回甲相
  同盟成立
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1577年2月11日 06:00|ｺｽﾀﾘｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｺｽﾀﾘｶ総督｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ｱﾙﾃｨｴﾀﾞ･ﾁﾘﾉｽ･ｲ･ｳｸﾚｽ｣(~1589年)
1577年2月12日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞのﾄﾞﾝ･ﾌｧﾝ総督が､永久法令を発布
1577年2月13日-09:00|日本|三重県津市|天正5年1月26日|春奈良東門院の僧･北畠具教弟が還俗し北畠具親と名
  乗って､吉原氏を頼り伊勢森城に挙兵(年内に鎮圧される)
1577年2月19日-09:00|日本|大阪府|天正5年2月2日|和泉国中の門徒衆も蜂起し貝塚や千石堀､畠中などに籠る
1577年2月19日-09:00|日本|和歌山県|天正5年2月2日|本願寺に協力していた紀伊の雑賀三緘衆と根来寺の杉の
  坊が信長軍へ内応
1577年2月26日-01:00|ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<死去>前ｽｳｪｰﾃﾞﾝ王国国王｢ｴﾘｸ14世｣牢獄でﾋ素により暗殺される/43歳
1577年3月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||第6次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が始まる
1577年3月2日-09:00|日本|和歌山県|天正5年2月13日|<雑賀一揆>畠山貞政が紀伊の雑賀､根来衆と結んで織田信
  長に対して挙兵
1577年3月5日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正5年2月16日|夜､和泉の貝塚で願泉寺を拠点に海辺に船を浮かべて
  織田方を待ち構えていた門徒衆が､織田方の大軍を見て逃げ出す/織田信忠は､和泉貝塚の寺や民家を全て焼き
  払う
1577年3月6日-09:00|日本|大阪府貝塚市|天正5年2月17日|<織田信長の雑賀攻め>織田信長軍が雑賀衆の前衛拠
  点がある貝塚を攻撃したが､守備兵は前夜のうちに海路紀伊へ退却していたので空振り
1577年3月10日-09:00|日本|和歌山県|天正5年2月21日|細川藤孝､和泉国長尾に於ける合戦で｢先駈｣として敵を
  撃破
1577年3月11日-09:00|日本|宮崎県東臼杵郡門川町|天正5年2月22日|土持氏が伊東方の門川城を攻撃(門川城の
  米良四郎右衛門が正月に､小姓の高妻孫三郎を折檻､これを恨みに思った孫三郎とその父の治部丞が､土持氏を
  頼ったのが遠因)/日智屋地方の諸衆､これを防ぎ､乱は終結
1577年3月17日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正5年2月28日|<織田信長の雑賀攻め>織田信長は淡輪に本陣を
  進め､中野城は織田方の誘降工作に応じて開城/決起の大将畠山貞政は逃亡
1577年3月20日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正5年3月1日|<雑賀総攻撃>織田信長,明智光秀･滝川一益･蜂屋
  頼隆･丹羽長秀･細川藤孝･筒井順慶らをやって,一揆の大将雑賀党鈴木孫一の居城を攻める
1577年3月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Manuel Corte Real｣
1577年3月21日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｱﾝｸﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Vasco Annes Corte Real2世｣(~1581.
  11死去)
1577年3月23日-01:00|ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ﾊﾞｰﾃﾞﾝ=ﾄﾞｩﾙﾗﾊ辺境伯｢ｶｰﾙ2世｣
1577年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾃﾞｨ･ﾊﾟｵﾛ･ﾃﾞｨ･ｼﾞｭﾘｱｰﾉ｣｢ｼﾞｵ･ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾃﾞｨ･ﾏ
  ｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1577年4月3日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正5年3月15日|<織田信長の雑賀攻め>鈴木孫一･土橋若大夫･粟
  村三郎大夫ら7人は連署して誓紙を差し出し降伏/信長は朱印状を出して赦免/織田信長は和泉佐野に砦を築き
  ､杉坊らに雑賀の定番を命じる
1577年4月4日-09:00|日本|静岡県富士宮市|天正5年3月16日|駿河国府中浅間社の造営完成
1577年4月5日-09:00|日本|山形県天童市|天正5年3月17日|<天童城の戦い>出羽の天童城で最上義光と天童頼貞･
  天童頼澄が戦い天童父子が勝利
1577年4月10日-09:00|日本|兵庫県たつの市|天正5年3月22日|宇喜多氏が播磨国境を越え､竜野城(赤松広秀)を
  攻撃
1577年4月14日-09:00|日本|京都府京都市|天正5年3月26日|陰陽師･勘解由小路在綱､土御門(久脩)に復姓し家督
  継承
1577年4月16日-09:00|日本|徳島県阿南市|天正5年3月28日|<荒田野合戦>三好長治､細川真之と阿波荒田野で戦
  い敗死
1577年4月18日-09:00|日本|徳島県三好市|天正5年4月|長宗我部元親､池田白地城(大西覚用)を攻略
1577年4月18日-09:00|日本|栃木県佐野市|天正5年4月|足利城の長尾顕長が免鳥城に攻め込み城を落としたが佐
  野宗綱によって奪い返された
1577年4月29日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正5年4月12日|宇喜多直家により日笠青山城が落城
1577年5月-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ﾊｻﾝ3世ﾊﾟｼｬ｣(1回目~1580年)
1577年5月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ率いるﾌﾗﾝｽ王軍､｢新教派｣の拠点ﾗ･ｼｬﾘﾃ･ｼｭｰﾙ･ﾛﾜｰﾙ-(ﾌﾗﾝｽ中
  央ﾌﾞｰﾙｼﾞｭの東方)を陥落させる
1577年5月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ暫定総督｢ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｵｿﾘｵ｣(~12.2)
1577年5月3日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督代行｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｵﾙﾃｨｽ･ﾃﾞ･ｻﾗﾃ･ｲ･ﾒﾝﾃﾞｨ
  ｴﾀ｣
1577年5月3日 04:00|ﾊﾟﾗｸﾞｱｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾇｴﾊﾞ･ｱﾝﾀﾞﾙｼｱ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾞﾗｲ｣(~15830320没)
1577年5月18日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正5年5月|<所領安堵>播磨国置塩城1万石｢赤松則房｣羽柴秀吉に降
  伏
1577年5月23日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正5年5月6日|天神山城主｢浦上宗景｣の嫡男与次郎､宇喜田直
  家により毒殺される
1577年5月31日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正5年5月14日|播磨国英賀に上陸した毛利軍が､御着城主小寺政職
  とその家老黒田官兵衛孝高の迎撃を受けて大敗
1577年6月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ率いるﾌﾗﾝｽ王軍､｢新教派｣の拠点ｲｿﾞﾜｰﾙ(ﾌﾗﾝｽ中南部)を陥落
  させる
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1577年6月2日 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｶﾚｰﾆｮ｣(~15790427没)
1577年6月2日-09:00|日本|石川県七尾市|天正5年5月16日|能登熊木城が長綱連に攻められ斎藤帯刀は降伏､七杉
  小伝次は自刃､三宝寺平四郎､内藤久弥は宝憧寺で誅殺された;その後長綱連は上杉家臣藍浦長門の守る能登富
  木城を攻め長門を自刃に追い込む
1577年6月4日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第85代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｱﾙｳﾞｨｰｾﾞ･ﾓﾁｪﾆｰｺﾞ1世｣
1577年6月9日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾌﾟﾗｲｱ･ﾄﾞﾅﾄﾘｱ長官｢Antao Martins da Camara｣
1577年6月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第86代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｳﾞｪﾆｴﾙ｣(~15780303死去
  )
1577年6月13日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<就任>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝大宰相｢ﾐﾙｻﾞ･ｻﾙﾏﾝ･ｼﾞｬﾋﾞﾘ｣(~15830514)
1577年6月16日-09:00|日本|  ||天正5年6月|反北条同盟成立(常陸の佐竹義重･宇都宮･那須･下総の結城晴朝ら
  が結束)
1577年6月16日-09:00|日本|  ||天正5年6月|北條氏政は安房国館山城主里見義弘と講和し､氏政の娘が里見義頼
  に嫁したが之れも一時の小康で両者が融和した事はなかった
1577年6月16日-09:00|日本|佐賀県西松浦郡有田町|天正5年6月|龍造寺が松浦氏の唐船城を攻撃､占領
1577年6月16日-09:00|日本|宮崎県串間市|天正5年6月|南の守りの要である櫛間城が島津忠長によって攻め落と
  された
1577年6月16日-09:00|日本|大分県大分市|天正5年6月1日|大友義統､豊後国作原八幡宮を造営
1577年6月20日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正5年6月5日|織田信長の命を受けて筒井順慶により多聞山城(大和
  国)4階櫓が破却される
1577年6月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<死去>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第16代ﾊﾝ｢ﾃﾞｳﾞﾚﾄ1世ｷﾞﾚｲ｣
1577年6月25日-02:00|ｳｸﾗｲﾅ|  |||<即位>ｸﾘﾐｱ･ﾊﾝ国第17代ﾊﾝ｢ﾒﾌﾒﾄ2世ｷﾞﾚｲ2世｣(~1584.5死去)
1577年7月4日-09:00|日本|宮崎県串間市|天正5年6月19日|伊東義祐と祐兵､櫛間に攻め入るが､島津側の援軍に
  敗れる
1577年7月5日-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1578年)
1577年7月5日-09:00|日本|長崎県大村市|天正5年6月20日|<萱瀬城の戦い>龍造寺隆信が南肥前へ侵攻し大村氏
  の萱瀬城を攻撃､大村純忠を降伏させる
1577年7月7日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正5年6月22日|織田信長､13ヶ条の定書を発布し安土城下を楽市
  とする
1577年7月9日-01:00|ﾉﾙｳｪｰ/ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||<就任>ﾉﾙｳｪｰ総督｢ﾙﾄﾞｳﾞｨｸﾞ･ﾑﾝｸ･ﾃｨﾙ･ﾉｰﾙﾝﾄﾞ｣(~15830430)
1577年7月16日-09:00|日本|千葉県|天正5年7月|<房相一和>北条氏政が東上総へ侵攻､北条氏規が海路から西上
  総へ上陸､里見領を侵攻.里見義弘が降伏､里見家と同盟が結ばれる/真里谷は里見領､その北の池和田は北条領
  となる/また氏政の娘 鶴姫(龍寿院)が里見義弘の嫡男里見義頼に嫁ぎ､里見家と婚姻関係となる
1577年7月30日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾄﾙｺ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ｵｽﾏﾝ･ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ条約が調印される
1577年8月1日-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ﾖｰﾗﾝ･ﾆﾙｿﾝ･ﾎﾞｲｴ ｱﾌ･ｹﾞﾝﾈｽ｣(1回目~1579年
  )
1577年8月2日-09:00|日本|石川県鳳珠郡穴水町|天正5年7月18日|長綱連が穴水城を攻めると､上杉家の重臣･能
  登甲山城の平子和泉は､轡田肥後･唐人式部を穴水城救援に向かわせたが､これを長連龍が水軍を率いて迎撃し
  ､乙ヶ崎合戦で大勝し､轡田肥後･唐人式部･板倉伝右衛門(後に大聖寺城において討死)は船に乗り遅れ泳いで
  穴水城に逃げ込んだ
1577年8月3日-02:00|ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||ﾌｨﾝﾗﾝﾄﾞ大公をｽｳｪｰﾃﾞﾝ王が兼ねる(~18090106)
1577年8月7日-09:00|日本|石川県七尾市|天正5年7月23日|<死去>能登国主｢(能登七尾畠山氏第12代当主)畠山春
  王丸｣病死滅亡
1577年8月14日-09:00|日本|石川県七尾市|天正5年閏7月|<第2次七尾城の戦い>謙信は再び能登に出陣/続連は､
  奪い返した各地の城を放棄して全兵力を以って七尾城に籠もった/七尾城で慌てて再び籠城戦の準備がなされ
  ていたとき､穴水城の長沢光国と甲山城の轡田肥後が七尾に攻め寄せたが､逆に敗退
1577年8月14日-09:00|日本|広島県廿日市市|天正5年閏7月|毛利輝元･吉川元春･小早川隆景,大檀那として,厳島
  社の輪蔵1宇を再興
1577年8月15日-09:00|日本|福島県白河市|天正5年閏7月2日|<白川城合戦>芦名氏の支援を受けた白河結城義親
  が佐竹義重勢を撃破/佐竹義重は白河城を出て赤館･寺山両城に退いた
1577年8月18日-09:00|日本|茨城県結城市|天正5年閏7月5日|北條氏政は下総国結城城主結城中務大輔晴朝を攻
  め破って降伏せしめ之れを攻略
1577年8月22日-09:00|日本|茨城県結城郡|天正5年閏7月9日|<結城城合戦>(5日~)結城晴朝､北条軍先鋒に城外で
  打ち破られ数百人が死傷する被害を出したが撃退
1577年9月2日-09:00|日本|茨城県常総市|天正5年閏7月20日|飯見大膳は鶴料理に事を寄せ､主君下総国豊田城主
  豊田安芸守四郎治親(初名政高)を自宅に招き､酒宴の最中之れを殺害して多賀谷重経に降参したが重経は之れ
  を許さず､主殺しの罪人として捕え縛首に処刑し､多賀谷重経は豊田､石毛の両城を攻略し豊田氏は赤須將基よ
  り二十代にして滅亡
1577年9月2日-09:00|日本|香川県仲多度郡多度津町|天正5年閏7月20日|<元吉城合戦>毛利軍,讃岐国元吉城を攻
  略/長宗我部元親の兵が毛利輝元の党讃岐元吉城の三好遠江を攻め,小早川隆景等が元親の兵を破る
1577年9月4日-09:00|日本|奈良県奈良市|天正5年閏7月22日|多聞山城(大和国)の破却が概ね完了
1577年9月12日-09:00|日本|宮崎県宮崎市|天正5年8月|<交替>日向佐土原領主｢伊東義祐｣隠居⇒嫡孫の｢伊東義
  賢｣一時的に日向国から退去
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1577年9月13日-09:00|日本|熊本県山鹿市|天正5年8月2日|肥後･龍造寺軍､隈部親永の要請により､山鹿郡長坂城
  (赤星氏)を攻略
1577年9月17日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽでﾍﾞﾙｼﾞｭﾗｯｸ和約が結ばれて第6次ﾕｸﾞﾉｰ戦争が終わる
1577年9月18日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世｢ﾎﾟﾜﾃｨｴ勅令｣を発布①｢新教派｣の信仰の自由が認められるのは､
  ﾊﾞｲｲ管区ごと1都市のみとする｡｢8安全保障都市｣が認められるのは6年間のみとする
1577年9月19日-09:00|日本|石川県|天正5年8月8日|織田信長､柴田勝家を総大将として先陣に佐久間盛政､佐々
  成政､滝川一益ら尾張衆､これに続き氏家直昌､不破光治､金森長近､斎藤長龍ら､さらには前田利家と羽柴秀吉
  が後軍となり､北国軍(上杉謙信への備え)を編成して加賀へ進攻
1577年9月21日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正5年8月10日|宇喜多直家､天神山城｢浦上宗景｣を攻略
1577年9月25日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾍﾞﾘｰ公｢ﾌﾗﾝｿﾜ｣ｱﾝｼﾞｭｰ公(~15840610死去)ｱﾝﾘ2世の四男
1577年9月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾜﾗｷｱ総督･領主｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ2世ﾐｰｼｬ｣
1577年9月27日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾜﾗｷｱ公国摂政｢ｷｬｽﾘｰﾝ･ｻﾙｳﾞｧﾚｯｿ｣(~1583年)
1577年9月27日-09:00|日本|和歌山県海南市|天正5年8月16日|井ﾉ松原において鈴木孫一らの雑賀衆は日高郡の
  国人･地侍の応援を得て南郷の土豪稲井秀次･岡本弥助らと戦い､これを撃破/信長は佐久間信盛父子を大将に7
  0,000～80,000人の軍勢を動員して再び雑賀を攻めたが､制圧に失敗
1577年9月28日-09:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正5年8月17日|<末森城合戦>上杉軍､畠山方の末森城攻
  略し能登を平定
1577年9月28日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|天正5年8月17日|松永久秀･松永久通､天王寺砦を引き払い大和
  信貴山城に立て籠もり､織田信長に謀反
1577年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾏｯﾃｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｳﾞｨﾝﾁｪﾝﾂｫ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1577年10月3日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ|  |||彗星が現れﾃｨｺ･ﾌﾞﾗｰｴが距離を測定
1577年10月6日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正5年8月25日|武田勝頼兵2万で横須賀に出陣/徳川家康は信康と共
  に出陣してこれを撃破
1577年10月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｳﾞｨｾﾞｳ公｢ﾏﾘｱ｣
1577年10月12日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正5年9月|<失領>備前天神山領主｢浦上宗景｣宇喜多直家に
  追放される
1577年10月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ﾊﾞﾁｽﾀ･ｼﾞｪﾝﾃｨﾚ･ﾋﾟｸﾞﾉﾛ｣(~15791019)
1577年10月24日-09:00|日本|広島県三原市|天正5年9月13日|井上春忠,大檀那として,賀茂郡和木に八幡宮社殿
  を再興
1577年10月26日-09:00|日本|石川県七尾市|天正5年9月15日|<第2次七尾城の戦い>遊佐続光､仲間の温井景隆や
  三宅長盛兄弟らは上杉謙信に内応,十五夜の月の日に七尾城内で反乱を起こし､城門を開けて上杉軍を招き入
  れた/長続連とその子･長綱連､さらに綱連の弟･長則直や綱連の子･竹松丸と弥九郎ら長一族100余人はことご
  とく討たれた/七尾城は謙信の手に落ち能登も完全に謙信の支配下に入った
1577年10月28日-09:00|日本|石川県羽咋郡宝達志水町|天正5年9月17日|上杉謙信は加賀と能登間に立地する長
  続連･畠山綱連軍の末森城を攻略し､山浦国清と斎藤朝信を配した/七尾畠山氏は滅亡
1577年11月2日-09:00|日本|千葉県長生郡睦沢町|天正5年9月22日|<勝見城合戦>北条軍が勝見城攻略
1577年11月3日-09:00|日本|石川県白山市|天正5年9月23日|<手取川の戦い>加賀国の手取川において上杉謙信軍
  が柴田勝家率いる織田信長軍を撃破/織田軍は､鯰江貞利をはじめ1000人余りの戦死傷者､さらに増水した手取
  川で多数の溺死者を出す大敗
1577年11月5日-09:00|日本|石川県鳳珠郡能登町|天正5年9月25日|能登珠洲郡の松波城将の松波義親､長沢光国
  率いる上杉謙信軍に包囲されて寡兵にて戦うも敗れ自害,松波城は落城後廃城
1577年11月9日-09:00|日本|  ||天正5年9月29日|西空に彗星が現れる
1577年11月9日-09:00|日本|京都府京都市中京区|天正5年9月29日|<二条御新造竣工>信長の二条新第竣工.信長
  政権の京都の政庁となる
1577年11月10日-09:00|日本|奈良県香芝市|天正5年10月1日|細川藤孝･明智光秀･筒井順慶ら､大和国片岡城の森
  秀光(松永被官)を攻略し敗死させる
1577年11月10日-09:00|日本|奈良県天理市|天正5年10月1日|調略により柳本城の落城,松永金吾は柳本城外で戦
  死
1577年11月12日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|天正5年10月3日|織田信忠率いる織田勢(佐久間･羽柴･明智な
  ど)が大和信貴山城(松永久秀が織田信長に叛旗を翻し籠城中)を攻囲､城下へ火を放ってことごとくを灰にし
  た
1577年11月14日-09:00|日本|京都府京都市|天正5年10月5日|永原の佐久間与六郎盛明の元にいた松永久秀の二
  子を京都六條河原に處刑
1577年11月18日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ対立総督｢ｲｰｱﾝ4世ﾎｰｽｼｭｰ｣(~12.31)
1577年11月19日-09:00|日本|奈良県生駒郡平群町|天正5年10月10日|<信貴山城の戦い>織田信忠の許可を得て筒
  井順慶は前線に立ち､鬨の声を上げ攻め上がった/松永軍は弓と鉄砲で抵抗､門からも討ってでたりし筒井隊は
  一度は押し返された/森好久が率いる鉄砲衆200名が反乱を起こし天守に近い三の丸付近から一斉に火の手が
  上がった/松永久秀(68歳)･久通(35歳)父子は自害/信貴山城の四層の天守櫓は､この時に炎上
1577年11月24日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<死去>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ｲｽﾏｰｲｰﾙ2世｣(誕生155年)
1577年11月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ﾌｪﾘﾊﾟ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ｣
1577年11月25日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾗｸﾞｱ公｢ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ･ｺﾛﾝ･ﾃﾞ･ｶﾙﾄﾞﾅ｣(~1583年)
1577年11月29日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正5年10月20日|小山城に入っていた武田勝頼が大井川を越
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  えて撤退
1577年12月1日-09:00|日本|静岡県袋井市|天正5年10月22日|馬伏塚城に布陣していた家康も撤退
1577年12月2日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正5年10月23日|羽柴秀吉が中国攻略のため京都を進発｡その後､播
  州に入り､黒田孝高(御着城の小寺政職の家老)から姫路城を譲られる
1577年12月3日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾗ･ｲ･ｱﾗｺﾞﾝ｣(1回目
  ~15780915)
1577年12月8日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天正5年10月29日|<籾井城合戦>織田軍明智光秀･細川藤孝が籾井
  綱重の嫡男･福泉綱利が城主の安田城(籾井城)攻略,籾井綱利､自害/<安口城合戦>織田軍､籾井綱重の次男･籾
  井綱正の守る安口城攻略,籾井綱重､敗走
1577年12月10日-09:00|日本|  ||天正5年11月|常陸の佐竹氏と陸奥の芦名氏が和睦
1577年12月10日-09:00|日本|千葉県君津市|天正5年11月|北條氏政が上総国の三船表に於て里見義弘と戰ったが
  敗北､帰国途中､常陸国筑波郡小田城主梶原美濃守景国を攻めるが抜けず筑波辺りに放火して引き払い筑波の
  知足院などが焼失
1577年12月10日-09:00|日本|兵庫県朝来市|天正5年11月1日|<岩洲城の戦い>羽柴秀長が南但馬岩州城攻め落と
  す
1577年12月13日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ船長が世界周航に出発(-1580)
1577年12月13日-09:00|日本|兵庫県朝来市|天正5年11月4日|<竹田城の戦い>(2日~)羽柴秀長が南但馬竹田城を
  攻め落とす/羽柴秀長を竹田城に入れる
1577年12月15日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正5年11月6日|<第二次木津川口海戦>毛利水軍は600余艘を繰り出
  して再び木津川河口に現れた/信長軍は九鬼嘉隆の大船を中心として立ち向かったが､毛利水軍はまたも焙烙
  火矢で攻撃を繰り返した/嘉隆は淡輪での戦いと同様に､大船を相手の大将が乗っていると思われる舟に近づ
  けては大砲を打ち込んで撃沈するという方法で相手を打ち崩し､ついには毛利水軍の舟数百艘を木津沖に追い
  返すことに成功
1577年12月26日-09:00|日本|徳島県海部郡海陽町|天正5年11月17日|<阿波海部城合戦>長曾我部元親､海部友光
  に勝利
1578年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<死去>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Datu Bangkaya｣
1578年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾓﾙｯｶ諸島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ司令官｢Diogo de Azambuja｣(1期目~1582.10)
1578年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ﾊﾞｶﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢Dom Henrique｣(~1581年)
1578年-08:00|ﾓﾝｺﾞﾙ|  |||ﾓﾝｺﾞﾙのｱﾙﾀﾝがﾗﾏ教に帰依し､ﾀﾞﾗｲﾗﾏの称号を授与
1578年-07:00|ﾀｲ|  |||<即位>ﾏﾝﾗｰｲ朝ﾗｰﾝﾅｰ王ﾉｰﾔﾀｰﾐﾝｿｰ(~1607年)
1578年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾁｬｰﾏ･ﾗｰｼﾞｬ5世｣
1578年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾏｲｿｰﾙ王国(ｵﾃﾞﾔ朝)国王｢ﾗｰｼﾞｬ･ｵﾃﾞﾔ1世｣(~16170620死去)
1578年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ|  |||<復位>ｶﾙﾄﾘ王｢ｼﾓﾝ1世｣(~1599年)
1578年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｱﾌﾞﾊｼﾞｱはｵｽﾏﾝ帝国のｽﾌﾐ部(名目上は1767年から)/ｸﾞﾘｱ公国､ﾐﾝｸﾞﾚﾘｱはｵｽﾏﾝ帝
  国の宗主国下(名目上1767年から)
1578年-04:00|ｼﾞｮｰｼﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ｶﾙﾄﾘ､ｶﾍﾃｨはｵｽﾏﾝ帝国の家臣(⇒1590年にﾍﾟﾙｼｬに割譲~1604年);ｲﾒﾚﾃｨはｵｽﾏﾝ帝
  国の家臣
1578年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ｴﾙﾓﾗｵ･ﾃｨｴﾎﾟﾛ｣(~1580年)
1578年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ﾄﾘﾎﾟﾘﾀﾆｱ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲﾚﾘ｢ﾊｲﾀﾞﾙ･ﾊﾟｼｬ｣(2回目~1584年)
1578年-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｾｳﾀ提督｢Dionisio Pereira｣(~1580年)
1578年-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国元首ﾆｺﾛ･ﾀﾞ･ﾎﾟﾝﾃ就任(-1585)
1578年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾄﾙｺ人がﾍﾞﾝｶﾞｼﾞに侵入し､ﾄﾘﾎﾟﾘから支配
1578年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国で最高裁判所が設置
1578年 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ暫定首長｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾀﾞ･ｼﾙｳﾞｧ｣(2回目~9月)
1578年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾃｨｴﾝｿ｣(~1579年没)
1578年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ｶﾞﾌﾞﾘｴﾙ･ﾃﾞ･ﾛｱﾙﾃ｣
1578年 05:00|ｼﾞｬﾏｲｶ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｻﾝﾃｨｱｺﾞ総督｢ﾙｰｶｽ･ﾃﾞﾙ･ﾊﾞｼﾞｪ･ｱﾙﾊﾞﾗｰﾄﾞ｣(1回目~1582年)
1578年 06:00|ｶﾅﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾌﾗﾝｽ領ｶﾅﾀﾞ副王｢ﾄﾛｲﾕ･ﾃﾞ･ﾒｽｸﾞｴ｣(~1601年)
1578年 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ|  |||ﾎﾝﾃﾞｭﾗｽ南東部山岳地帯に金鉱発見
1578年1月5日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正5年11月27日|<福原城合戦>黒田孝高･竹中半兵衛により宇
  喜多方の福原城(城主福原助就)が落城/羽柴秀吉は福原城の城兵250を切り捨てる
1578年1月6日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<設立>ﾃｨﾄﾞﾚ島ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ植民地(~1605.5)
1578年1月6日-09:00|日本|愛知県新城市|天正5年11月28日|大中戸用慶ら､三河国黒田の諏訪社社殿を建立
1578年1月8日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正5年12月1日|黒田官兵衞孝高が播磨佐用郡佐用城を陥し､城
  主福原馬允則尚が高尾山圓福寺で自刃
1578年1月9日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正5年12月2日|未明､播磨上月城の城内から全兵力が突出して
  血戦/敵味方の死傷者合わせて千に及ぶ
1578年1月10日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正5年12月3日|<上月城合戦>織田軍羽柴秀吉､赤松政範の播
  磨国七条城(上月城)を攻略し尼子勝久･山中幸盛に守備させる/政範はこの戦いで自害し､家老の高島正澄は殉
  死した｡秀吉は城兵の降伏を許さず､ことごとく首をはね､城内の子供も処刑した
1578年1月12日-09:00|日本|兵庫県たつの市|天正5年12月5日|<龍野城合戦>織田軍羽柴秀吉の軍勢が播磨･播磨
  龍野城(赤松広秀)攻略
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1578年1月14日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正5年12月7日|羽柴秀吉､備前国宇喜多氏の播磨国七条城(上
  月城)を攻略し尼子勝久･山中幸盛に守備させる
1578年1月14日-09:00|日本|宮崎県小林市|天正5年12月7日|伊東方の野尻城が島津家へ寝返る
1578年1月15日-09:00|日本|宮崎県小林市|天正5年12月8日|島津軍､日向･戸崎城を攻め､城主漆野豊前､城を放棄
1578年1月16日-09:00|日本|宮崎県小林市|天正5年12月9日|福永丹後守らの内応により野尻､戸崎､紙屋､富田の
  諸城が陥落､伊東義祐は大友家を頼って豊後に逃走
1578年1月16日-09:00|日本|宮崎県日南市|天正5年12月9日|日向･島津義久･義弘､飫肥城を攻略
1578年1月20日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾏﾃｨｱｽ･ｴﾙﾂﾍﾙﾂｫｰｸ･ﾌｫﾝ･ｵｽﾃﾙﾗｲﾋ｣(~15800315)
1578年1月20日-09:00|日本|宮崎県|天正5年12月13日|伊東義祐､祖母ヶ谷に到着/この日､一族の伊東大炊助､島
  津氏に攻められ自刃/この頃､三納地頭飯田肥前も島津側にとらえられ自刃
1578年1月31日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||ﾄﾞﾝ･ﾌｧﾝが､ﾊﾟﾙﾏ公ﾌｧﾙﾈｰｾﾞの援軍を得てﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ軍をｶﾞﾝﾌﾞｰﾙの戦いで破る
1578年2月4日 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｸﾞｱﾃﾏﾗ総督･総司令官･大統領｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｶﾞﾙｼｱ･ﾃﾞ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾙ
  ﾃﾞ｣(~15890721没)
1578年2月6日-09:00|日本|愛知県常滑市|天正5年12月30日|尾張国熊野村新熊野社の社殿が再建される
1578年2月7日-09:00|日本|秋田県仙北市|天正6年|<交替>出羽角館領主｢戸沢盛重｣⇒｢戸沢盛安｣(⇒天正18(1590
  )年3月10日､44300石安堵~天正18年6月6日(15900707)死去)
1578年2月7日-08:00|中国|  ||明･万暦6年|李時珍の薬典｢本草綱目｣52巻完成(1590年刊行開始､1596年完結)
1578年2月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越黎朝･光興1年|大越後黎朝4代･世宗が光興と改元(-1599)
1578年2月7日-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  ||大越莫朝･延成|大越莫朝の英宗･莫茂洽が延成と改元(~15860217)
1578年2月7日-09:00|日本|徳島県|天正6年1月|<就任>阿波･讃岐二ｹ国領主｢十河存保｣(三好長治の弟)阿波勝瑞
  城入り(~天正12(1584)年6月失領)
1578年2月7日-09:00|日本|福島県南相馬市|天正6年1月|<交替>陸奥小高領主｢相馬盛胤｣隠居⇒嫡男の｢相馬義胤
  ｣(⇒天正18(1590)年12月7日48000石安堵)
1578年2月8日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正6年1月2日|日向松尾城主土持親成が島津氏に帰順を申し出て了承
  される
1578年2月9日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ対立総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世ﾎｰｽｼｭｰ｣(~3.13没)
1578年2月11日-03:30|ｲﾗﾝ|  |||<即位>ｻﾌｧｳﾞｨｰ朝ｼｬｰ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ﾎﾀﾞｰﾊﾞﾝﾃﾞ｣(~15871001退位~1595年死去)
1578年2月12日-09:00|日本|奈良県天理市|天正6年1月6日|<破却>｢龍王山城｣(奈良県天理市柳本町(北側の城)藤
  井町(南側の城))松永久秀が滅び無主となった
1578年2月20日-09:00|日本|奈良県|天正6年1月14日|筒井順慶､箸尾為綱と和解
1578年2月21日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<就任>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾐｶｴﾙ･ｼﾞｪﾛﾆ･ﾓﾚﾙ｣(~15790823)
1578年3月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽのﾄﾞﾚｲｸ艦隊がｽﾍﾟｲﾝのｶﾞﾚｵﾝ船を襲撃
1578年3月3日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第86代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱｰﾉ･ｳﾞｪﾆｴﾙ｣
1578年3月7日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正6年1月29日|近江国安土の弓衆福田与一宿より出火/織田信長
  ､尾張国に妻子を置く弓衆の私宅を放火･破却
1578年3月9日-09:00|日本|徳島県三好市|天正6年2月|長宗我部元親､阿波･白地城(大西覚用)を攻略
1578年3月9日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年2月上旬|宇喜多直家､5千の兵力を上月城(城兵は5百程
  度)に投入し､攻撃/尼子勢(尼子勝久､山中鹿介ら)は羽柴秀吉の命により上月城を捨て､退却/宇喜多直家､上月
  村出身の上月一郎景貞を在番とし､城兵2千を預ける
1578年3月11日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱ共和国第87代ﾄﾞｰｼﾞｪ(元首)｢ﾆｺﾛ･ﾀﾞ･ﾎﾟﾝﾃ｣(~15850730死去)
1578年3月11日-09:00|日本|滋賀県高島市|天正6年2月3日|<交替>近江高島(新庄城)｢磯野員昌｣(織田家臣)上意
  に背き､処罰を怖れて逐電⇒<拝領>甥の｢織田信澄｣(信長の弟織田信行の長男⇒同年大溝城築城移転)
1578年3月11日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正6年2月3日|樺ﾉ沢城が上杉景勝方に陥落/北条方は小田原へ帰
  陣
1578年3月12日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ王ｼﾞｪｰﾑｽﾞ6世が親政を開始
1578年3月12日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正6年2月4日|土主彦五郎･宮下五郎衛門､三河国中当村鎮守社を再
  建
1578年3月13日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<死去>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ対立総督｢ｱﾚｸｻﾝﾄﾞﾙ5世ﾎｰｽｼｭｰ｣
1578年3月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Manuel da Camara｣
1578年3月13日 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾐｹﾞﾙ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Rui Goncalves da Camara3世｣(~16
  01年死去)
1578年3月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｸﾞﾗﾐｽ卿ｼﾞｮﾝ･ﾘﾖﾝ｣
1578年3月28日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正6年2月20日|松井久助夫婦､三河国高蔵村八幡社の社殿を建立
1578年3月29日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｻﾙ伯ｼﾞｮﾝ･ｽﾁｭｱｰﾄ｣(~15790424死去)
1578年3月30日-09:00|日本|宮崎県|天正6年2月22日|米良四郎右衛門尉､伊東残存勢力を率いて県土持氏を破る
1578年3月31日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正6年2月23日|<三木合戦>別所長治が播磨三木城で謀反､織田陣営
  から離反/東播磨の諸豪族の大半がこれに同調し､別所氏の本拠･三木城の7500を中心に籠城戦の構えを取る
1578年4月 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院暫定総督･長官｢ﾌｱﾝ･ﾛﾍﾟｽ･ﾃﾞ･ｾﾍﾟﾀﾞ｣(~1580年)
1578年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｲｯﾎﾟﾘﾄ･ｺﾞﾝﾍﾞﾙﾃｨｰﾆ｣｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣
1578年4月7日-09:00|日本|佐賀県|天正6年3月|肥前･有馬晴信､龍造寺隆信に降伏
1578年4月7日-09:00|日本|佐賀県鹿島市|天正6年3月|肥前佐嘉領主｢龍造寺隆信｣は有馬鎮純の松岡城を降して
  肥前の統一を完成
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1578年4月9日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正6年3月3日|長倉勘解由左衛門残兵を集め､石城を占拠
1578年4月12日 03:00|ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ﾌﾞﾗｼﾞﾙ総督｢ﾛｳﾚﾝｿ･ﾀﾞ･ｳﾞｪｲｶﾞ｣(~15810617没)
1578年4月15日-09:00|日本|静岡県藤枝市|天正6年3月9日|松平家忠､大井川を渡河し武田側の駿河国田中城を攻
  めて外曲輪を破った
1578年4月15日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正6年3月9日|<死去>丹波黒井城主･萩野(赤井)直正(49)黒井城内で
  病死
1578年4月16日-08:00|ﾌﾞﾙﾈｲ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾌｨﾘﾋﾟﾝのﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｻﾝﾃﾞ･ﾋﾟｺﾝ総督の下でｽﾍﾟｲﾝがﾌﾞﾙﾈｲの首都を占領(
  ~15780626)
1578年4月19日-09:00|日本|新潟県|天正6年3月13日|<死去>関東管領｢上杉謙信｣春日山城にて(享年49)/9日に倒
  れてからの昏睡状態により､死因は脳溢血との見方が強い
1578年4月20日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年3月14日|<御館の乱>上杉景勝､上杉家部将柿崎晴家(景虎派)
  を謀殺
1578年4月21日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年3月15日|<御館の乱>上杉景勝が､上杉謙信の遺言と称して､春
  日山城の実城(本丸)､金蔵､兵器蔵を占拠
1578年4月25日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正6年3月19日|穴山信君が小山城で徳川勢を撃退
1578年4月27日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年3月下旬|羽柴秀吉が上月城を再び攻撃し宇喜多直家か
  ら奪還/再び尼子勝久､山中鹿介らが入城
1578年5月7日-09:00|日本|香川県観音寺市|天正6年夏|土佐の長宗我部元親勢が讃岐藤目城(斎藤師郷)を攻め落
  とす
1578年5月7日-09:00|日本|香川県三豊市|天正6年夏|土佐の長宗我部元親勢が讃岐本篠城(財田常久)を攻め落と
  す
1578年5月7日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年4月1日|別所軍が近辺の細川庄領主の下冷泉家当主冷泉為純
  ･為勝父子と別府城の別所重棟を攻撃/黒田官兵衛が迎え撃ち為純父子は討死,重棟は撃退
1578年5月10日-09:00|日本|京都府京都市|天正6年4月4日|<退任>関白｢二条晴良｣
1578年5月11日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正6年4月5日|<本願寺の戦い>織田信忠が信雄(北畠信意)･信
  孝(神戸三七郎)･信包(信長の弟)･信澄､滝川一益･明智光秀･蜂屋頼隆､丹羽長秀らを率いて石山本願寺へ侵攻
  するが､戦闘はなく撤退
1578年5月12日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年4月6日|<野口城の戦い>(3日~)羽柴秀吉は播磨三木城支城
  の野口城をを攻め､長井四郎左衛門を降ろす
1578年5月13日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正6年4月7日|大友軍､日向に入り､｢社ｹ原｣に布陣する/ｷﾘｽﾄ教によ
  る理想国建設をめざしていた大友軍が縣領内の神社仏閣をことごとく焼き払ったため､寺社建築･仏像･古文書
  など宮崎県北の文化財がことごとく破壊･破脚される
1578年5月16日-09:00|日本|京都府南丹市|天正6年4月10日|<園部城合戦>滝川･明智･丹羽の三将が丹波へ遣わさ
  れ､敵方の荒木氏綱の居城園部城を取り囲んだ/三将は城の水の手を断って攻め上げ､窮した荒木は降伏開城/
  後には明智光秀の軍勢が入れ置かれた
1578年5月16日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天正6年4月10日|<細工所城の戦い>明智光秀･細川藤孝が滝川一
  益･丹羽長秀の援軍と共に波多野氏与党荒木氏綱の守る細工所城を落とす
1578年5月16日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正6年4月10日|<松尾城の戦い>大友義統日向征討軍の佐伯宗天､志
  賀親敦ら､土持親成の縣松尾城を攻略し､土持氏滅亡
1578年5月21日-09:00|日本|兵庫県加古郡播磨町|天正6年4月15日|毛利輝元､播磨に侵攻<西播磨侵攻>
1578年5月24日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正6年4月18日|佐竹義重が下野国壬生城主壬生義雄を攻め
  北條氏政と対戰
1578年5月24日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年4月18日|<第二次上月城の戦い>吉川元春･小早川隆景
  の毛利軍が尼子勝久の播磨上月城を包囲攻撃開始/上月城を守るのは尼子勝久を総大将とする山中幸盛･尼子
  氏久･尼子通久･神西元通らの手勢2300～3000にすぎなかった
1578年5月24日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正6年4月18日|<水生古城合戦>山名残党の垣屋豊続､太田垣､八木ら
  が毛利氏からの援兵と共に水生古城で織田方と合戦して勝利
1578年5月27日-09:00|日本|愛知県豊田市|天正6年4月21日|中条秀清､三河国猿投社の社殿を再興
1578年6月-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ/ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝがﾓﾛ族掃討の征服戦争を開始
1578年6月2日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃﾞ･ﾅﾙﾊﾞｴｽ｣(~157
  90619没)
1578年6月6日-09:00|日本|和歌山県和歌山市|天正6年5月|<第一次太田城合戦>雑賀荘･十ヶ郷に中郷･南郷の兵
  も加わって宮郷の太田城を1か月にわたり包囲攻撃したが､落城には至らなかった/宮郷はその後､本願寺に謝
  罪して赦免を受けている
1578年6月8日-09:00|日本|茨城県結城市|天正6年5月3日|北条氏政､下総結城/山川近辺を攻める
1578年6月8日-09:00|日本|東京都豊島区|天正6年5月3日|<建立>法明寺鬼子母神[豊島区]
1578年6月10日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年5月5日|<御館の乱>上杉景勝勢と景虎勢､春日山城下で戦闘を
  開始
1578年6月16日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正6年5月11日|宇和郡高森城主鍛冶屋中務丞ら居城を奪還
1578年6月18日-09:00|日本|京都府京都市|天正6年5月13日|11日よりの大雨で洪水/鴨川･白川･桂川が氾濫し､京
  市中に水があふれる/溺死者多数/四条橋も流失
1578年6月18日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年5月13日|<御館の乱>夜半､上杉景虎(謙信の養子で､北条氏康
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  の七男)は身の危険を感じて春日山城を脱し､府内の御館に逃れて対抗
1578年6月21日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年5月16日|<御館の乱>上杉景虎(謙信の養子で､北条氏康の七男
  )方の東条佐渡守(三条町奉行)が､春日山城下の春日町に火をかけ､約3000軒を焼き払う
1578年6月22日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年5月17日|上杉景虎勢が春日山城を奪い取ろうとするが失敗
1578年6月25日-09:00|日本|茨城県結城市|天正6年5月20日|北条氏政､下総･山川城を攻め､生城とする
1578年6月25日-09:00|日本|千葉県君津市|天正6年5月20日|<死去>安房国大名｢里見義弘｣(49:上総久留里城主)
  ⇒子の｢里見義重｣が継ぐ(~天正8(1580)年4月解任)
1578年6月26日-09:00|日本|新潟県長岡市|天正6年5月21日|栃尾城主本庄秀綱､軍を起こす
1578年6月26日-09:00|日本|新潟県妙高市|天正6年5月21日|鮫ｹ尾城主堀江宗親､軍を起こす
1578年7月3日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年5月28日|毛利勢小早川隆景が上月城南の大亀山に大筒
  を据え､辰の刻(午前8時頃)から上月城に向けて発砲/尼子方の吉田三左衛門は弾丸が命中して惨死.城内の士
  気低下
1578年7月5日-09:00|日本|長野県飯山市|天正6年6月|武田勝頼が北信濃長沼城へ入り､飯山城を押さえる(これ
  により残っていた北信濃を武田領とし､信濃全域を支配下に置く)
1578年7月5日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年6月初旬|尼子勝久勢の進藤甚助､力石小六ら､大亀山に
  忍び込み大砲奪取に成功したものの､途中毛利勢に発見され､上月城内に持ち替えることはできなかったが､谷
  底に大砲を落として､上月城への攻撃を回避することに成功
1578年7月14日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年6月10日|上杉景勝方の武将上野九郎兵衛尉が篠宮出羽守が守
  る猿毛城を攻略
1578年7月15日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正6年6月11日|河田重親(景虎派)､沼田城を奪取し北条氏に呼応
1578年7月15日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年6月11日|<居多浜合戦>上杉景勝方と上杉景虎方(謙信の養子
  で､北条氏康の七男)が､越後国大場･居多ヶ浜､府内(上越市五智地区)で衝突/景勝方は御館の南方の応化の橋
  まで約6000軒を焼き払う/上杉家部将の上杉景信(景虎派)､討死
1578年7月17日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年6月13日|上杉景勝勢が､御館周辺を焼き払う
1578年7月25日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正6年6月21日|北条氏邦､猿ｹ京の宮野城を落とし､越後
  に進攻
1578年7月25日-09:00|日本|兵庫県たつの市|天正6年6月21日|毛利勢の吉川元長､杉原盛重､天野隆重らが熊見川
  を渡って高倉山の麓に向かい織田方の陣地を攻撃/羽柴秀吉を始め織田方は積極的に応戦せず/杉原盛重他毛
  利勢が伏兵を熊見川の川べりに配置し､鉄砲を打ち掛け､切り込む.高倉山本陣からは中村孫平次･神子田判左
  衛門ら2千の兵が逆襲/杉原勢の苦戦を見た毛利方南条伯耆守･小鴨左衛門進が援護に駆けつけ､吉川元長も手
  兵を率いて来着し､両軍衝突/高倉山の織田勢からは更に大谷吉継らが4千の兵を率いて毛利勢の前方に展開し
  ､両軍が槍衾を作って睨み合い/吉川元春は部将児玉小次郎元兼率いる鉄砲隊3百を投入,毛利勢が優位にたち､
  羽柴秀吉は織田勢に撤退を命じる/織田勢は慎重に退却するも､毛利勢の攻勢を受け､かなりの損害を受ける
1578年7月30日-09:00|日本|和歌山県|天正6年6月26日|<淡輪沖海戦>九鬼嘉隆､新造の鉄船を率いて紀伊国熊野
  浦に出撃し紀伊国雑賀一揆･淡輪一揆を撃破
1578年7月31日-09:00|日本|京都府南丹市|天正6年6月27日|明智光秀の第二次攻撃で八木城落城
1578年7月31日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年6月27日|中将信忠殿の軍勢が神吉城を取り囲み､城北から
  城東の山へかけて信忠殿･織田信孝･林秀貞･細川藤孝･佐久間信盛らが前後左右に段を連ねて布陣/志方城に対
  しては織田信雄が攻囲の陣を据え､同時に丹羽長秀･若狭衆が城西の山に陣を布いて敵に備えた/これらの備え
  手を除く滝川･稲葉･蜂屋･筒井･武藤･明智･安藤･氏家･荒木の諸勢は､神吉城めがけ怒涛のごとく押し寄せ,外
  構えを攻め破って城を裸城にし､そのまま本城の堀を越えて城壁を突き崩し､数刻にわたって猛攻を加えた/織
  田勢は一気に城を抜くことは難しいと考え､その日は一旦攻撃の手を緩めた
1578年8月2日-09:00|日本|  ||天正6年6月29日|武田勝頼､上杉景勝と和議を結ぶ.甲越同盟が成立/同盟の条件
  として東上野への攻略の承認と北信濃を武田へ譲渡させる
1578年8月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<死去>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾞｰ･ﾏﾙﾜﾝ･ｱﾌﾞﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾘｸ1世｣
1578年8月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ1世待望王､騎士王｣
1578年8月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｾﾊﾞｽﾃｨｱﾝ｣ﾓﾛｯｺのｱﾙｶｾﾙ･ｷﾋﾞｰﾙでｻｰﾄﾞ朝ｽﾙﾀﾝ軍と戦い
  戦死
1578年8月4日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<即位>ｻｱﾄﾞ朝ｽﾙﾀｰﾝ｢ｱﾌﾏﾄﾞ･ｱﾙ=ﾏﾝｽｰﾙ｣(~16030825死去)
1578年8月4日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｴﾝﾘｹ1世｣(~15800131死去)ﾏﾇｴﾙ1世の子
1578年8月6日-09:00|日本|兵庫県佐用郡佐用町|天正6年7月3日|<第二次上月城の戦い>毛利輝元､上月城を開城/
  織田家部将の尼子勝久･尼子氏久･尼子通久､そして勝久の嫡男である尼子豊若丸らが自刃/尼子再興軍の中心
  的人物であった山中幸盛も捕虜となる
1578年8月8日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正6年7月5日|佐竹義重/宇都宮衆､壬生領を攻める
1578年8月8日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正6年7月5日|北条高広､越後上田庄に攻め入り樺沢城を落とす
1578年8月9日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正6年7月6日|<石城合戦(日向国)>島津忠長･伊集院忠棟が日
  向へ進軍､長倉祐政･山田宗昌ら旧伊東勢が籠る新納石城を攻撃するが島津軍は敗北､撤退
1578年8月11日-09:00|日本|京都府京都市北区|天正6年7月8日|金蓮寺四条道場が寮舎からの出火により焼失
1578年8月11日-09:00|日本|和歌山県|天正6年7月8日|織田方の九鬼嘉隆が率いる鉄張りの大船七艘が紀伊淡輪
  沖に現れ､紀伊雑賀と淡輪の水軍が迎え撃つが大敗
1578年8月18日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正6年7月15日|(4日～)よこすか砦の普請がおこなわれた/横須賀城
  の築城について､家康は高天神城を取りもどすために馬伏塚城を修復させたが､高天神城と浜松城との間にあ
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  って､より海岸に近い横須賀に新城を築いた/城主には大須賀康高を任命
1578年8月18日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年7月15日|滝川一益･丹羽長秀の両勢は夜に入って神吉城東
  の丸への突入に成功
1578年8月19日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年7月16日|滝川一益･丹羽長秀の両勢は神吉城中の丸まで攻
  め込んで城主神吉民部少輔を討ち取った/天守には火が放たれ､その下で両軍が混乱するうちに火は広がり､や
  がて天守は焼け落ちて城兵の過半が焼死/西の丸は荒木村重の攻め口で,城方神吉藤大夫が降伏,赦免され､志
  方城へ退去/攻め手はそのまま近接する志方城の攻略に向かったが､志方では城兵が防戦かなわじと見て降伏
  し､人質とともに城を明け渡した
1578年8月20日-09:00|日本|岡山県高梁市|天正6年7月17日|<死去>山中鹿之介が､上月城から護送される途中､備
  中松山城下で吉川元春の刺客の手にかかる/34歳(誕生:天文14(1545))
1578年8月20日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正6年7月17日|北条氏政は沼田城に鉢形城主北条氏邦ら3万を派兵
  し上杉氏の属城沼田城を奪回
1578年8月23日-09:00|日本|青森県青森市|天正6年7月20日|陸奥津軽の大浦為信､波岡御所北畠顕村を浪岡城に
  攻め､敗死させる(浪岡城の戦い)
1578年8月24日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||ｵｽﾏﾝ朝が､ﾄﾋﾞﾘｼを占領
1578年8月24日-09:00|日本|茨城県常総市|天正6年7月21日|多賀谷重経の家来白井善通と豊田治親の家老飯見大
  膳と興して豊田城主豊田治親を討取って飯見は多賀谷重経に降る､重経は後に飯見を亡ぼす/多賀谷重経の叔
  父多賀谷経明が石毛城に､重経の嫡子多賀谷三経が豊田城に入城して城主と成り､石毛東興寺の住僧豊田忠円
  も多賀谷重経と和睦して大房に移され石毛政重の遺児正家を授けらる
1578年8月28日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正6年7月25日|梶原政景､小田氏治の木田余城を攻略､小田天菴は土
  浦城主菅谷範政の許に逃走/土浦城主菅谷範政は直ちに木田余城を攻めて梶原景国を追い拂って城を取り戻し
  た
1578年8月28日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正6年7月25日|楯岡ノ道順指揮下の伊賀者百名,織田信雄の丸山城
  を攻撃.鎮将滝川三郎兵衛を追い出す
1578年8月29日 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ大統領･総督･総司令官｢ｶﾄﾞﾚｲﾀ卿ﾛﾍﾟ･ﾃﾞｨｴｽ･ﾃﾞ･ｵ･ｲ
  ･ｱﾙﾒﾝﾀﾞﾘｽ｣(~1580年2月)
1578年8月31日-05:30|ｲﾝﾄﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領ｲﾝﾄﾞ総督｢ｱﾄｳｷﾞｱ伯ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｱﾀｲﾃﾞ｣(2度目~15800310)
1578年8月31日-09:00|日本|愛知県西春日井郡豊山町|天正6年7月28日|僧観行院真慶ら､尾張国延命寺の仁王像
  を造立
1578年9月2日-09:00|日本|京都府京丹後市|天正6年8月|明智光秀の娘玉(後のｶﾞﾗｼｱ)16歳､細川忠興に嫁す
1578年9月2日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正6年8月|羽柴秀吉､毛利氏の支城因鹿奴城を攻略
1578年9月2日-09:00|日本|鳥取県八頭郡若桜町|天正6年8月|羽柴秀吉､因幡に侵入し､毛利氏の支城因幡若桜城
  を攻略
1578年9月7日 00:00|ﾓﾛｯｺ|  |||<就任>ﾀﾝｼﾞｰﾙ首長｢ﾎﾙﾍ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞﾝｻ･ｶｿﾝ｣(~15810725)
1578年9月11日-09:00|日本|  ||天正6年8月10日|下総結城晴朝の仲介で､常陸の佐竹義重と陸奥白河結城義親が
  和睦して起請文を交換
1578年9月11日-09:00|日本|兵庫県加古川市|天正6年8月10日|<志方城の戦い>織田軍が播磨志方城を攻略
1578年9月11日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正6年8月10日|播磨峰相山鶏足寺の衆徒が蜂起したので羽柴秀吉は
  黒田官兵衛に鶏足寺を焼き討ちさせた
1578年9月13日-09:00|日本|宮崎県|天正6年8月12日|大友義鎮は3万5000の兵を率いて日向国に侵攻
1578年9月14日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞｩﾙｰﾘｰ卿｣(~15791011没)
1578年9月15日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾘｵ･ﾃﾞ･ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ総督｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ｶﾞﾗｲ｣(~15830320没)
1578年9月15日-09:00|日本|石川県鳳珠郡穴水町|天正6年8月14日|<穴水城合戦>織田家部将の長好連､穴水城を
  攻略(11月まで占拠)
1578年9月16日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正6年8月15日|林勝家ら､三河国御油若一王子社社殿を建立
1578年9月16日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天正6年8月15日|明智光秀､丹波に入り小山城を攻める
1578年9月18日-09:00|日本|兵庫県|天正6年8月17日|織田信忠が､播磨から撤退
1578年9月20日-09:00|日本|  ||天正6年8月19日|武田勝頼と上杉景勝､同盟締結<甲越同盟>
1578年9月21日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年8月20日|武田勝頼､上杉景勝と景虎の和平を取り結ぶ
1578年9月23日-09:00|日本|静岡県藤枝市|天正6年8月22日|<田中城合戦>徳川勢が駿河田中城に軍を動かして苅
  田を行った
1578年9月29日 06:00|ﾎﾝｼﾞｭﾗｽ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｴﾚﾃﾞｨｱのﾃｸﾞｼｶﾞﾙﾊﾟのｻﾝﾐｹﾞﾙがｽﾍﾟｲﾝによって設立された
1578年9月29日-09:00|日本|新潟県|天正6年8月28日|上杉景勝と景虎の和睦が破れる
1578年9月29日-09:00|日本|新潟県|天正6年8月28日|武田勝頼､越後から兵を引き上げる
1578年10月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢John of Austria｣
1578年10月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<死去>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｿｸﾙ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣
1578年10月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾌｱﾝ･ﾄﾞ･ｵｰｽﾄﾘｱ｣
1578年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾘﾍﾞﾘｵ･ｶﾞﾌﾞﾘｴﾘ｣｢ｱｽｶﾆｵ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣
1578年10月1日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄﾞ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公Alexander Farnese｣(~15921203
  死去)
1578年10月1日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾗ･ｳｳﾞｪｲｽ･ﾊﾟｼｬ｣(~1580年5月)
1578年10月1日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公爵ｱﾚｯｻﾝﾄﾞﾛ･ﾌｧﾙﾈｰｾﾞ｣(~15921206没)
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1578年10月1日-09:00|日本|新潟県南魚沼郡湯沢町|天正6年9月|北条氏照･氏邦が三国峠から越後に入り景勝方
  の荒戸城を攻略
1578年10月1日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正6年9月|北条氏照･氏邦が樺沢城を攻略/北条軍は樺沢城に入り
  攻撃拠点とする
1578年10月5日-09:00|日本|京都府舞鶴市|天正6年9月5日|明智光秀､丹波田辺城を退き但馬に向かった一色義道
  を追討
1578年10月11日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正6年9月11日|明智光秀､丹波馬堀両城を陥れる
1578年10月11日-09:00|日本|京都府南丹市|天正6年9月11日|明智光秀､丹波高山城を陥れる
1578年10月11日-09:00|日本|新潟県阿賀野市|天正6年9月中旬|会津芦名氏家臣､安田城を攻め落とし､笹岡城に
  拠る山浦衆を味方に引き入れる
1578年10月12日-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ|  |||<ﾍﾟﾝﾃｺｽﾃの大爆発>ﾌﾞﾀﾞ城の倉庫に落雷､保管していた粉類が粉塵爆発し､
  おおよそ2000人死亡
1578年10月12日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正6年9月12日|北条氏輝が景勝方の坂戸城を攻めたが攻略でき
  ず
1578年10月15日-09:00|日本|茨城県土浦市|天正6年9月15日|佐竹義重,再び木田余城を攻略(小田氏治,居城を失
  う)
1578年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ｣
1578年10月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｱｽﾄｩﾘｱｽ公(ｽﾍﾟｲﾝ国王の推定相続人)｢ﾃﾞｨｴｺﾞ｣ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞの弟(~15821121
  死去)
1578年10月24日-09:00|日本|富山県富山市|天正6年9月24日|斎藤新五郎が越中に派遣され越中太田城から敵が
  退散し,織田方勢力下となる
1578年10月25日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正6年9月25日|北条勢に攻撃された坂戸城救援のため､武田軍が
  妻有庄に進軍.坂戸城将小森沢政秀は城を明け渡し､犬伏城に移る
1578年10月26日-09:00|日本|新潟県上越市|天正6年9月26日|<御館の乱(越後国)>御館の景虎軍が出撃､大場で交
  戦となる.景勝は新発田重家の活躍により景虎軍の攻撃を防ぐ
1578年10月29日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正6年9月29日|島津征久･伊集院忠棟･平田光宗･上井覚兼､
  石城を攻め落とす
1578年11月-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ王ｱﾝﾘ3世､団員定数100人の｢ｻﾝ=ﾃｽﾌﾟﾘ騎士団｣を創設
1578年11月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾄﾞﾚｲｸはﾏｾﾞﾗﾝ海峡のはるか南に流され,そこにﾄﾞﾚｲｸ海峡を発見
1578年11月2日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正6年10月3日|武田勝頼､横須賀城を攻撃するが､家康の援軍により
  果たせず､高天神城に退く
1578年11月3日-09:00|日本|富山県富山市|天正6年10月4日|<月岡野の戦い>越中国月岡野において織田軍(斎藤
  利治)と上杉軍(河田長親)が戦い､織田軍が勝利/斎藤利治率いる織田軍は三木氏の支援を受けて越中南部に進
  出､津毛城を攻略すると､神保勢に守備を任せ､さらに北進して今泉城を攻めた｡しかし守りは堅く､夜半になり
  撤退を開始した｡これに対し､河田長親､椎名小四郎率いる上杉軍は城を打って出て織田軍を追撃した｡しかし
  戦巧者の利治は地形の複雑な月岡野まで上杉軍を引きつけ､ここで一挙に逆襲に転じ､首級360を討ち取り､三
  千人以上捕捉し勝利を得,その後今泉城も攻略
1578年11月11日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正6年10月12日|籠城中の播磨三木城から突然攻撃/城主別所長治
  の弟治定と叔父吉親が主将となって出陣し､羽柴秀吉本陣の平井山を目指す/羽柴秀吉は敵が平井山から1町ほ
  どに接近したところで､弟秀長隊が一気に平井山を駆け降り､次に秀吉自らが主力を率いて参戦､たちまちのう
  ちに別所勢を蹴散らす/別所治定が討死
1578年11月14日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天正6年10月15日|景虎方は北条景広が旗持城を攻撃するが敗退
1578年11月16日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正6年10月17日|摂津守護･有岡城主｢荒木村重｣が織田信長にそむ
  き､本願寺顕如･足利義昭･毛利輝元と盟約を結ぶ
1578年11月17日-09:00|日本|兵庫県高砂市|天正6年10月18日|<播磨高砂城の戦い>羽柴秀吉は三木城への補給ﾙｰ
  ﾄを遮断すべく高砂城を攻めるが毛利勢の水軍が援軍に駆けつけたため敗れた
1578年11月19日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正6年10月20日|大友軍は切原川東方台地上に本陣を築き高
  城攻撃､有川備前は討死
1578年11月21日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正6年10月22日|<平井山合戦>三木城の別所勢が平井山で包囲する
  羽柴勢を攻撃するも､撃退される.別所方は長治の弟治定が討たれる
1578年11月22日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正6年10月23日|明智光秀､鬼ｹ嶽城を攻め陥れる
1578年11月22日-09:00|日本|宮崎県西都市|天正6年10月23日|三納の反乱軍､平野城を攻め､八代･本城･綾の各城
  を焼く
1578年11月22日 11:00|日本|京都府福知山市|天正6年10月23日|夜､悪右衛門に金山城を奇襲され明智光秀､敗北
  し､亀山城に退却
1578年11月23日-09:00|日本|宮崎県西都市|天正6年10月24日|伊東旧臣長倉勘解由左衛門尉が三納城を占領
1578年11月23日 11:00|日本|新潟県上越市|天正6年10月24日|<第1次御館合戦>上杉景勝は自ら御館に攻勢をか
  け迎え撃ってきた景虎方を打ち破る/本庄秀綱や北条景広らが敗走.本庄秀綱は居城の栃尾城に逃げ込んだ
1578年11月24日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正6年10月25日|伊賀衆が伊賀丸山城を攻撃､瀧川三郎左衞門､伊勢
  へ逃亡
1578年11月29日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢洪暹｣(~15790225)
1578年11月29日-09:00|日本|富山県富山市|天正6年11月|神保長住､織田信長に兵を与えられて越中へ侵攻し､一
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  族の神保氏張とともに､上杉軍と戦い､富山城を奪う
1578年12月-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｳﾞｪﾛﾆｶ･ﾌﾗﾝｶ贖罪のため救貧院をつくる
1578年12月 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan Troche Ponce de Leon｣(~1580年)
1578年12月 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ﾊﾞﾙﾊﾟﾗｲｿを襲撃.砂金を積んだ船を捕獲し,町を焼き払う
1578年12月1日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正6年11月3日|武田勢､横須賀城を攻撃するが守りが固く高天神に
  一端撤退
1578年12月4日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正6年11月6日|<第2次木津川河口合戦>織田水軍九鬼嘉隆が､大船6
  艘を率い大阪湾に於いて毛利水軍600余艘を撃破
1578年12月7日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正6年11月9日|<死去>筑後柳河領主｢蒲池鑑盛｣⇒子の｢蒲池鎮漣｣が
  継ぐ(~天正9年5月29日(15810718)死去滅亡)
1578年12月7日-09:00|日本|宮崎県児湯郡川南町|天正6年11月9日|大友氏の先鋒が､名貫川に布陣していた島津
  家久勢を破る
1578年12月10日-09:00|日本|宮崎県児湯郡木城町|天正6年11月12日|(9日~)<高城川原の戦い(耳川の戦い)>島津
  家久､山田有信の守る新納院高城に入る/大友軍､高城を包囲/島津軍の先遣隊が小丸川の南の台地上に陣取る/
  両軍が木城町下鶴付近で合戦に及び､緒戦で島津方の北郷久盛討死.戦況が拮抗しているところを老瀬坂上の
  陳から島津以久が東から突入,高城の篭城兵も西から突入したため戦況が決定的になる/大友軍大敗し､陸路､
  豊後へ向けて敗走,島津軍が追撃戦を展開/追い詰められた大友方は､数日来の大雨のため増水した耳川で多数
  の将兵が水死
1578年12月11日-09:00|日本|愛知県新城市|天正6年11月13日|奥平貞俊ら､三河国勅養寺を建立
1578年12月12日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正6年11月14日|縣土持氏が島津氏に被官し､縣は島津領となる
1578年12月14日-09:00|日本|大阪府高槻市|天正6年11月16日|<所領安堵>摂津高槻城主｢高山右近｣織田信長に降
  伏/播州芥川2万石を加増(⇒天正13(1585)年､播磨国明石郡6万石(船上城))
1578年12月22日-09:00|日本|大阪府茨木市|天正6年11月24日|織田信長､摂津国刀根山へ進軍し中川清秀(摂津国
  茨木城主)を勧降させる
1578年12月23日-09:00|日本|新潟県|天正6年11月25日|武田勝頼軍が甲州へと撤退
1578年12月28日-08:00|中国|  ||明･万暦6年12月|明で張居正の丈量(検地)が開始､中国全土を測量
1578年12月29日-09:00|日本|愛知県新城市|天正6年12月|奥平信光の夫人ら､三河国鳥原の山王権現社の社殿を
  建立
1578年12月29日-09:00|日本|岡山県和気郡和気町|天正6年12月|浦上宗景が備前に潜伏していた浦上秀宗､坪井､
  馬場らとともに備前に残っていた反宇喜多勢力を幸島を拠点として一斉蜂起させ､浦上宗景自身も別行動で兵
  を率いて播磨から合流/浦上宗景らは天神山城の奪還に成功(⇒天正7年4月に宇喜多勢に奪還される)
1578年12月29日-09:00|日本|三重県伊勢市|天正6年12月|<拝領>伊勢志摩3万5千石｢九鬼嘉隆｣(~慶長2(1597)年､
  家督を子の九鬼守隆に譲って隠居)
1578年12月31日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正6年12月3日|織田軍､摂津国大矢田城(荒木村重の属城)を陥落さ
  せる
1578年12月31日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天正6年12月3日|(~4日)筑前の秋月種実が大友氏に反旗を翻し筑
  紫鎮恒と共に大宰府に出陣し､大友家臣高橋紹運の立て籠もる宝満､岩屋城を攻めるも､攻略はならず/この時､
  秋月勢によって大宰府天満宮宝殿が焼かれる
1579年-08:00|ﾏﾚｰｼｱ|  |||<即位>ｸﾗﾝﾀﾝ･ｽﾙﾀﾝ国ｽﾙﾀﾝ｢ｽﾙﾀﾝ･ｱﾃﾞｨﾙ･ｳｯﾃﾞｨｰﾝ･ｲﾌﾞﾆ･ｱﾙ･ﾏﾙﾌﾑ･ﾆｯｸ･ｼﾞｬﾏﾙ･ｳｯﾃﾞｨﾝ｣(1
  回目~1597年)
1579年-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ|  |||<即位>ﾏｷﾞﾝﾀﾞﾅｵ王国ｽﾙﾀﾝ｢Datu Dimasankay｣(~1585年)
1579年-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||ﾊﾞﾝﾃﾝ王国ﾕｰｽﾌはﾊﾟｼﾞｬｼﾞｬﾗﾝ国を併合
1579年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<死去>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｳｫﾗ･ﾜﾝｿｰ｣
1579年-07:00|ﾍﾞﾄﾅﾑ|  |||<即位>ﾊﾟﾝﾄﾞｩﾗﾝｶﾞ王｢Po Klong Halau(Ba Khac-luong Khat-luu)｣(~1603年)
1579年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｱﾘｰ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ1世｣
1579年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ﾉｶﾞｲ･ｵﾙﾀﾞ･ﾊｰﾝ｢Urus Khan Nogay｣(~1590年)
1579年-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ｲｴﾒﾝのｲﾏｰﾑ:ｱﾝﾅｼﾞｰﾙ･ｱﾙﾊｻﾝ･ﾋﾞﾝ･ｱﾘ(~1585年)
1579年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<死去>ﾅｸｿｽ公｢ﾔｾﾌ･ﾅｯｼ｣
1579年-02:00|ｴｽﾄﾆｱ/ｽｳｪｰﾃﾞﾝ|  |||<就任>ｽｳｪｰﾃﾞﾝ･ｴｽﾄﾆｱ総督｢ｽｳﾞｧﾝﾃ･ｴﾘｸｿﾝ･ｽﾀﾗﾙﾑ｣(~1581年)
1579年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ/ﾛｼｱ/ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ･ﾘﾄｱﾆｱ共和国とﾛｼｱが戦争
1579年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ｸﾞﾗﾝ･ｶﾅﾘｱ島知事｢Martin de Benavides｣(~1584年)
1579年 00:00|ｶﾅﾘﾔ諸島/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ王国植民地ﾃﾈﾘﾌｪ島知事｢Juan Alvarez de Fonseca｣(2期目~15
  82年)
1579年 00:00|ﾌｪﾛｰ諸島|  |||<就任>ﾌｪﾛｰ諸島領土執達吏(ﾄｰｽﾊｳﾝ)｢Mads Poulsson｣(~1581年)
1579年 00:00|ｶﾞｰﾅ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ･ｺﾞｰﾙﾄﾞｺｰｽﾄ長官｢ﾊﾞｽｺ･ﾌｪﾙﾅﾝﾃﾞｽ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ｣(~1583年頃)
1579年 01:00|ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ諸島のｺﾚﾋﾄﾞｰﾙ/治安判事｢ﾃﾞｨｵｺﾞ･ﾃﾞｨｱｽ･ﾏｸﾞﾛ｣(~1584
  年)
1579年 03:00|ﾐｸﾛﾝ島/ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾐｸﾛﾝ島の名前が造られた
1579年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ﾌｱﾝ･ﾃﾞ･ﾏﾃｨｴﾝｿ｣
1579年 04:00|ﾎﾞﾘﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾗ･ﾌﾟﾗﾀ･ﾃﾞ･ﾛｽ･ﾁｬﾙｶｽ聴問庁長官代行｢ﾏﾇｴﾙ･ﾊﾞﾛｽ･ﾃﾞ･ｻﾝ･ﾐｼﾞｬﾝ｣(~1582
  年)
1579年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ|  |||ﾊﾟﾅﾏのｽﾍﾟｲﾝ軍とｼﾏﾛﾝとの間で和平協定
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1579年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ暫定市長｢ﾃﾞｨｴｺﾞ･ｶﾞﾗﾝ｣(~1580年)
1579年1月5日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正6年12月8日|<有岡城合戦>織田軍堀秀政ら摂津国有岡城を総攻撃
  するも､攻略ならず.万見重元が討ち死にする
1579年1月6日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰ南部のｶﾄﾘｯｸ諸州がｱﾗｽ同盟を結成
1579年1月10日-09:00|日本|愛知県豊橋市|天正6年12月13日|三河国飽海郷神明社の社殿建立
1579年1月10日-09:00|日本|京都府京都市|天正6年12月13日|<就任>関白｢九条兼孝｣(~天正9年4月29日)
1579年1月23日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||南部ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄはｽﾍﾟｲﾝの軍門に屈したが､北部7州はﾕﾄﾚﾋﾄ同盟を結成し
  て結束を固めた
1579年1月27日-09:00|日本|岐阜県高山市|天正7年|<移転>飛騨桜洞領主｢姉小路頼綱｣⇒飛騨松倉(~天正13(1585
  )年8月､羽柴秀吉に降伏滅亡)
1579年1月27日-09:00|日本|京都府亀岡市|天正7年|<完成>明智光秀が亀山城を築城､丹波攻略の起点とする
1579年1月27日-09:00|日本|長野県木曽郡|天正7年|<死去>信濃木曽谷領主｢木曽義康｣⇒子の｢木曾義昌｣が継ぐ
1579年1月27日-09:00|日本|福岡県田川郡香春町|天正7年|毛利家臣として小倉城に入っていた高橋鑑種は大友
  方の香春岳城を攻略/高橋鑑種は秋月氏から養子として迎えた秋月種実の子高橋元種を香春岳城に入れる
1579年1月27日-09:00|日本|福岡県行橋市|天正7年|高橋鑑種は大友方の馬ヶ岳城を攻略/高橋鑑種は秋月種実の
  弟長野種信を馬ヶ岳城に入れて長野氏を継がせる
1579年1月27日-09:00|日本|長崎県対馬市|天正7年1月|<交替>対馬国主｢宗義純｣隠居⇒｢宗義智｣(~天正15(1587)
  年5月)
1579年1月27日-09:00|日本|兵庫県川西市|天正7年1月|正月明け,荒木村重が織田信長嫡男･織田信忠隊がいる加
  茂砦に夜襲/信忠が率いる美濃･近江3千兵が陣を張っていて､そこに村重自身が指揮をとり5百兵を北ﾉ砦より
  出撃させ3町離れた加茂砦の西方より火を放って切りかかった/また東に待ち伏せていた一隊は､逃げてくる敵
  を押しつつ討ち取っていった
1579年1月27日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天正7年1月|秋月種実･筑紫惟門､高橋紹運の筑前･岩屋城を攻撃す
  るが落とせず
1579年1月27日-09:00|日本|福岡県太宰府市|天正7年1月|筑紫広門と秋月種実が離反､岩屋城(城主高橋紹運)を
  攻撃(落城はできず)
1579年2月6日 04:00|ﾁﾘ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ﾎﾟﾄｼ銀山からの銀の積み出し港ｱﾘｶを襲撃
1579年2月11日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年1月16日|<御館の乱(越後国)>景勝が高津城を攻撃､占領/これ
  により御館が孤立状態となり兵糧不足となる
1579年2月13日-09:00|日本|福岡県京都郡苅田町|天正7年1月18日|毛利氏の重臣で豊前松山城の城主であった杉
  重良が大友側に通じて北九州で挙兵
1579年2月15日 05:00|ﾍﾟﾙｰ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ｱﾘｶに続きｶﾘｬｵを襲撃.停泊中のｻﾝ･ｸﾘｽﾄﾊﾞﾙ号を掠奪
1579年2月17日-08:00|中国|  ||明･万暦7年1月22日|万暦帝の首輔の張居正が､書院の全国的な閉鎖を命じる
1579年2月25日-09:00|韓国/朝鮮|  |||<就任>朝鮮国領議政｢朴淳｣(~15850131)
1579年2月26日-09:00|日本|岡山県久米郡美咲町|天正7年2月|宇喜多家部将の延原景能､鷺山城を攻略.星賀光重
  ､討死
1579年2月26日-09:00|日本|香川県観音寺市|天正7年2月|<讃岐九十九山城合戦>長曾我部元親､細川氏政に勝利
  攻略
1579年2月26日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正7年2月|上杉家部将の北条高広､武田氏に降伏し厩橋城を開城
1579年2月26日-09:00|日本|栃木県下都賀郡壬生町|天正7年2月|<壬生城合戦>壬生義雄､壬生周長に勝利.壬生周
  長は討死
1579年2月26日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年2月1日|春日山城内では景勝が景虎方へ離反したとして北条
  高定を成敗
1579年2月27日-09:00|日本|岐阜県飛騨市|天正7年2月2日|飛騨姉小路氏当主姉小路自綱が､長男の信綱(18)に謀
  反の疑いをかけ切腹させる
1579年2月27日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年2月2日|<御館の乱(越後国)>景勝軍の荻田長繁が府中八幡宮
  から参籠帰りの北条景広を待ち伏せ､討ち取る.これにより景虎方は劣勢となる
1579年2月28日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正7年2月3日|上杉景勝軍に樺沢城を奪い返され､北条氏光は雪の
  三国峠を越え敗走
1579年3月3日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正7年2月6日|<平井山の戦い>別所氏は秀吉の本陣平井山へ約2500人
  を出兵/人数､地形共に別所氏に不利な状況であり､別所長治の弟治定が討死するなど別所側の敗戦
1579年3月8日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天正7年2月11日|佐野清左衛門尉:旗持城を出て景虎軍を撃破/蓼沼友
  重とともに鯨波の景虎軍を降伏させる
1579年3月14日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年2月17日|越後猿毛城主､上野九兵衛尉が上杉景虎方の島の塁
  を攻略
1579年3月15日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年2月18日|越後猿毛城主､上野九兵衛尉が応下橋に出撃し､錦要
  害から御館へ輸送する兵糧を遮断
1579年3月22日-09:00|日本|新潟県柏崎市|天正7年2月25日|蓼沼友重:鯨波を攻め､景虎勢を破る
1579年3月27日-09:00|日本|熊本県荒尾市|天正7年3月|<筒ヶ嶽城の戦い>龍造寺隆信は肥後に入り筒ヶ嶽城に籠
  る小代親忠を降した
1579年3月27日-09:00|日本|埼玉県児玉郡美里町|天正7年3月|<広木城･大仏城合戦>北条軍が武田軍に勝利,両城
  共に攻略
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1579年3月27日-09:00|日本|新潟県南魚沼郡湯沢町|天正7年3月|景勝軍は荒戸城も奪還
1579年3月27日-09:00|日本|兵庫県美方郡香美町|天正7年3月|肥後･龍造寺隆信の将･鍋島信昌､大友属城･小代城
  (小代親伝)を攻略
1579年3月29日-09:00|日本|香川県三豊市|天正7年3月3日|長曽我部元親は仁尾城主細川頼弘､天神山城主吉田兼
  久らを討ち取る/土佐兵は更に金光寺を焼き中上館を攻めここにも放火
1579年3月29日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年3月3日|越後旗持城主佐野清左衛門尉､琵琶島城主前島修理亮
  が御館に輸送せんとした兵糧を奪い､水夫､船頭らを斬る
1579年3月30日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正7年3月4日|下総国公津城主千葉胤富が同国印旛郡佐倉城主千葉
  介親胤を殺して佐倉城に移り千葉宗家を継ぐ
1579年3月30日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年3月4日|佐野清左衛門尉:琵琶島城､上条城を攻撃｡上条城を攻
  め取り､琵琶島城と御館を切り離した
1579年4月 06:00|ｸﾞｱﾃﾏﾗ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ｸﾞｱﾃﾏﾗの港町ｸﾞｱﾀﾙｺを襲撃
1579年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞﾛｰﾗﾓ･ｼﾞｬﾝﾆｰﾆ｣｢ﾍﾞﾈﾃﾞｯﾄ･ﾃﾞｨ･ﾋﾞｱﾝｺ｣
1579年4月10日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|天正7年3月15日|羽柴秀吉旗下の中川瀬兵衞清秀･塩川伯耆守･山
  崎左馬介･池田三右衞門が摂津有馬郡道場(蒲公英)城を陥し､城主松原右近大夫貞利自刃
1579年4月12日-09:00|日本|群馬県吾妻郡高山村|天正7年3月17日|真田昌幸､上野･中山城を奪取
1579年4月12日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年3月17日|上杉景勝が春日山の東方なる御館城主上杉憲政､上
  杉三郎景虎､嫡子道満丸らを攻め破り､憲政と道満丸らを討取って攻略/上杉景虎は近くの頸城郡鮫尾城に逃れ
  たが景勝は夫れを追撃する
1579年4月13日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年3月18日|上杉憲政/御館の乱に巻き込まれて殺害され､山内上
  杉家の血筋は断絶
1579年4月14日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｽﾍﾟｲﾝ王室がﾌｨﾘﾋﾟﾝとﾍﾟﾙｰ間の直接貿易を禁止
1579年4月19日-09:00|日本|新潟県上越市|天正7年3月24日|府内の御館にいて上杉景勝と対立していた上杉景虎
  が武田勝頼に攻められ､鮫尾で自刃してはてる(御館の乱の終結)
1579年4月21日-09:00|日本|岡山県美作市|天正7年3月26日|宇喜多直家､毛利氏を離反し､織田方に就き､三星城
  を攻撃
1579年4月23日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||ﾍﾞﾈﾂｨｱでｻﾝ･ﾌｨﾘｯﾎﾟ･ｴ･ｼﾞｬｺﾓ､ｺﾚｯｼﾞｵ･ｸﾞﾚﾘｱｰﾉと呼ばれる学校をつくる
1579年4月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｻﾙ伯ｼﾞｮﾝ･ｽﾁｭｱｰﾄ｣
1579年4月26日-09:00|日本|香川県|天正7年4月|讃岐･香川信景､長宗我部元親に降伏/次いで羽床氏･長尾氏も降
  伏
1579年4月26日-09:00|日本|熊本県荒尾市|天正7年4月|龍造寺隆信が､肥後筒ヶ岳城を攻撃､占領
1579年4月26日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正7年夏|<岩倉城の戦い>長宗我部軍が阿波岩倉城(城主三好康俊)
  を攻撃､降伏させる
1579年4月26日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正7年4月上旬|下妻城主多賀谷修理大夫重経は多賀谷勘解由大夫
  経家と倶に常陸国筑波郡水守城を攻略して小田城を攻めんとし山木に於て梶原美濃守景国と戰ったが敗北
1579年4月26日-09:00|日本|岐阜県岐阜市|天正7年4月1日|岐阜で織田信忠の小姓佐治新太郎が金森甚七郎を刺
  し殺し切腹する
1579年5月1日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||ﾘﾄｱﾆｱでｳﾞｨﾙﾉ･ｱｶﾃﾞﾐｰが創設
1579年5月3日-09:00|日本|福岡県八女市|天正7年4月8日|<山下城の戦い>龍造寺隆信が筑後山下城の蒲池鑑広を
  攻める
1579年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<死去>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ﾌﾗﾝｿﾜ｣
1579年5月6日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||<就任>ﾓﾝﾓﾗﾝｼｰ公･ﾀﾞﾏﾙﾀﾝ伯｢ｱﾝﾘ1世｣(~16140402死去)
1579年5月10日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正7年4月15日|大野直之､土佐国から帰り､河野通直の派遣した忽那
  通著･土居通利らの軍を喜多郡花瀬で破る
1579年5月16日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正7年4月21日|有岡城から攻勢があり戦闘が起きた.包囲側の織田
  軍が撃退
1579年5月16日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正7年4月21日|織田信忠が包囲中の三木城から攻勢があるが,数十
  人を討ち取り信忠が勝利
1579年5月17日-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ|  |||ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督ﾌｧﾙﾈｰｾﾞが､ｱﾗｽ同盟と講和を結ぶ/同盟側はﾌｪﾘﾍﾟ2世の主権を認
  める
1579年5月19日-09:00|日本|福岡県北九州市|天正7年4月24日|<死去>小倉城主｢高橋鑑種｣病死⇒｢高橋種冬(秋月
  種実の弟)｣が継ぐ
1579年5月20日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|天正7年4月25日|摂津有馬城を織田信忠軍が攻略､有馬加賀守滅
  亡
1579年5月24日-09:00|日本|香川県綾歌郡綾川町|天正7年4月29日|長宗我部元親が讃岐羽床城を攻略
1579年5月27日-09:00|日本|岡山県美作市|天正7年5月2日|<三星城合戦>宇喜多直家､三星城を攻略.後藤元政､討
  死
1579年5月29日-09:00|日本|千葉県佐倉市|天正7年5月4日|<死去>下総佐倉領主｢(下総千葉氏第27代)千葉胤富｣
  ⇒子の｢千葉邦胤｣が継ぐ(~天正13年5月7日(15850604)死去)
1579年5月30日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正7年5月5日|<氷上城合戦>明智光秀､丹波･氷上城(波多野宗長･宗
  貞父子)を攻略し､自刃さす
1579年6月5日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正7年5月11日|近江に織田信長の安土城天守閣が完成する.五層
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  七階だての絢爛豪華な天守閣であったとされる
1579年6月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾌｻｲﾝ･ｱﾘ･ﾘｱｰﾔｯﾄ･ｼｬｰ｣
1579年6月8日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾀﾞ｣(同年死去)⇒｢ｻﾘ･ｱﾗﾑ｣(同年死去)⇒｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾗｳｯﾃﾞ
  ｨﾝ｣(~15791005死去)
1579年6月13日-09:00|日本|京都府綾部市|天正7年5月19日|羽柴秀長によって綾部城が落城
1579年6月13日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正7年5月19日|丹羽長秀によって玉巻城が落城
1579年6月15日-09:00|日本|愛媛県宇和島市|天正7年5月21日|長宗我部家臣久武親信が伊予岡本城を攻略するも
  ､城主土居清良の反撃を受け､討死
1579年6月16日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|天正7年5月22日|<丹生山合戦>羽柴秀長､摂津から三木城への兵
  糧輸送の中継地点､丹生山明要寺を攻略
1579年6月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ/ｱﾒﾘｶ|  |||ﾄﾞﾚｲｸ,ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ北方のﾄﾞﾚｲｸ湾に到達.ﾆｭｰ･ｱﾙﾋﾞｵﾝと名付けｲｷﾞﾘｽ領を宣
  言
1579年6月19日 05:00|ｴｸｱﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｷﾄ総督･総司令官･大審問院長代行｢大審問院:ﾃﾞｨｴｺﾞ･ﾃ
  ﾞ･ｵﾙﾃｺﾞﾝ/ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾍﾞﾈｶﾞｽ･ﾃﾞﾙ･ｶﾅﾍﾞﾗﾙ/ﾌﾗﾝｼｽｺ･ﾃﾞ･ｱﾝｼﾍﾞｲ｣(~15820305)
1579年6月19日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正7年5月25日|播州では羽柴秀吉が海蔵寺砦へ忍び入り､これを奪
  取
1579年6月20日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|天正7年5月26日|織田軍が､荒木方の淡河城を開城させる
1579年6月21日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正7年5月27日|安土宗論で浄土宗と日蓮宗のが問答対決.浄土
  宗側が閉口するも信長の裁定で浄土宗勝利/普伝日門･塩屋伝助浄厳院にて斬首
1579年6月21日-09:00|日本|兵庫県神戸市北区|天正7年5月27日|<淡河城合戦>別所家部将の淡河定範､羽柴秀長
  に勝利
1579年6月24日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正7年6月|長宗我部元親が阿波重清､重清城を攻略し､香曽我部親泰
  (元親弟)は牛岐城の新開道善を調略し､味方とする
1579年6月24日-09:00|日本|兵庫県丹波篠山市|天正7年6月1日|明智光秀､丹波波多野氏の主城八上城を落とす/
  餓死者が大勢出る状況になっても開城しようとしない城主をみて､城兵が城主を捕らえて明智光秀に引き渡し
  た
1579年6月29日-09:00|日本|滋賀県近江八幡市|天正7年6月6日|降伏した丹波八上城の波多野秀治･秀尚兄弟が安
  土で磔にされ､波多野氏は滅ぶ
1579年7月6日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正7年6月13日|<死去>羽柴秀吉の軍師｢竹中半兵衛｣播磨国三木城攻
  めの最中に半兵衛は平井山の陣所で病没/36歳(誕生:天文13(1544))
1579年7月20日-09:00|日本|京都府南丹市|天正7年6月27日|明智光秀は八木城の城兵に内通謀反を工作し､これ
  に応じる者があり､城内の本丸､二の丸に火を放った/明智光秀軍は大挙して攻め寄せ､ついに落城/城主内藤有
  勝も戦死
1579年7月24日-09:00|日本|京都府京丹後市|天正7年7月|明智光秀､丹波峰山城を攻略
1579年7月24日-09:00|日本|京都府与謝郡与謝野町|天正7年7月|<弓木城の戦い>明智軍は丹後国へ侵攻､一色氏
  の弓木城を攻撃するが落とせず和睦
1579年7月24日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正7年7月|武田勝頼は北条に備えるため国境にある沼津に三枚橋城
  を築城/海津城の春日信達を三枚橋城へ配置
1579年7月27日-09:00|日本|青森県平川市|天正7年7月4日|<六羽川合戦>安東氏の命を受け､比山六郎･七郎兄弟
  が津軽に侵攻/軍勢は滝本重行の仇敵乳井建清が城主を務めていた乳井城･乳井茶臼館･乳井古館に攻め入り､
  城主建清が留守であった三城は瞬く間に落城､沖館城に攻め入るも城主阿部兵庫介の奮戦により､撤退/その後
  ､六羽川の畔において大浦勢と激突.比山勢は占領した乳井茶臼館､大浦勢は大坊･岩館に本陣を置いた.戦いは
  夕暮れまで続き､大浦勢は次第に追い詰められ､為信本陣の旗本もほとんどが討ち死に､本陣にいた田中太郎五
  郎が為信の身代わりとなって突撃､為信を討ち取ったと思い込み油断した比山勢は隙をつかれ､大将比山六郎
  が討ち死に､総崩れとなった比山･北畠･滝本勢は敗走し､大館に撤退
1579年8月4日-02:00|ﾘﾄｱﾆｱ|  |||<就任>ﾘﾄｱﾆｱ大元帥(首相)｢ﾐｶﾛﾕｽ･ｸﾘｽﾄﾊﾟｽ･ﾗﾄﾞｳﾞｨﾗ･ﾅｼｭﾗｲﾃﾘｽ｣(~15860601)
1579年8月10日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正7年7月18日|北条氏政､沼田城を攻め落とし入城
1579年8月11日-09:00|日本|  ||天正7年7月19日|織田信長は織田信忠に命じて津田与八･前田玄以･赤座七郎右
  衞門に井戸才介将元を殺させる/井戸は妻子を安土へ移そうともせず､自身も所々の他家を転々とする毎日で､
  安土では中々見かけぬ無奉公者であった
1579年8月11日-09:00|日本|京都府京都市右京区|天正7年7月19日|<宇津城の戦い>明智光秀が宇津城を攻撃､落
  城させる.城主宇津頼重は逃亡
1579年8月15日-09:00|日本|栃木県小山市|天正7年7月23日|結城晴朝､小山城を攻め､榎本近辺に攻め入る
1579年8月17日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞ大法官｢ｱｰｶﾞｲﾙ伯ｺﾘﾝ･ｷｬﾝﾍﾞﾙ｣(~15840515死去)
1579年8月22日-09:00|日本|石川県七尾市|天正7年8月|能登の旧畠山家臣温井景隆･三宅長盛が織田方につき､上
  杉領の七尾城を攻撃､占領
1579年8月22日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正7年8月|備前･小早川隆景､備前辛川で宇喜多忠家に敗れる
1579年8月22日-09:00|日本|熊本県水俣市|天正7年8月|肥後･島津春忠､葦北に攻め入り､水俣城(深水宗方)を攻
  撃するが撃退される
1579年8月22日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正7年8月|武田軍が上野国へ侵攻.箕輪城の内藤昌月(養父は内藤昌
  秀)が北条方である厩橋城主北条高広の調略に成功､厩橋城が武田方となる
1579年8月23日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正7年8月2日|教如､石山本願寺を退却
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1579年8月24日-09:00|日本|岡山県|天正7年8月3日|羽柴秀吉の命を受けた黒田孝高の勧誘で備前の宇喜多直家
  が織田方に寝返った
1579年8月29日-09:00|日本|石川県|天正7年8月8日|越前北ﾉ庄の柴田勝家､加賀の阿多賀､本折､小松を攻略
1579年8月30日-09:00|日本|石川県加賀市|天正7年8月9日|越前北ﾉ庄城の柴田勝家が加賀へ侵攻.阿多賀･本折･
  小松町口を焼き払う
1579年8月30日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正7年8月9日|<第二次黒井城の戦い>明智光秀､赤井忠家の丹波国黒
  井城を攻略.斎藤利三に守備させる.赤井家､滅亡.丹後との国境にある鬼ヶ城も攻略して丹波国を平定
1579年9月2日-09:00|日本|福岡県福岡市西区|天正7年8月12日|筑前高祖山城の原田隆種が大友氏に反旗を翻し､
  大友方の柑子岳城を攻略して怡土､志摩二郡を占拠
1579年9月4日-09:00|日本|福岡県福岡市西区|天正7年8月14日|<第2次生松原合戦>足達対馬守等の立花衆､高祖
  の原田衆と生松原に激戦し両者痛み分け
1579年9月10日-09:00|日本|京都府福知山市|天正7年8月20日|明智光秀が丹波国横山城を攻め,塩見信房とその
  弟塩見信勝と共同で防戦したが､衆寡敵せず結局自刃/山家城の城主和久利明も火を放たれ､攻められて敗れた
  /猪ﾉ崎城の城主塩見利勝は自ら火を放ち､落ち延びている途中に林半四郎らに川北周辺で討死/福山地方に属
  していた国人衆は皆､明智光秀に降伏し福知山平定/横山城を改修し､福智山城(福知山城)を築城
1579年9月18日-09:00|日本|石川県白山市|天正7年8月28日|加賀白山地獄谷噴火｡神社焼失(翌年織田氏三社を再
  建)
1579年9月19日-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ/ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ､｢ﾕﾄﾚﾋﾄ連合｣と｢ﾌﾟﾚｯｼ･ﾚ･ﾄｩｰﾙ条約｣(ﾗ･ﾘｯｼｭ市の｢
  ﾌﾟﾚｯｼ･ﾚ･ﾄｩｰﾙ城｣で)を結び､ｵﾗﾝﾀﾞの立憲君主として即位を目指す
1579年9月19日-09:00|日本|静岡県浜松市中区|天正7年8月29日|徳川家康の正室の築山御前も遠江の富塚で信長
  の命令で殺された(甲斐の武田信玄と通報していた疑いにより)
1579年9月21日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正7年9月|<三木平田合戦>三木城に兵糧を入れようとして,毛
  利氏･本願寺の援軍が到着し､平田にある谷衛好の砦を襲撃/谷は討死し､毛利･本願寺軍は平田を一時占拠する
  も､羽柴秀吉の反撃により7､8百を討たれ退却
1579年9月21日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正7年9月|真田昌幸は武田勝頼の命令で北条氏政の沼田
  領へ侵攻し､名胡桃城の鈴木重則と小川城の小川可遊斎を誘降させて両城を手に入れた/そして沼田城を攻撃
  したが､北条氏邦が援軍に駆け付けたために撤退
1579年9月21日-09:00|日本|山梨県|天正7年9月|<甲佐同盟>武田勝頼が佐竹家と同盟
1579年9月21日-09:00|日本|鳥取県東伯郡北栄町|天正7年9月1日|伯耆羽衣石城主･南条元続､福山茲正らを殺害
  した重臣の山田重直の居城堤城を攻撃し重直･信直父子を鹿野へ敗走させ毛利氏と完全に決裂
1579年9月22日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正7年9月2日|荒木村重､｢女子共｣を残して摂津国有岡城を脱出､摂
  津国尼崎城に籠城
1579年9月23日-09:00|日本|  ||天正7年9月3日|相模国の北条氏政､武田勝頼との同盟破棄
1579年9月25日-09:00|日本|神奈川県|天正7年9月5日|相模国の北条氏政､徳川家康と同盟を結ぶ<第1次遠相同盟
  >
1579年9月30日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正7年9月10日|<三木平田合戦>三木城に兵糧を入れようとして,毛
  利氏･本願寺の援軍が到着し､平田にある谷衛好の砦を襲撃/谷は討死し､毛利･本願寺軍は平田を一時占拠する
  も､羽柴秀吉の反撃により7､8百を討たれ退却
1579年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾛﾄﾞｳﾞｨｺ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ･ｶﾙﾁｰﾆ｣
1579年10月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<死去>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｻﾞｲﾅﾙ･ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ｣
1579年10月5日-08:00|ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ|  |||<即位>ｱﾁｪ王国ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾗｳｯﾃﾞｨﾝ･ﾏﾝｽｰﾙ･ｼｬｰ｣(~1585年死去)
1579年10月5日-09:00|日本|静岡県静岡市清水区|天正7年9月15日|徳川家康が信康の廟所として二俣に清瀧寺を
  建立
1579年10月5日-09:00|日本|静岡県浜松市天竜区|天正7年9月15日|徳川家康が､武田勝頼との内通嫌疑で嫡子信
  康を遠江二俣城で自害させる/21歳(誕生:1559)
1579年10月7日-09:00|日本|三重県伊賀市|天正7年9月17日|<第1次伊賀合戦>織田信雄は軍勢を率いて伊賀国へ
  攻め入り､一戦に及んだところ､逆に柘植三郎左衛門を討死させる敗退
1579年10月9日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正7年9月19日|徳川家康､武田側の遠江国遠目城･遠江国持船
  城を攻略/戦火は駿府にまで及び､駿府浅間社が焼失
1579年10月10日-09:00|日本|高知県安芸市|天正7年9月20日|土佐国清水寺金堂造営
1579年10月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<死去>ｵｽﾏﾝ帝国第43代大宰相｢ｿｺﾙﾙ･ﾒﾌﾒﾄ･ﾊﾟｼｬ｣暗殺される
1579年10月11日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｼｪﾑｼ･ﾊﾟｼｬ｣(~15800428)
1579年10月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾄﾞｩﾙｰﾘｰ卿｣
1579年10月11日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｳｨﾘｱﾑ･ﾍﾟﾗﾑ卿｣(~15800907)
1579年10月11日-09:00|日本|福岡県福岡市|天正7年9月下旬|高祖城の原田隆種が柑子岳城(城主木付鑑実)を攻
  撃､占領
1579年10月12日-09:00|日本|兵庫県丹波市|天正7年9月22日|龍造寺隆信が筑後山下城を攻略.城主蒲池鑑広は降
  伏
1579年10月14日-09:00|日本|京都府京丹後市|天正7年9月24日|<死去>丹後国守護｢一色義道｣⇒子の｢一色義定｣
  が継ぐ(~天正10年9月8日(15820924)謀殺され滅亡)
1579年10月15日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正7年9月25日|毛利輝元,近習衆を備中国高松城に遣わし,大
  勝
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1579年10月20日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｼﾞｪﾉｳﾞｧ共和国ﾄﾞｰｼﾞｪ｢ﾆｺﾛ･ﾄﾞﾘｱ｣(~15811020)
1579年10月20日-09:00|日本|岐阜県大垣市|天正7年冬|<交替>美濃曽根城1万2千石｢稲葉良通(一鉄)｣美濃清水城
  へ隠居(~天正16(1589)年11月19日死去)⇒｢稲葉貞通｣が家督継承(⇒天正16(1588)年4月郡上八幡城4万石に移
  転)
1579年10月20日-09:00|日本|福岡県|天正7年10月|秋月種実､大友勢を筑後の原津留にて破る
1579年10月24日-01:00|ﾄﾞｲﾂ/ｵｰｽﾄﾘｱ|  |||<即位>ﾊﾞｲｴﾙﾝ公｢ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑ5世｣ｱﾙﾌﾞﾚﾋﾄ5世の息子(~15971015退位~1626
  年死去)
1579年10月27日-09:00|日本|山梨県|天正7年10月8日|<甲佐同盟>甲斐の武田勝頼が佐竹義重はじめ､一族と同盟
  を結び､起請文を交わす
1579年11月-03:00|ｲｴﾒﾝ|  |||<即位>ﾗｯｼｰ朝ｲﾏｰﾑ｢an-Nasir al-Hasan bin Ali｣(~1585年)
1579年11月3日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正7年10月15日|摂津国有岡城の外の｢ｶﾜﾒ市場｣が裏切りにより焼亡
  .織田軍･荒木軍で多数の死者が出た/織田勢は伊丹の町を損害なく奪取し､城と町との間にあった侍屋敷に火
  をかけて城を裸城にすることに成功
1579年11月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾁｪｼﾝ公｢ｳﾞｧﾂﾜﾌ3世ｱﾀﾞﾑ｣
1579年11月4日-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<就任>ﾁｪｼﾝ公｢ｱﾀﾞﾑ･ｳﾞｧﾂﾜﾌ｣(~16170713死去)
1579年11月8日-09:00|日本|新潟県|天正7年10月20日|武田勝頼の妹菊姫が上杉景勝に嫁ぐ(武田･上杉が軍事同
  盟に移行)
1579年11月13日-09:00|日本|愛知県名古屋市中区|天正7年10月25日|柴田家親､尾張国広井八幡宮の本殿を建立
1579年11月18日-09:00|日本|岡山県|天正7年10月30日|宇喜多直家,毛利氏に叛き,織田氏への帰服を許された
1579年11月18日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正7年10月30日|小西行長･安宅信康が室津から乗り出し毛利水軍
  を家嶋に追い上げる
1579年11月19日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正7年11月|北条が武田に対抗するため､伊豆の海岸沿いに長浜城
  を築城
1579年11月21日-02:00|ﾙｰﾏﾆｱ|  |||<就任>ﾓﾙﾀﾞｳﾞｨｱ総督｢ｲｰｱﾝ5世ｻｽｰﾙ｣(~15820928死去)
1579年11月21日-09:00|日本|福岡県八女市|天正7年11月3日|筑後･龍造寺隆信､大友属城･山下城(蒲池鑑広)を攻
  略
1579年11月29日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||｢新教軍｣を率いた｢ｺﾝﾃﾞ公｣ｱﾝﾘ､ﾌﾗﾝｽ北部ﾍﾟﾛﾝﾇの｢旧教同盟｣が実効支配を行
  っているﾋﾟｶﾙﾃﾞｨ州(ﾌﾗﾝｽ北部ｿﾝﾑ川流域)に侵攻し､この日ﾌﾗﾝｽ北部ﾗﾝｽの西方ﾌｪｰﾙ･ｱﾝ･ﾀﾙﾄﾞﾉﾜ--を攻略/｢第7次
  ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣の始まり
1579年11月30日-09:00|日本|宮崎県延岡市|天正7年11月12日|島津軍の攻撃により大友軍の先鋒が崩れ,宗麟､務
  志賀より逃げ帰る
1579年12月2日-09:00|日本|宮崎県西都市|天正7年11月14日|島津軍は三納城を確保
1579年12月2日-09:00|日本|宮崎県東臼杵郡門川町|天正7年11月14日|島津軍は門川城を確保
1579年12月3日-09:00|日本|京都府京都市|天正7年11月15日|二条新御所(妙覚寺の東隣)の普請が完了､禁裏の誠
  仁親王へ進上(二条新御所は"下御所"と呼ばれる)
1579年12月7日-09:00|日本|兵庫県伊丹市|天正7年11月19日|<有岡城の戦い>城守をしていた荒木久左衛門は開
  城を決意､津田信澄が接収部隊を率いて本丸に入城/有岡城内に抑留されていた黒田孝高が1年ぶりに救出され
  た
1579年12月16日-09:00|日本|山形県|天正7年11月28日|伊達政宗(13歳)が田村清顕の娘愛姫(12歳)を正室に迎え
  る
1579年12月18日-09:00|日本|大分県国東市|天正7年12月|大友氏の家臣田原親貫が大友氏に反抗して鞍懸､安岐
  城に挙兵
1579年12月18日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正7年12月|脇城下で十河存保は打撃をうけ敗退しこれが切っ掛け
  となり一宮成祐は一宮城に帰城阿波国人一宮成祐が土佐長宗我部氏の支援を得て一宮城を回復
1579年12月18日-09:00|日本|兵庫県高砂市|天正7年12月|別所氏に与力していた高砂城落城/梶原景秀,沼島から
  さらに引田へ移る
1579年12月18日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正7年12月|<御着城合戦>羽柴秀吉に攻められ播磨･御着城落城.小
  寺政職は英賀城に逃亡
1579年12月18日-09:00|日本|愛知県津島市|天正7年12月1日|尾張国津島社の遷宮が行われる
1579年12月24日-09:00|日本|大阪府守口市|天正7年12月7日|石山本願寺の出城である守口の砦が織田方に降伏
1579年12月30日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|天正7年12月13日|伊丹に残された荒木村重の人質の内,122人を尼崎
  で磔にし,510余人を焼殺
1580年-07:00|ﾗｵｽ/ﾀｲ|  |||<復位>ﾗｰﾝｻｰﾝ王朝国王｢ｾｰﾝ･ｽﾘﾝﾀﾙｻｲ｣(2期目~1582年死去)
1580年-05:45|ﾈﾊﾟｰﾙ|  |||<即位>ﾏﾗ(Lalitpur)国王｢Purandara Simha｣(~1600年)
1580年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<建国>ｸﾙﾀﾞ国
1580年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Ali Barid Shah1世｣
1580年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰﾋｰ朝ｼｬｰ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ｱｰﾃﾞｨﾙ･ｼｬｰ2世｣(~16270912死去)
1580年-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ﾋﾞｰﾀﾞﾙ王国ｼｬｰ｢Ibrahim Barid Shah｣(~1587年)
1580年-05:00|ｶｻﾞﾌｽﾀﾝ|  |||<即位>ｶｻﾞﾌ汗国ﾊﾝ｢ｼｶﾞｲ｣ｼﾞｬｰﾆｰ･ﾍﾞｸの七男ｼﾞｬﾃﾞｨｸの次男(~1582年)
1580年-03:00|ｲｴﾒﾝ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国ｻﾅ総督｢Yemenli Hasan Pasha｣(~1604年)
1580年-02:00|ｼﾘｱ･ｱﾗﾌﾞ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾚｯﾎﾟ･ﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ﾊﾞｰﾗﾑ･ﾊﾟｼｬ｣(~1581年)
1580年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ/ｲﾀﾘｱ|  |||<就任>ｳﾞｪﾈﾂｨｱのｶﾝﾃﾞｨｱ公｢ﾆｺﾛ･ｻﾛﾓﾉ｣(~1582年)
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1580年-02:00|ｴｼﾞﾌﾟﾄ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国領ｴｼﾞﾌﾟﾄ総督｢ﾊﾄﾞｩﾑ･ﾊｻﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(~1583年)
1580年-02:00|ｷﾞﾘｼｬ|  |||<就任>ｶﾝﾃﾞｨｱ王国総督｢ﾌﾗﾝﾁｪｽｺ･ﾓﾘﾝ｣(~1583年)
1580年-01:00|ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ|  |||<再任>ﾚｸﾞﾆﾂｧ公｢ﾍﾝﾘｰ11世｣(~1581年退任)
1580年-01:00|ｱﾙｼﾞｪﾘｱ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｱﾙｼﾞｪのﾊﾟｼｬ｢ｲｪｰﾌｧｰ･ﾊﾟｼｬ｣(~1582年)
1580年-01:00|ﾍﾞﾅﾝ|  |||<就任>ｻｳﾞｨ･ﾌｴﾀﾞ国統治者｢ﾊﾎﾛ｣建国(~1620年)
1580年-01:00|ｵﾗﾝﾀﾞ|  |||<就任>ﾈｰﾃﾞﾙﾗﾝﾄ連邦共和国ﾌﾛｰﾆﾝｹﾞﾝ州･ﾌﾘｰｽﾗﾝﾄ州総督ｵﾗﾆｴ公ｳｨﾚﾑ1世[ﾅｯｻｳ=ﾃﾞｨﾚﾝﾌﾞﾙ
  ｸ伯ｳﾞｨﾙﾍﾙﾑの長男](~15840710死去)
1580年-01:00|ﾘﾋﾃﾝｼｭﾀｲﾝ|  |||<就任>ﾌｧﾄﾞｩｰﾂ執行官｢ﾌｨﾘﾍﾞｰﾙ･ﾘｸﾞﾉﾙﾄ･ﾌｫﾝ･ﾌﾟﾛｽｳﾞｧﾙﾃﾞﾝ｣(~1592年)
1580年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||<即位>ｵｽﾏﾝ帝国ﾌｪｻﾞｰﾝ･ｽﾙﾀﾝ｢ｱﾝﾅｽﾙ｣(~1599年)
1580年-01:00|ﾁｬﾄﾞ|  |||<即位>ｾﾌﾜ朝国王｢Idris Alauma｣(~1617年)
1580年-01:00|ﾘﾋﾞｱ/ﾄﾙｺ|  |||ﾌｪｻﾞｰﾝはｵｽﾏﾝ帝国に編入(~1582年)
1580年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾌﾗﾝｽ全土にﾍﾟｽﾄやはしかなどの疫病が流行し､多くの死者がでる
1580年-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||ﾓﾝﾃｰﾆｭが｢随想録｣を執筆
1580年 00:00|ﾏﾝ島/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾏﾝ島知事｢Richard Sherburne｣(~同年)⇒｢John Meyrick｣(~1592年)
1580年 00:00|世界|  |||地球の気候が寒冷期にはいり､氷河が進行
1580年 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙﾊﾞ公指揮下のｽﾍﾟｲﾝ軍がﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに侵入し､王位を主張するﾄﾞﾝ･ｱﾝﾄﾆｵの軍
  を撃ち破り､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙを制圧
1580年 00:00|ﾓｰﾘﾀﾆｱ|  |||ｲﾄﾞｰ･ｲｼｭ王朝によってﾀｶﾞﾆｯﾄ連邦(ﾀｶﾞﾆｯﾄ首長国とも呼ばれる)設立
1580年 01:00|ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<就任>ｻﾝﾀﾏﾘｱ島ﾄﾞﾅﾀﾘｵ長官｢Jeronimo Coutinho｣(~1594年)
1580年 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ北西部のｻﾝﾀﾌｪで本国人の横暴に反対する｢7人の統領の反乱｣発生
1580年 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ暫定知事兼提督｢Geronimo de Aguero Campuzano｣(~同年)
1580年 04:00|ﾄﾘﾆﾀﾞｰﾄﾞ･ﾄﾊﾞｺﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||ｲｷﾞﾘｽはﾄﾊﾞｺﾞの領有宣言(植民なし)
1580年 04:00|ﾁﾘ|  |||ｳｨﾘﾁｪ族とﾋﾟｸﾝﾁｪ族が大反乱
1580年 05:00|ﾊﾟﾅﾏ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾊﾟﾅﾏ大審問院総督･長官｢ﾍﾟﾄﾞﾛ･ﾗﾐﾚｽ･ﾃﾞ･ｷﾆｮﾈｽ｣(3回目~1585年)
1580年 06:00|ｴﾙｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｻﾝｻﾙﾊﾞﾄﾞﾙ暫定市長｢ﾌｱﾝ･ｼｽﾈﾛｽ･ﾃﾞ･ﾚﾉｻ･ｲ･ﾊﾞﾙﾍﾞﾙﾃﾞ｣(~1581年)
1580年1月-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||ﾍﾞﾝｶﾞﾙ､ﾋﾞﾊｰﾙ地方で反乱が勃発
1580年1月 05:00|ｷｭｰﾊﾞ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ植民地ｷｭｰﾊﾞ総督｢ｶﾞｽﾊﾟﾙ･ﾃﾞ･ﾄｰﾚｽ｣(~1581年5月)
1580年1月2日-09:00|日本|京都府京都市下京区|天正7年12月16日|京都六条河原に於いて村井貞勝を｢奉行｣とし
  荒木村重子息･女房衆らの処刑を断行
1580年1月4日-09:00|日本|大分県大分市|天正7年12月18日|大友家臣の田原親貫が反乱を起こし､府内を攻撃(悪
  天候のため上陸できず)田原親貫は豊後鞍懸城･安岐城を拠点とする
1580年1月11日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正7年12月25日|<忍山城の戦い>(24日~)毛利輝元･小早川隆景･吉川
  元春が宇喜多領の備前忍山城を攻撃､占領/毛利家は荒木村重･別所長治の寝返りに合わせて軍事行動を起こせ
  ず､宇喜多､南条氏が離反したことで信長防衛線が崩れてしまう
1580年1月13日-09:00|日本|徳島県美馬市|天正7年12月27日|早朝､岩倉城下にて三好式部少輔の裏切りにより､
  三好3将が死んだ/一宮成俊がその虚に乗じて､細川掃部を奉じて一宮城に帰った
1580年1月16日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正7年12月末|毛利軍が備中東北部に主戦力を投入し､宇喜多勢の籠
  る四畝城を攻略
1580年1月17日-09:00|日本|大分県中津市|天正8年|豊前長岩城の野中鎮兼が大友軍の攻撃を受け降伏
1580年1月17日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正8年|<交替>遠江掛川城｢石川家成｣隠居⇒子の｢石川康通｣(⇒天正
  18(1590)年上総成戸2万石)
1580年1月17日-09:00|日本|徳島県阿南市|天正8年|香宗我部親泰が阿波東部へ侵攻｡三好領の牛岐城を攻撃､城
  主新開実綱が降伏
1580年1月17日-09:00|日本|長崎県壱岐市|天正8年|頼秀が聖母山神皇密寺[勝本浦]を開く
1580年1月17日-09:00|日本|奈良県天理市|天正8年|｢柳本城(楊本城)｣織田信長により破却された
1580年1月17日-09:00|日本|三重県松阪市|天正8年|伊勢の織田信雄(北畠信意)は居城の田丸城の天守が火災に
  より焼失したため､松ヶ島城へ移る(以降本能寺の変まで居城となる)
1580年1月17日-09:00|日本|山形県上山市|天正8年|最上義光が上山城(城主上山満兼)の家臣里見民部を内応さ
  せてを討ち取らせ､上山城を攻略(里見民部は以降上山城主として仕える)
1580年1月17日-09:00|日本|立正大学|天正8年|日蓮宗の教育機関として下総国飯高郷に飯高壇林･飯高寺を創立
1580年1月22日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正8年1月6日|羽柴秀吉が宮の上砦を乗取り､別所彦進友之が三木城
  本丸へ退却
1580年1月24日-09:00|日本|兵庫県明石市|天正8年1月8日|別所氏に与力していた魚住城陥落
1580年1月27日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正8年1月11日|鷹の尾の別所山城吉親が三木城本丸に退却｡三木城
  本丸が焼ける
1580年1月31日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｴﾝﾘｹ1世｣ｽﾍﾟｲﾝ王が継承権を宣言
1580年2月 05:00|ｺﾛﾝﾋﾞｱ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞｸﾞﾗﾅﾀﾞ暫定大統領･総督･総司令官｢ﾌｱﾝ･ﾊﾞｳﾃｨｽﾀ･ﾓﾝｿﾝ｣(~1582
  年3月)
1580年2月2日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正8年1月17日|<死去>播磨三木領主｢別所長治｣自刃滅亡
1580年2月2日-09:00|日本|兵庫県三木市|天正8年1月17日|羽柴秀吉が､播磨三木城を二年半の城攻めの末､城主･
  別所長治,別所友之(長治の弟)が切腹,別所吉親(長治の叔父)は抗戦しようとして城兵に殺害され､1年10ヶ月
  に及ぶ篭城戦が終了
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1580年2月6日-09:00|日本|愛媛県大洲市|天正8年1月下旬|喜多郡地蔵ヶ嶽城城代の大野直之､長宗我部元親に内
  応し､河野通直に叛く
1580年2月6日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年1月21日|海野幸貞が先陣となり真田勢が利根川を
  渡って明徳寺城(月夜野町)を攻め落とす
1580年2月6日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年1月21日|真田昌幸は海野中務太輔を先駆として総
  勢七百余騎で夜のうちに利根川を渡り明徳寺城を占拠
1580年2月15日-09:00|日本|京都府宮津市|天正8年2月|織田方の細川藤孝･忠興父子が､丹後八幡城を攻略し､一
  色義定を降伏させる/丹後が織田信長の支配下となる
1580年2月15日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年2月|真田昌幸は小川可遊斉を味方につけ､名胡桃
  城主｢鈴木主水正重則｣の調略に成功攻略
1580年2月15日-09:00|日本|新潟県上越市|天正8年2月1日|<第2次御館合戦>上杉景勝､御館を攻撃する｡景虎方の
  北条景広､荻田長繁に討たれる
1580年2月16日-09:00|日本|福岡県福岡市|天正8年2月2日|戸次道雪､十時摂津守をして早良郡鳥飼村の肥前勢を
  討たしむ
1580年2月17日-09:00|日本|新潟県南魚沼市|天正8年2月3日|小田原北条勢の前線基地:樺沢城も上杉景勝方に奪
  回された
1580年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾍﾝﾘｰ･ﾌｨｯﾂｱﾗﾝ｣
1580年2月24日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱﾗﾝﾃﾞﾙ伯｢ﾌｨﾘｯﾌﾟ･ﾊﾜｰﾄﾞ｣(~15890414剥奪)
1580年2月24日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正8年2月10日|筑後･蒲池鎮並､柳川に籠城し龍造寺隆信に叛旗
1580年2月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ﾁﾘ総督｢ﾛﾄﾞﾘｺﾞ･ﾃﾞ･ｷﾛｶﾞ･ﾛﾍﾟｽ･ｳｼﾞｮｱ｣
1580年2月25日 04:00|ﾁﾘ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾁﾘ総督｢ﾏﾙﾃｨﾝ･ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｶﾞﾝﾎﾞｱ･ﾃﾞ･ﾍﾞﾘｽ｣(~1583年7月)
1580年2月26日-09:00|日本|静岡県御殿場市|天正8年2月12日|北條軍､武田勢と深沢で戦う
1580年2月27日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正8年2月13日|秀吉が､別所氏を支援していた英賀城(城主三木通秋
  )を攻撃､占領
1580年2月27日-09:00|日本|福岡県柳川市|天正8年2月13日|<柳川城の戦い>蒲池鎮漣が反旗を翻し､柳川城に籠
  城.龍造寺軍が攻撃するが落城せず､一時講和を結ぶ
1580年3月2日-09:00|日本|岡山県真庭市|天正8年2月17日|秀吉に湯原春綱攻めを命じられた宇喜多秀家の属城
  美作の寺畑城が､吉川元春に落とされる
1580年3月5日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ﾚﾉｯｸｽ伯｢ｴｽﾞﾒ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣(⇒15810805ﾚﾉｯｸｽ公･ﾀﾞｰﾝﾘｰ伯~15830526死去)
1580年3月6日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正8年2月21日|徳川家康､駿河国駿府城を占領
1580年3月9日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正8年2月24日|北条氏照/氏邦､谷田部城を攻略し､多賀谷経明(52)
  /経命(17)父子が戦死
1580年3月9日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年2月24日|真田昌幸,上野小川城主･小川可遊斎の家
  臣を調略/小川可遊斎を降伏させ､小川城を攻略
1580年3月12日-09:00|日本|長野県下伊那郡松川町|天正8年2月27日|織田信忠､信濃国鳥居峠から信濃国飯田に
  進軍し大島城を攻略/織田信忠は大島城を河尻秀隆･毛利良勝に守備させる
1580年3月13日-09:00|日本|福岡県田川市|天正8年2月28日|筑前秋月領主｢秋月種実｣が豊前の猪膝にて大友方の
  首級800を討ち取る
1580年3月16日-09:00|日本|熊本県熊本市中央区|天正8年3月|島津氏についた隈本城主城親賢らが大友方の肥後
  ･阿蘇氏を攻めたが阿蘇氏重臣の御船城主甲斐宗運によって白川亘過瀬で撃退された
1580年3月16日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年3月|北条氏邦が小川城再攻撃､菩提木で小川可遊
  斎が撃退
1580年3月16日-09:00|日本|鳥取県東伯郡三朝町|天正8年3月|鳥取三仏寺文殊堂出来る
1580年3月16日-09:00|日本|大阪府八尾市|天正8年3月1日|織田信長が大和郡山に出陣し､その先鋒が河内の萱振
  にある恵光寺(浄土真宗)とその寺内町を焼き払う
1580年3月17日-09:00|日本|長野県伊那市|天正8年3月2日|織田信忠(中将殿)､信濃国高遠城を攻略し武田信豊(
  典厩)･仁科盛信(武田四郎舎弟)以下を｢打果｣
1580年3月17日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|天正8年3月2日|<花隈城の戦い>荒木軍が花隈城より出撃して
  生田神社の森の池田輝政軍に攻めかかった/同時に周りの池田軍が花隈城へ攻撃､総大将の恒興自身も自ら5,6
  名程度を討ち取るなどかなりの乱戦になったが､結局勝敗はつかず両軍兵をひいた
1580年3月26日-09:00|日本|愛知県弥富市|天正8年3月11日|道久､三河国鍋田村お千子宮の社殿を建立
1580年3月28日-09:00|日本|岡山県岡山市|天正8年3月13日|<辛川の戦い>小早川隆景が備前に侵攻､辛川で宇喜
  多忠家と戦闘､敗北
1580年3月30日-09:00|日本|静岡県沼津市|天正8年3月15日|<重須の戦い>武田勝頼､伊豆に侵攻し､武田水軍と北
  条水軍が伊豆沖で海戦に及び､引き分ける
1580年4月-08:00|ﾌｨﾘﾋﾟﾝ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ﾌｨﾘﾋﾟﾝ諸島総督｢ｺﾞﾝｻﾛ･ﾛﾝｷﾘｮ･ﾃﾞ･ﾍﾟﾆｬﾛｻ｣(~15830214死去)
1580年4月1日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾛﾝｿ･ﾑﾀﾞｰﾗ､ｽﾍﾟｲﾝのﾙﾈｻﾝｽ音楽の作曲家(生年1510年)
1580年4月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ﾋﾟｴｰﾙ･ﾊﾟｵﾛ･ｺﾙﾍﾞｯﾘ｣｢ﾏﾘﾉ･ﾎﾞﾈｯﾘ｣
1580年4月1日-09:00|日本|大阪府大阪市|天正8年3月17日|織田信長は本願寺と勅命講和し､赦免の条件として柴
  田領の加賀南二郡の本願寺への返還と､8月までに石山本願寺の退城を伝える
1580年4月2日-09:00|日本|福岡県福岡市早良区|天正8年3月18日|肥前の神代･執行両家の衆､荒平城主小田部新
  介を攻める
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1580年4月8日-09:00|日本|富山県|天正8年3月24日|長連竜ら､越中国に侵攻してきた上杉景勝を撃破
1580年4月9日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正8年3月25日|武藏国の八王子城主北條陸奥守氏照､鉢形城主北條
  左ヱ門佐氏邦らが筑波郡の谷田部城主多賀谷淡路守政伯を攻め破って討取り攻略したが､下妻勢の多賀谷彦次
  郎重康､同信濃守政顯らが小田原勢を逆襲して再び之れを攻略して取り戻した
1580年4月14日-09:00|日本|長野県千曲市|天正8年閏3月|<荒砥城合戦>北条勢が越後へ侵攻し荒戸城を攻め落と
  したものの坂戸城を抜くことができずに撤退
1580年4月15日-09:00|日本|兵庫県神戸市中央区|天正8年閏3月2日|池田勝三郎恒興･池田勝九郎元助･池田幸親(
  輝政)と花隈城守兵と戦闘
1580年4月18日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正8年閏3月5日|石山本願寺顕如が信長との和議の誓詞へ署
  名/顕如の息子教如が強硬派とともに抵抗､教如は信長は表裏二心があると非難し､また親鸞聖人(御真影)の御
  座所が汚されるとして､石山本願寺で籠城を続ける
1580年4月22日-09:00|日本|石川県金沢市|天正8年閏3月9日|<尾山合戦>織田勢が金沢御坊を包囲する中,佐久間
  盛政の軍勢が突入を開始し一気に落城させた/信長は金沢御坊を盛政に与え,盛政はこれを尾山城と改めた
1580年4月22日-09:00|日本|石川県野々市市|天正8年閏3月9日|<野々市合戦>柴田勝家が加賀野々市砦を攻略
1580年4月24日 04:00|ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾌﾟｴﾙﾄﾘｺ知事兼提督｢Juan de Cespedes｣(~15810802死去)
1580年4月28日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｳﾞｪﾁﾙ･ｲ･ｻﾙﾀﾅﾄ･ﾗﾗ･ｶﾗ･ﾑｽﾀﾌｧ･ﾊﾟｼｬ｣(~8.7)
1580年4月28日-09:00|日本|静岡県御殿場市|天正8年閏3月15日|北条氏政が深沢に出陣し､御厨一帯を放火
1580年5月-01:00|ﾊﾝｶﾞﾘｰ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾌﾞﾀﾞのﾍﾞｲﾚﾙﾍﾞｲ｢ｶﾗｲﾘｺｽﾞ･ｱﾘ･ﾊﾟｼｬ｣(1回目~15831009)
1580年5月9日-01:00|ｱﾝﾄﾞﾗ|  |||<即位>ｱﾝﾄﾞﾗ公国共同大公｢ｳﾙﾍﾙ司教ﾌｰｺﾞ･ｱﾝﾌﾞﾛｽ･ﾄﾞ･ﾓﾝﾄｶｰﾀﾞ｣(~15861208)
1580年5月13日-09:00|日本|石川県羽咋市|天正8年閏3月30日|菱脇(石川県鹿島郡)で長連竜が,七尾の温井景隆
  を破る/その後,温井景隆は織田家に降伏
1580年5月14日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正8年4月|右衛門太郎､三河国長山村天王社の社殿を建立
1580年5月14日-09:00|日本|岡山県美作市|天正8年4月|<塀高合戦>新免家の内部で対立が起こり新免伊賀守に遺
  恨を抱いた井口長兵衛･新免総兵衛らが草刈重継に内通､その軍勢を塀高城に引入れ一緒になって新免宗貫の
  軍勢と戦闘.宗貫は宇喜多直家に援軍を要請､直家みずからが軍勢を引き連れて塀高合戦に参加.宗貫は直家と
  ともに草刈重継の軍勢を撃退
1580年5月14日-09:00|日本|佐賀県|天正8年4月|<交替>肥前佐嘉領主｢龍造寺隆信｣須古城へ隠居⇒嫡男｢龍造寺
  政家｣(~天正15(1587)年6月本領安堵)
1580年5月14日-09:00|日本|千葉県|天正8年4月|<交替>安房国主｢里見義重｣解任⇒｢里見義頼｣(~天正15年10月26
  日(15871126)死去)
1580年5月14日-09:00|日本|千葉県君津市|天正8年4月|里見義頼､上総小櫃川上流域へ兵を進め､久留里･千本･亀
  山の諸城を攻略
1580年5月14日-09:00|日本|兵庫県朝来市|天正8年4月|再び信長の命により秀長が6400兵を引き連れ但馬攻めを
  開始､竹田城はさしたる抵抗もせず降伏/秀長の武将である桑山重晴を竹田城主に命じた
1580年5月14日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正8年4月|羽柴秀長が有子山城を攻略
1580年5月14日-09:00|日本|福岡県那珂川市|天正8年4月|龍造寺軍が筑前鷲ヶ岳城を占領
1580年5月14日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正8年4月上旬|多賀谷重経は筑波郡大穂村の篠崎に於て梶原景国
  と戰ったが敗北して下妻に帰陣
1580年5月14日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正8年4月上旬|沼田城の金子美濃守･渡辺左近允･西山市之丞が名胡
  桃城に入った真田昌幸に降伏
1580年5月14日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正8年4月1日|<英賀城の戦い>羽柴秀吉により英賀城が落城
1580年5月22日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正8年4月9日|攝津石山本願寺の顕如光佐､大坂を退去/主戦
  派の教如は石山本願寺に留まる
1580年5月26日-09:00|日本|石川県金沢市|天正8年4月13日|<野々市合戦>織田家部将の柴田勝家､加賀･金沢御堂
  を攻略
1580年5月26日-09:00|日本|大分県日田市|天正8年4月13日|豊後･大友宗麟･義統父子､謀反した田北紹鉄を日田
  郡五馬荘松原で討ち熊牟礼城を攻略
1580年5月27日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正8年4月14日|毛利輝元､小早川隆景が宇喜多方備前虎倉城に
  侵攻するも､大敗して撤退
1580年6月-01:00|ﾍﾞﾙｷﾞｰ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾍﾞﾙｷﾞｰ総督｢ﾊﾟﾙﾏ公爵ﾏﾙｶﾞﾘｰﾀ｣共同統治(~1581年11月)
1580年6月4日-09:00|日本|新潟県長岡市|天正8年4月22日|<栃尾城合戦>上杉景勝､越後中郡に侵攻/栃尾城を攻
  略,本庄秀綱､敗走
1580年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<死去>ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ｲﾌﾞﾗｰﾋｰﾑ･ｸﾘｰ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣
1580年6月5日-05:30|ｲﾝﾄﾞ|  |||<即位>ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰﾋｰ朝ｽﾙﾀﾝ｢ﾑﾊﾝﾏﾄﾞ･ｸﾘｰ･ｸﾄｩﾌﾞ･ｼｬｰ｣(~1611年~16120111死去)
1580年6月5日-09:00|日本|石川県金沢市|天正8年4月23日|佐久間盛政､金沢御坊を攻略/加賀一国を領して､尾山
  (金沢)城に入った
1580年6月6日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|天正8年4月24日|羽柴秀吉が播磨宍粟郡の宇野民部居城を攻め大勝
1580年6月8日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正8年4月26日|羽柴秀吉が毛利攻めの最前線である姫路の英賀城(三
  木通秋)を攻略.播磨平定
1580年6月10日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<死去>ﾙｲｽ･ﾃﾞ･ｶﾓﾝｲｽ､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙの詩人(生年1524年)
1580年6月11日 03:00|ｱﾙｾﾞﾝﾁﾝ|  |||ｶﾞﾗｲがﾌﾞｴﾉｽｱｲﾚｽ市を再建,ﾗ･ﾄﾘﾆﾀﾞｰと命名
1580年6月11日-09:00|日本|千葉県富津市|天正8年4月末|里見義頼に攻められ佐貫開城し､梅王丸出家
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1580年6月12日-09:00|日本|兵庫県朝来市|天正8年5月|<拝領>但馬竹田1万石｢桑山重晴｣(⇒天正13(1585)年紀伊
  和歌山へ)
1580年6月13日-09:00|日本|岡山県井原市|天正8年5月2日|羽柴秀吉､備中国河屋城･備中国加茂城･備中国亀石城
  を攻撃
1580年6月15日-09:00|日本|群馬県利根郡みなかみ町|天正8年5月4日|真田昌幸は猿ヶ京城を攻略して小川可遊
  斎を入城させた
1580年6月16日-09:00|日本|石川県羽咋市|天正8年5月5日|<菱脇合戦>織田家部将の長連竜､温井景隆に勝利
1580年6月16日-09:00|日本|静岡県静岡市駿河区|天正8年5月5日|徳川軍が撤退するとき､武田方の持船城の朝比
  奈勢が追撃してきたが石川数正の軍勢が迎え撃ち32人を討ち取った
1580年6月17日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正8年5月6日|武田家部将の真田昌幸､沼田城を攻略
1580年6月19日-09:00|日本|岡山県岡山市北区|天正8年5月8日|羽柴秀吉､備中国高松城を包囲し川を切って水攻
  めにす
1580年6月19日-09:00|日本|鳥取県倉吉市|天正8年5月8日|<岩倉城の戦い>昨年より織田方についた伯耆の南条
  元続へ攻撃/吉川元春が岩倉城(城主小鴨元清､南条元続の弟)を攻撃するが敗退
1580年6月21日-09:00|日本|兵庫県宍粟市|天正8年5月10日|<長水城合戦>羽柴秀吉軍に攻められ長水城(宇野政
  頼)落城/宇野政頼､秀吉軍に播磨千種で追い詰められ､自害して果てる
1580年6月27日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正8年5月16日|羽柴秀長が但馬山名祐豊の有子山城を攻撃占領/山
  名祐豊､太田垣輝延はその座を奪われ､山名氏と四天王と呼ばれた太田垣氏による支配は完全に終焉をむかえ
  滅亡/秀吉は秀長を有子山城主に命じた
1580年6月30日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|天正8年5月19日|紀伊国一揆､中島堀城を攻撃
1580年7月1日-09:00|日本|大阪府大阪市淀川区|天正8年5月20日|中川清秀､紀伊国一揆から中島堀城を奪回
1580年7月1日-09:00|日本|京都府京都市|天正8年5月20日|四条橋､流失
1580年7月2日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正8年5月21日|羽柴秀吉が因幡鳥取城を攻略/城主､山名豊国は降伏
  して赦される
1580年7月2日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正8年5月21日|<死去>但馬出石国主｢山名祐豊｣70歳
1580年7月2日-09:00|日本|兵庫県豊岡市|天正8年5月21日|山名氏の本城出石城も落城/但馬は再び平定され､秀
  長には出石城があたえられた
1580年7月3日-09:00|日本|石川県鳳珠郡能登町|天正8年5月22日|長連竜､卯刻に能登国棚木城を攻略､長景連(上
  杉景勝家臣)を討取
1580年7月4日-09:00|日本|群馬県沼田市|天正8年5月23日|真田昌幸勢の矢沢頼綱は沼田城を攻略/金子美濃守を
  味方につけ､無血開城させた
1580年7月7日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正8年5月26日|<第1次鳥取城合戦>織田家部将の羽柴秀吉､鹿野城を
  開城
1580年7月9日-09:00|日本|徳島県海部郡|天正8年5月28日|波川玄蕃が謀反､長宗我部元親責めて阿州海部で自殺
  させる
1580年7月12日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正8年6月|<完成>徳川家康が武田方の高天神城に備え､大須賀康高
  に横須賀城を築城させる
1580年7月12日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|天正8年6月|上総小田喜城の正木憲時が里見義頼に叛する
1580年7月13日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|天正8年6月2日|織田信長軍が荒木村重の拠点､尼崎城を攻略
1580年7月15日-08:00|ﾏﾚｰｼｱ/ｽﾍﾟｲﾝ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||ﾏﾗｯｶはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとともにｽﾍﾟｲﾝ領となった(~16401201)
1580年7月15日-02:00|ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ/赤道ｷﾞﾆｱ/ｶﾞｰﾅ/ﾌﾞﾗｼﾞﾙ/ｱﾝｺﾞﾗ/ﾓﾛｯｺ/ｶｰﾎﾞﾍﾞﾙﾃﾞ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ領
  ﾌﾞﾗｼﾞﾙ､ｱﾝｺﾞﾗ･ﾄﾞﾅﾀﾘｵ､ﾓｻﾞﾝﾋﾞｰｸ､ﾀﾝｼﾞｰﾙ､ｺﾞｰﾙﾄﾞ=ｺｰｽﾄ､ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ﾎﾟｰ､ｱﾉﾎﾞﾑ島及びｶｰﾎﾞ･ﾍﾞﾙﾃﾞの島々は､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ
  とともにｽﾍﾟｲﾝが領有(~16401201)
1580年7月15日 00:00|ｻﾝﾄﾒ･ﾌﾟﾘﾝｼﾍﾟ/ｱｿﾞﾚｽ諸島/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙに従うｻﾝﾄﾒ及びｱｿﾞﾚｽ諸島の島々
  はｽﾍﾟｲﾝの所有となる(~16401201)島々は1583年までｽﾍﾟｲﾝの支配に抵抗
1580年7月16日-09:00|日本|岡山県津山市|天正8年6月5日|<祝山城の戦い>宇喜多直家と連合して美作攻略を開
  始し､枡形城の城主で毛利方の福田盛雅が守る祝山城(医王山城)を攻めた/かつては浦上宗景の被官で､当初は
  毛利氏と結ぶことによって備前国内での勢力を伸張させた宇喜多直家は､今や織田方の先鋒となって山陽地方
  における毛利氏の前線を切り崩していった
1580年7月16日 13:00|日本|兵庫県宍粟市|天正8年6月5日|夜中,播磨宍粟郡に籠る宇野民部が退去する動きを見
  せた/羽柴勢から木下平太輔･蜂須賀小六が出て追撃をしかけたところ､敵勢からも心ある侍たちが返し合わせ
  て防戦,各所で攻防が繰り広げられ､羽柴勢は敵方の歴々数十人を討ち取る戦果を収めた
1580年7月18日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝ領ｾｳﾀ提督｢Jorge Pessanha｣(~1586年)
1580年7月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ｽﾍﾟｲﾝのﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ副王｢ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ･ｱﾙﾊﾞﾚｽ･ﾃﾞ･ﾄﾚﾄﾞ･ｲ･ﾋﾟﾒﾝﾃﾙ､ﾃﾞｭ
  ｰｸ･ﾀﾞﾙﾊﾞ｣(~15821211死去)
1580年7月18日 00:00|ﾓﾛｯｺ/ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ｱﾙｼﾞﾗ､ﾏｻﾞｶﾞﾝはﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙとｽﾍﾟｲﾝが共有(~16401201)
1580年7月18日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ､ｾｳﾀはｽﾍﾟｲﾝの所有物になる
1580年7月20日-09:00|日本|石川県羽咋市|天正8年6月9日|<菱脇合戦>織田家部将の長連竜､温井景隆に再度勝利
1580年7月20日-09:00|日本|静岡県|天正8年6月9日|北条氏政が伊豆から撤退
1580年7月21日-09:00|日本|富山県南砺市|天正8年6月10日|湯原国信(上杉家臣)､富山から出撃してきた佐々成
  政を撃退/佐々成政一族3名および兵数百余を討ち取
1580年7月23日-09:00|日本|新潟県三条市|天正8年6月12日|上杉景勝､越後･三条城(神余親綱)を攻略し､御館の
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  乱およそ治まる
1580年7月24日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ｱﾝﾄﾆｵ｣(~8.25)
1580年7月28日-09:00|日本|福島県会津若松市|天正8年6月17日|<死去>陸奥黒川城主｢蘆名盛氏｣⇒養子の｢蘆名
  盛隆｣が継ぐ(~天正12年10月6日(15841108)死去)
1580年8月7日-02:00|ﾄﾙｺ|  |||<就任>ｵｽﾏﾝ帝国大宰相｢ｺｶ･ｼﾅﾝ･ﾊﾟｼｬ｣(1期目~15821206)
1580年8月7日-09:00|日本|石川県|天正8年6月27日|長連竜､遊佐続光･遊佐四郎右衛門を捕獲し斬首
1580年8月12日-09:00|日本|新潟県三条市|天正8年7月2日|<三条城合戦>三条城主神余親綱､討死
1580年8月12日-09:00|日本|兵庫県尼崎市|天正8年7月2日|<花隈城の戦い>織田家部将の池田輝政軍を摂津花隈
  城兵が追い散らしたところに池田元助軍が加わり､更に池田恒興軍も加勢し､大手門周辺で大激戦になった/別
  動隊が搦手より城内に侵入し､大手門を守る守備隊を背後から襲い､これに後詰の軍として待機していた紀州
  雑賀勢の援軍も加わり､花隈城を開城させることに成功/花隈城に逃げ込んでいた荒木村重は毛利氏を頼って
  尾道に逃れ､花隈城は廃城になる
1580年8月14日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|天正8年7月4日|正木憲時(上総大多喜城主)､里見氏に背き上
  総興津城を根拠地として房州に攻め入ったが敗れる
1580年8月17日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正8年7月7日|羽柴秀吉旗下龜井新十郎茲矩が兵主源六の因幡氣多
  郡金剛城(汚登路免城･ｺﾝｺﾉ城･踊見ﾉ城)を陥す
1580年8月17日-09:00|日本|福岡県福岡市早良区|天正8年7月7日|龍造寺軍が筑前安楽平城(城主小田部紹叱)を
  占領.小田部紹叱は自害/その後博多へ侵攻し､博多の町を焼き討ちにする
1580年8月19日-01:00|ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｱﾝﾄﾞﾚｰｱ･ﾊﾟｯﾗｰﾃﾞｨｵ､ｲﾀﾘｱの建築家(生年1508年)
1580年8月23日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正8年7月13日|織田方の軍勢が､石山本願寺の直近東南方向
  にある辻と安田の砦を攻略/これを見て､本願寺教如も､織田信長に屈し､鷺森の顕如に知らせるとともに､近衛
  前久を通じて和睦を申し入れる
1580年8月25日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ﾌﾗﾝｽ|  |||<ｱﾙｶﾝﾀｳの戦い>ｱﾙﾊﾞ公ﾌｪﾙﾅﾝﾄﾞ=ﾄﾚﾄﾞ､ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ市民軍に勝利
1580年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<死去>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｴﾏﾇｴｰﾚ･ﾌｨﾘﾍﾞﾙﾄ｣
1580年8月30日-01:00|ﾌﾗﾝｽ/ｲﾀﾘｱ|  |||<即位>ｻｳﾞｫｲｱ公｢ｶﾙﾛ･ｴﾏﾇｴｰﾚ1世｣(~16300726死去)
1580年9月2日-09:00|日本|広島県三次市|天正8年7月23日|毛利軍,三谿郡高杉城を攻略
1580年9月3日-09:00|日本|静岡県榛原郡吉田町|天正8年7月24日|<小山城合戦>(21日~)徳川軍が小山城近くの色
  尾に布陣,稲を刈り取り小山城の兵糧米を阻止/小山城の武田勢は徳川勢を襲撃し酒井左衛門尉と小競り合い/
  徳川家康は小山から陣を払って浜松城へ帰城
1580年9月7日 00:00|ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ/ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>ｱｲﾙﾗﾝﾄﾞ副卿｢ｸﾞﾚｲ･ﾄﾞ･ｳｨﾙﾄﾝ男爵ｱｰｻｰ･ｸﾞﾚｲ｣(~15820831)
1580年9月9日-09:00|日本|石川県七尾市|天正8年8月|旧畠山家臣温井景隆･三宅長盛が織田に寝返り､七尾城を
  攻撃､占領
1580年9月9日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正8年8月|北条氏照･氏邦､牛久に出陣し､常陸･谷田部城を攻略
1580年9月9日-09:00|日本|群馬県渋川市|天正8年8月|長井坂城は真田家の海野輝幸に攻め落とされる
1580年9月10日-09:00|日本|大阪府大阪市中央区|天正8年8月2日|未の刻､本願寺教如が､大坂石山本願寺を退去/
  その日のうちに石山本願寺から火の手が上がり､堂塔伽藍と寺内町に燃え広がり､2日一晩燃え続け､石山本願
  寺と寺内町六千戸の悉くが焼失/教如は和泉佐野に落ちる
1580年9月10日-09:00|日本|京都府|天正8年8月2日|<所領安堵>丹後北半国｢一色満信(義定)｣
1580年9月10日-09:00|日本|京都府|天正8年8月2日|<拝領>丹波一国(亀山城)｢明智光秀｣
1580年9月10日-09:00|日本|京都府舞鶴市|天正8年8月2日|<移封>山城長岡｢長岡藤孝(三淵晴員の長男)｣⇒丹後
  舞鶴12万石(⇒天正10(1582)年6月隠居田辺城)
1580年9月10日-09:00|日本|兵庫県|天正8年8月2日|<拝領>攝津(尼崎城)｢池田信輝父子｣
1580年9月12日 00:00|ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<即位>ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ王｢ﾌｨﾘﾍﾟ1世慎重王｣ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ2世(~15980913死去
  )
1580年9月14日-01:00|ﾊﾞﾁｶﾝ|  |||改暦委員会が､ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ13世へ提出する正式の報告書に署名/ｱﾛｲｼｳｽ･ﾘﾘｳｽのｱ
  ﾙｺﾞﾘｽﾞﾑがほとんどそのまま採用される/ｸﾞﾚｺﾞﾘｳｽ13世はこの案に賛成し､実施を1581年10月と決める(実際は1
  年間延期される)
1580年9月15日-09:00|日本|栃木県宇都宮市|天正8年8月7日|<死去>下野国河内郡宇都宮城主｢宇都宮廣綱｣36歳
  ⇒子の｢宇都宮国綱｣が継ぐ(⇒天正18(1590)年､下野国18万石所領安堵)
1580年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<死去>4代ﾊﾞｶﾝ女伯｢ｸﾘｽﾃｨｰﾅ･ｽﾃｭｱｰﾄ｣
1580年9月20日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||<就任>5代ﾊﾞｶﾝ伯｢ｼﾞｪｲﾑｽﾞ･ﾀﾞｸﾞﾗｽ｣(~1601年死去)
1580年9月20日-09:00|日本|愛知県刈谷市|天正8年8月12日|<拝領>三河国刈谷城｢水野忠重｣織田信長からを預け
  られる
1580年9月20日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正8年8月12日|織田信長､石山本願寺攻撃の総責任者･佐久
  間信盛父子を高野山へ追放/後､高野山も追放され､熊野の奥に蟄居を命じられる
1580年9月21日-09:00|日本|鳥取県東伯郡湯梨浜町|天正8年8月13日|<長和田・長瀬川の戦い>(12日~)吉川元春
  は本陣を茶臼山に進め先陣杉原勢と南条九郎左衛門元秋(元続の弟)が長瀬川(旧天神川､田後､長瀬を経て橋津
  川に合流した)を挾んで対陣/杉原勢は川を渡り南条勢に猛襲を加えたので､南条勢はこれに抗しきれず､羽衣
  石城下まで退いた/杉原勢はこれを追撃したが死傷者も多く､民家に放火するなどして引き揚げた/南条軍の敗
  戦に終わったが､落城には至らなかった
1580年9月23日-01:00|ﾎﾞｽﾆｱ･ﾍﾙﾂｪｺﾞﾋﾞﾅ/ﾄﾙｺ|  |||<就任>ﾎﾞｽﾆｱ総督｢ﾌｪﾙﾊﾄﾞ･ﾊﾟｼｬ｣(~1587年)
1580年9月23日-09:00|日本|千葉県夷隅郡大多喜町|天正8年8月15日|上総･里見義頼･正木頼忠､大多喜城主･正木
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  憲時の謀反を鎮圧.正木憲時は大多喜城に逃げ帰った
1580年9月24日-09:00|日本|石川県鹿島郡中能登町|天正8年8月16日|佐久間盛政､某へ能登国荒山に籠もる温井
  備前守･三宅備後守(畠山遺臣)らを攻撃
1580年9月25日-09:00|日本|  ||天正8年8月17日|織田信長､宿老林秀貞･安藤守就･丹羽氏勝を追放
1580年9月25日-09:00|日本|奈良県|天正8年8月17日|筒井順慶が郡山一城を残し大和国の城を全て破却
1580年9月25日-09:00|日本|和歌山県伊都郡高野町|天正8年8月17日|堺政所の松井友閑配下の足軽32人が山内に
  入り､荒木残党の捜索を行ったところ､高野山側によって全員殺害された(高野山側は､足軽達は捜索ではなく
  乱暴狼藉を働いたため討った､としている)
1580年9月26日 00:00|ｲｷﾞﾘｽ|  |||ﾌﾗﾝｼｽ=ﾄﾞﾚｰｸ､英人初の世界1周を果たしﾌﾟﾘﾏｽに帰港
1580年9月26日-09:00|日本|福島県相馬市|天正8年8月18日|黒木中務宗俊(黒木城主)･堀内四郎宗和兄弟がひそ
  かに伊達家に内通陰謀が発覚/義胤は黒木城を陥とす/兄弟は追放
1580年9月27日-09:00|日本|神奈川県|天正8年8月19日|<交替>相模国主｢北条氏政｣隠居⇒嫡子｢北条氏直｣が継ぐ
  (~天正18(1590)年降伏滅亡)
1580年9月27日-09:00|日本|奈良県大和郡山市|天正8年8月19日|大和国筒井城が破却される
1580年10月1日-01:00|ﾃﾞﾝﾏｰｸ/ﾄﾞｲﾂ|  |||<死去>ｼｭﾚｰｽｳﾞｨﾋ公･ﾎﾙｼｭﾀｲﾝ公｢ﾊﾝｽ老公｣
1580年10月1日-01:00|ｻﾝﾏﾘﾉ|  |||<就任>ｻﾝﾏﾘﾉ共和国執政｢ｼﾞｬﾝﾊﾞｯﾃｨｽﾀ･ﾍﾞﾙｯﾂｨ｣｢ｼﾆﾊﾞﾙﾄﾞ･ｼﾆﾊﾞﾙﾃﾞｨ｣
1580年10月4日 07:00|ﾒｷｼｺ/ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<就任>ﾇｴﾊﾞ･ｲｽﾊﾟｰﾆｬ副王｢ｺﾙｰﾆｬ伯ﾛﾚﾝｿ･ｽｱﾚｽ･ﾃﾞ･ﾒﾝﾄﾞｰｻ｣(~15830629没)
1580年10月9日-09:00|日本|山形県上山市|天正8年9月|最上義光､上山城城主｢上山満兼｣を満兼の家臣里見民部
  に討たせ上山城を与える
1580年10月9日-09:00|日本|石川県|天正8年9月1日|<所領安堵>能登･鹿島半郡｢長連龍｣織田信長により(⇒天正1
  0(1582)年前田家家臣能登国内3万1000石)
1580年10月9日-09:00|日本|兵庫県姫路市|天正8年9月1日|<拝領>播磨揖東郡1万石(国府山城)｢黒田孝高｣羽柴秀
  吉より
1580年10月21日-09:00|日本|愛媛県西予市|天正8年9月13日|長宗我部元親､伊予東宇和郡三滝城主北之川親安を
  攻め滅ぼす
1580年10月26日-01:00|ｽﾍﾟｲﾝ|  |||<死去>ｱﾅ･ﾃﾞ･ｱｳｽﾄﾘｱ､ｽﾍﾟｲﾝ王ﾌｪﾘﾍﾟ2世の王妃(生年1549年)
1580年10月29日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正8年9月21日|山名家臣森下道誉､中村春続が毛利氏に通じ､主君
  山名豊国を鳥取城から追放/山名豊国は城を落ち延びて羽柴秀吉を頼る
1580年10月30日-09:00|日本|鳥取県鳥取市|天正8年9月22日|吉川元春,因幡国鳥取城を受取る/牛尾春重が城将
  として入った
1580年11月3日-09:00|日本|栃木県小山市|天正8年9月26日|下野国下都賀郡小山城主小山下野判官朝矩は織田信
  長と通じて佐竹義重や古内兵郡大輔義重らの了解にもとに陸奥国白河郡の白坂に出陣中に､多賀谷修理亮重経
  ､信太小太郎ら其の留守を窺って軍勢を率い下野国の小山城を奇襲し城を焼き打ち
1580年11月4日-09:00|日本|栃木県小山市|天正8年9月27日|信太小太郎は時を移さず手兵五百余騎を以て古内の
  陣屋を攻め､其の爲めに清音寺の伽藍も焼け落ち城主の小山下野判官朝矩も遂に討死し其の首級は家来の手に
  よって持ち去られた
1580年11月5日-09:00|日本|静岡県掛川市|天正8年9月28日|穴山信君,遠江高天神城を救うため徳川家康の軍と
  戦い敗れる
1580年11月6日-09:00|日本|富山県富山市|天正8年9月末|常願寺川氾濫し富山城下洪水-佐々堤築堤へ>立山連峰
  から富山湾に注ぐ急流,常願寺川が連日の大雨で大氾らんを起こし富山城下をひとのみにして家屋漂流し人馬
  溺死数え切れず
1580年11月12日-09:00|日本|大分県国東市|天正8年10月6日|大友勢が安岐城を攻略
1580年11月14日-09:00|日本|群馬県前橋市|天正8年10月8日|(3日~)武田勝頼が下野小山､足利に出陣した佐竹義
  重らに呼応して上野に侵攻し､膳城を攻略し､金山城の由良成繁､館林城の長尾顕景､小泉城の富岡重朝を攻撃
  して屈服させる
1580年11月15日-09:00|日本|大分県豊後高田市|天正8年10月9日|豊前･大友義統､毛利家に内通した田原親貫を
  鞍懸城に攻め､自刃させる
1580年11月21日-09:00|日本|熊本県宇城市|天正8年10月15日|肥後･島津属将･新納忠元､矢崎城(中村惟冬)を攻
  略
1580年11月22日-09:00|日本|熊本県宇城市|天正8年10月16日|肥後･島津属将･新納忠元､網田城(田平城)を攻略
1580年11月26日-01:00|ﾌﾗﾝｽ|  |||王弟｢ｱﾝｼﾞｭｰ公｣ﾌﾗﾝｿﾜ､ﾌﾗﾝｽ国内の和平を目指し､｢新教軍｣を率いる｢ｺﾝﾃﾞ公｣ｱ
  ﾝﾘと｢ﾙ･ﾌﾙｸｽの和約｣を成立させる/｢第7次ﾌﾗﾝｽ宗教戦争｣が終結
1580年12月13日-09:00|日本|奈良県|天正8年11月7日|<任命>大和国守護(大和郡山18万石)｢筒井順慶｣(~天正12
  年8月11日(15840915)死去)
1580年12月16日-09:00|日本|茨城県つくば市|天正8年11月10日|北條氏照が常陸国筑波郡谷田部城主多賀谷淡路
  守経伯を攻め破って攻略し､経伯は自害
1580年12月16日-08:00|中国|  ||明･万暦8年11月10日|明の宰相の張居正(55)が､大地主の抵抗を押切って全国
  の丈量(検地)を強行し完了
1580年12月17日-09:00|日本|愛知県豊川市|天正8年11月11日|左近衛門ら､三河国東上村稲荷社の社殿を再興
1580年12月23日-09:00|日本|石川県|天正8年11月17日|加賀･柴田勝家､加賀一向一揆を平定/加賀鳥越城主鈴木
  出羽守親子討死
1580年12月23日-09:00|日本|石川県金沢市|天正8年11月17日|<拝領>加賀半国13万石「佐久間盛政｣尾山御坊跡
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  に金沢城を築城金沢城主となる
1580年12月23日-09:00|日本|石川県小松市|天正8年11月17日|<拝領>加賀小松66000石｢村上義明(戸田氏繁の子)
  ｣(~慶長3(1598)年越後村上へ)


